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※本機器を安全にご使用いただ く ために
●本書に対する注意

1) 本書は、 最終ユーザまでお届けいただき ますよ う お願いし ます。

2) 本製品の操作は、 本書を よ く 読んで内容を理解し た後に行なって く ださい。

3) 本書は、 本製品に含まれる機能詳細を説明する ものであ り 、 お客様の特定目的に適合する ものでは

あ り ません。

4) 本書の内容の一部または全部を無断で転載、 複製する こ と は固 く お断 り いた し ます。

5) 本書の内容については、 将来予告無しに変更する こ と があ り ます。

6) 本書の内容については、 細心の注意を も って作成し ま し たが、 も し不審な点や誤 り 、 記載もれなど

お気付きの こ と があ り ま し た ら当社営業所 ・ サービ ス またはお買い求めの代理店までご連絡 く だ

さい。

●本製品の保護・安全および改善に関する注意

1) 当該製品および当該製品で、 制御する システムの保護 ・ 安全のため当該製品を取 り 扱 う 際には、 本

書の安全に関する指示事項に従って く ださい。 なお、 これらの指示事項に反する扱いを された場合

は、 当社は安全性の保証をいた し ません。

2) 本製品を、 安全に使用し ていただ く ため本書に使用する シンボルマークは下記の通 り です。

こ の表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 死亡し た り 、 大けがを し た り するほ

か、 爆発 ・ 火災を引き起こす恐れがあ り ます。

こ の表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 死亡、 大けが、 爆発、 火災の恐れが

あ り ます。

この表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 けが、 物的損害の恐れがあ り ます。

図番号の意味

記号は、 警告 （注意を含む） を促す事項を示し ています。

の中に具体的な警告内容 （左図は感電注意） が描かれています。

記号は、 し てはいけない行為 （禁止事項） を示し ています。

の中や近 く に具体的禁止内容 （左図は一般的禁止） が描かれています。

この記号は、 必ずし てほしい行為を示し ています。

の中に具体的な指示内容 （左図は一般的指示） が描かれています。

●電源が必要な製品について

1) 電源を使用し ている場合

機器の電源電圧が、供給電源電圧に合っているか必ず確認した上で本機器の電源をいれて く ださい。

2) 危険地区で使用する場合

「新 ・ 工場電気設防爆指針」 に示される爆発性ガス ・ 蒸気の発生する危険雰囲気で も使用でき る機

器がございます （0 種場所、 1 種場所および 2 種場所に設置）。 設置する場所に応じ て、 本質安全防

爆構造 ・ 耐圧防爆構造あ るいは特殊防爆構造の機器を選定し て頂き ご使用 く ださい。

これらの機器は安全性を確認するため、 取付 ・ 配線 ・ 配管など充分な注意が必要です。 また保守や

修理には安全のために制限が加え られてお り ます。

3) 外部接続が必要な場合

保護接地を確実に行なってから、 測定する対象や外部制御回路への接続を行って く ださい。

●製品の返却に関する注意

製品を返却される場合、いかなる事情でも弊社従業員 と技術員および取 り 扱いに関わるすべての関

係者の健康 と安全に対する危険性を回避する ために、 適正な洗浄を行なって く ださい。

返却時には必ず添付 「安全／洗浄確認依頼書」 に記入し ていただき、 この依頼書 と製品を必ず一緒

に送 り く ださい。

必要事項を記入し て頂かない限 り 、 ご依頼をお受けする こ と ができ ません。

また返却の際、 弊社従業員あ るいは技術員 と必ず事前に打ち合わせの上、 返却を し て く ださい。

危険

警告

注意
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安全／洗浄確認依頼書

物品を受け取る弊社従業員 と技術員および、取扱いに関わるすべての関係者の健康と安全に対する危険性を回避する
ために、 適正な洗浄を行なって頂 く と共に被測定物についての的確な情報を記載下さ る よ う お願い申し上げます。
For the health and safety of all personnels related with returned instruments, please proceed proper cleaning and give the
precise information of the matter.

会社名 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 担当者名 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　  
（Company:） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   （Person to contact:）

住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
（Address:）

電話 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｆ Ａ Ｘ ： 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
（Tel.:） （Fax:）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

返品理由／ Process data

型式：　　　　　　　　　　　　　　　 　 ｼﾘｱﾙﾅﾝﾊﾞｰ：　　　　　　　　　　　　　　　　 
（Type of instruments:） （Serial number:）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

プロセスデータ／ Process data

特性／ Properties：

私 （達） は、 返送し た製品に毒性 （酸性、 アルカ リ 性溶液、 触媒体等） または すべての危険性がない こ と を こ こ に
確認し ます。 放射性汚染機器は放射線障害防止法に基づき、 お送 り にな る前に除染されていなければな り ません。
We herewith confirm, that the returned instruments are free of any dangerous or poisonous materials （acids, alkaline
solutions, solvents） . Radioactive contaminated instruments must be decontaminated according to the radiological safety
regulations prior to shipment.

日付／ date ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 ご署名／ signature ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   

本依頼書は製品と一緒にお送りください。

修理／ Repair 校正／ Calibration 交換／ Exchange

返品／ Return その他／ Other 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

被測定物：
（Process matter:）

使用洗浄液名：
　 （Cleaned with ： ）

毒性／ Toxic 水と反応／ Reacts with water

腐食性／ Corrosive 水溶性／ Soluble in water

爆発性／ Explosive 判別不能／ Unknown

生物学的危険性／ Biologically dangerous 安全／洗浄確認依頼書をすべて記入して頂かない限り、ご依頼を
お受けすることができません。
The order can not be handled without the completed safety sheet.放射性／ Radioactive
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1 安全注意事項

1.1 用途

本取扱説明書に記載されている機器は、 閉管中の次の液体の流量を計測する こ と を目的 と し て
います。

例 ：

• 酸、 アルカ リ 、 塗料、 オイル
• 液化ガス
• 低導電率の超純水、 水、 廃水

体積流量だけでな く 、 流体中の音速の計測も行われます。 音速は、 異なる流体同士の識別に使
用し た り 、 流体の品質の監視に使用する こ と ができ ます。

不正に使用あ るいは指定外の用途に使用する と、 本機器の運転上の安全は保証されない可能性
があ り ます。 それによ って生じ る損害に対し、 製造者はいかなる責任も負わないもの と し ます。

1.2 取付、 設定および操作

次のこ と に注意し て く ださい。

• 本機器の設置、 電気配線、 ス ター ト ア ッ プ、 メ ンテナン スは、 訓練を受けた、 施設責任者が
認める作業員のみが行って く ださい。

• 作業員は、 事前に取扱説明書を熟読し理解し ている必要があ り ます。
• 本機器の操作にあたっては、 必ず訓練を受けた、 施設責任者が認める担当者だけが行って く

ださい。 本説明書の指示は必ず守って く ださい。
• 計測する液体が腐食性の場合、 接液部材質の適性情報を弊社から ご提供する こ と は可能です

が、 耐腐食性は、 プロセス中の温度や濃度、 汚染度が少しでも変わる と、 変化する可能性が
あ り ます。 し たがって、 弊社は、 特定のアプ リ ケーシ ョ ンでの接液部の耐腐食性については
いかなる保証も責任も負いません。

• プロセスに適し た接液部分の材質の選択は、 使用者の責任において行って く ださ い。
• 配管で溶接作業を行 う 場合、 本機器によ る溶接機器の接地は行わないで く ださ い。
• 電気配線を行 う 作業員は、 本機器が配線図に基づいて正し く 配線されている こ と を確認し て

く ださい。 変換器は接地する必要があ り ます （絶縁電源 SELV や PELV などの特殊な保護対策
を講じ た場合は除 く ）。

• 本機器の通電や修理にあたっては、 国及び地域の定めるすべての法規に従って く ださ い。

1.3 操作上の安全性

次のこ と に注意し て く ださい。

• 海外防爆環境で使用する防爆仕様の製品には、本取扱説明書以外にも別冊の "防爆補足説明書 "
（英文）がありますのでお問い合せください。 この "防爆補足説明書 "（英文）に記載されて
いる取付け指示および定格を厳守してください。 防爆補足説明書の表紙に記されている記号
は、 認証および検査機関を示し ています （0 ヨーロ ッパ、 2 米国、 1 カナダ）。

• 本機器は、 EN 61010-1 、 IEC/EN 61326 の EMC 指令、 および NAMUR recommendation NE 21/
NE 43 によ る一般安全要件に準拠し ています。

• 弊社は、 事前の予告な しに技術仕様を変更する権利を有する もの と し ます。 本取扱説明書に
関する最新の情報および更新情報は、 お近 く の弊社営業所サービ スから提供致し ます。
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1.4 返却

修理あ るいは校正等を必要とする流量計を弊社に返却する場合は、 以下の手順に従って く ださ
い。

• " 安全 / 洗浄確認書 " を、必要事項をすべて記入し て必ず同封し て く ださ い。この確認書が同封
されていない と、 弊社は、 返却される機器を運搬、 検査および修理する こ と ができ ません。

!注意 ! 

" 安全 / 洗浄確認書 " は本取扱説明書の最初に添付されています。

• 特別な取扱指示が必要であれば、EC REACH 規則 No. 1907/2006 に準拠した安全データシート
などを同封してください。

• 残留物はすべて除去し て く ださい。 残留物が含まれる可能性のあ るシールや隙間には十分注
意し て く ださい。 その残留物が健康に被害を与え る もの、 例えば、 可燃性や毒性、 あ るいは
発ガン性のあ る よ う な物質などの場合には特に重要です。

# 危険 ! 
• 危険な物質の痕跡がすべて除去されたかど う か確信がない、 例えば、 その物質がみぞに浸透

し ている、 あ るいはプラ スチッ ク を透過し て拡散し ている可能性があ る よ う な場合は、 機器
を返却し ないで く ださい。

• 不十分な洗浄に起因する廃棄物の処分や外傷 （やけどなど） にかかった費用は、 機器の所持
者が負担する こ と にな り ます。

1.5 安全性に関する注意事項と記号

本機器は、 不正に使用し た り 、 異なる用途に使用する と、 危険因子になる可能性があ り ます。
従って、 本取扱説明書に次の記号で指示されている安全性に関する指示に留意し て く ださい。

本機器は、 最新の安全要件に適合する よ う に設計され、 テス ト されて安全に操作でき る状態で
工場から出荷されます。 本機器は、 EN 61010-1 の " 計測、 制御、 実験処理用の電気機器のため
の安全要件 " に準拠し ています。

# 危険 ! 
" 危険 " は、 正確に処理、 手順を実行し ない と、 障害あ るいは安全性に対する危険を伴 う 可能性
があ る、 行為あ るいは手順を示し ています。 指示を遵守し、 注意し て実行し て く ださい。

" 警告 ! 
" 警告 " は、 正確に処理、 手順を実行し ない と、 間違った操作あ るいは機器の破壊を起こす可能
性のあ る行為あ るいは手順を示し ています。 指示を遵守し、 注意し て実行し て く ださい。

! 注意 ! 
" 注意 " は正確に実行し ない と操作に間接的な影響を及ぼす、 あ るいは機器の部品に予期し ない
反応を引き起こす可能性があ り ます。
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2 製品について

2.1 機器の名称

" プロ ソ ニ ッ ク フ ロー 93" 流量計の構成は以下の通 り です。

• プロ ソ ニ ッ ク フ ロー 93 変換器
• センサ ：

- プロ ソ ニ ッ ク フ ロー P ク ラ ンプオンバージ ョ ン （15 ～ 65 A）
- プロ ソ ニ ッ ク フ ロー P ク ラ ンプオンバージ ョ ン （50 ～ 4000 A）
- プロ ソ ニ ッ ク フ ロー W ク ラ ンプオンバージ ョ ン

変換器と センサは別々に取 り 付け、 接続ケーブルで接続し ます。

2.1.1 変換器の銘板

A0001157

図 1 ： " プロ ソニ ッ ク フ ロー 93" 変換器の銘板の明細 （例）

1 オーダーコード / シ リ アル番号 ： 個々の文字と 数字の意味については仕様を参照。

2 電源 / 周波数 ： DC 16 ～ 62 V/AC 20 ～ 55 V/50 ～ 60 Hz

消費電力 ： 15 VA/W

3 補足情報表示用スペース

4 利用可能な入力 / 出力 ：

I-OUT （HART） ： 電流出力 （HART）

f-OUT ： パルス / 周波数出力

RELAY ： リ レー出力

STAT-IN ： ステータ ス入力 （補助入力）

5 特注品の情報表示用スペース

6 許容周囲温度範囲

7 保護等級

PROSONIC FLOW 93

-20°C (-4°F) <Tamb<+60°C (+140°F)

IP67 / NEMA/Type 4XOrder Code:

Ser.No.:

TAG No.:

93PA1-XXXXXXXXXXXX

12345678901

ABCDEFGHJKLMNPQRST

16-62VDC/20-55VAC

50-60Hz

I-OUT (HART), f-OUT

15VA/W

i

Pat. US 5,479,007

Pat. UK EP 618 680

STATUS-OUT, STATUS-IN

2

3

4

5

76

1
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2.1.2 センサの銘板

A0001158

図 2 ： " プロ ソニ ッ ク フ ロー P" センサの銘板の明細 （例）

1 オーダーコード / シ リ アル番号 ： 個々の文字および数字の意味については仕様を参照。

2 センサタ イプ

3 呼び口径の範囲 ： 100 ～ 4000 A

4 最大液体温度範囲 ： -40 ℃ ～ +80 ℃

5 特注品の情報表示用スペース

6 保護等級

7 許容周囲温度範囲

8 防爆に関するデータ

詳細については、 別冊の防爆補足説明書を参照し て く ださい。

ご不明な点は、 最寄の弊社営業所にお問い合わせ く ださ い。
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2.1.3 接続部の銘板

A0000963

図 3 ： プロ ラ イ ン変換器の型式銘板 （例）

1 シ リ アル番号

2 電流入力の設定

3 リ レー接点の構成

4 電源の端子、 ケーブル ： AC 85 ～ 260 V/AC 20 ～ 55 V/DC 16 ～ 62 V

端子番号 1 ： L1 （AC）、 L+ （DC）

端子番号 2 ： N （AC）、 L- （DC）

5 入出力信号。 設定および端子の割当て （20 ～ 27） については、 " 機器の配線 " も参照し て く ださい。

6 現在イ ン ス ト ールされているデバイ ス ソ フ ト ウ ェ アのバージ ョ ン

7 イ ン ス ト ールされている通信タ イプ、 例 ： HART、 プロ フ ィ バス PA など

8 現在の通信ソ フ ト ウ ェ アの情報 （デバイ スの改定番号および DD フ ァ イル）、

例 ： HART 通信用 Dev. 01/DD 01

9 イ ン ス ト ールされた日付

10 6 ～ 9 項の情報の更新履歴

Communication:

Drivers:

Device SW:

ID xxxx (HEX)

XX.XX.XX (WEA)

XXXXXXXXXX

Date: DD.MMM.YYYY

Ex-works / ab-Werk / réglages usine

2
6

(+
)

/
2

7
(-

)

NC:

Versorgung /

Tension d'alimentation

Observer manuel d'instruction

See operating manual
Betriebsanleitung beachten

Active: 0/4...20mA, RL max. = 700 Ohm

Passive: 4...20mA, max. 30VDC

Passive: 30VDC, 250mA

Active: 24VDC/25mA (max. 250mA/20ms)

Passive: 30VDC, 250mA

(HART: RL.min. = 250 OHM)

fmax = 1kHz

3...30VDC, Ri = 5kOhm

f-OUT

I-OUT (HART)

12345678912Ser.No.:

Supply /

2
4

(+
)

/
2

5
(-

)

2
2

(+
)

/
2

3
(-

)

2
0

(+
)

/
2

1
(-

)

N/L-

PE

A:

NO:
P:

L1/L+

1 2

319475-00XX

A

P

active
passive
normally open contact
normally closed contact

XSTATUS-OUT

STATUS-IN X

Update 1 Update 2

2

3

1

4

5

6

7

8

9

10
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2.2 認証、 認定

本機器は、 最新の安全要件に適合する よ う に GEP （Good Engineering Practice） に従って設計さ
れ、 テス ト されて安全に操作でき る状態で工場から出荷されます。

本機器は、 EN 61010-1 の " 計測、 制御、 実験処理用の電気機器のための安全要件 " および IEC/
EN 61326 の EMC 指令に準拠し ています。

本取扱説明書に記載されている システム構成は、 EC 指令に基づ く 法定要件に準拠し てお り ま
す。 弊社は、 CE マーク を本機器に貼る こ と によ り 、 本機器の適合を証明し ています。

計測システムは豪州通信庁 （ACMA） の EMC 要件に準拠し ています。

2.3 登録商標

HART® 
HART Communication Foundation, Austin, USA の登録商標です。

HistoROM™、 T-DAT™、 F チッ プ ®、 FieldCare®、 フ ィ ール ド チェ ッ ク ®、 アプ リ ケータ ®

ス イ ス連邦、 Endress+Hauser Flowtec AG の登録商標も し く は、 登録商標申請中です。
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3 設置

3.1 納品内容確認、 搬送と保管

3.1.1 納品内容確認

製品の入荷時、 以下の点を確認し て く ださい。

• 梱包と中身の損傷の有無を確認し て く ださい。
• 輸送貨物を確認し、 不足品がな く 、 発注し た通 り の範囲で商品が供給されている こ と を確認

し て く ださい。

3.1.2 運搬

本機器を計測場所に運搬する と きは、 納品時の梱包箱に入れて運搬し て く ださい。

3.1.3 保管

• 本機器は、 保管および運搬に際し ての衝撃を確実に防ぐ よ う に梱包し て く ださ い。
弊社出荷時の梱包が最適です。

• 保管温度は、 変換器、 計測センサおよびそれらに付属するセンサケーブルの周囲温度範囲
（→ 111 ページ） に該当し ます。

• 本機器の表面温度が高 く な ら ないよ う 保管中は直射日光は避けて く ださ い。

3.2 設置条件

3.2.1 寸法

センサおよび変換器の寸法、 長さに関し ては、 別冊の " 技術仕様書 " を参照し て く ださい。
技術仕様書は、 www.endress.com から PDF フ ァ イル と し てダウ ン ロード でき ます。

入手可能な " 技術仕様書 " の リ ス ト は、 115 ページ にあ り ます。

3.2.2 取付位置

流量計測を正確に行 う には、 管内が充填されている必要があ り ます。 計測チューブ内の気泡は
計測誤差の原因と な るため、 以下の取付けは避けて く ださい。

• 配管系の最も高い位置。 空気が溜ま る恐れがあ り ます。
• 垂直配管系では、 計測流体をバルブなどを介さずに配管から直接系外に排出する こ と は避け

て く ださい。

A0001103

図 4 ： 取付位置
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3.2.3 取付方向

垂直取付

計測流体が下から上に流れる垂直配管に取 り 付ける こ と を推奨し ます。 この向きにする と、 流
体が停滞し た場合に、 混入し ている固形分は下方に落ち、 気泡はセンサ上方に浮き ます。

水平方向

水平方向に対し て角度 ± 60°の範囲内 （図のグレーゾーン） の取付を推奨し ます。 この向きで
は、 気体や空気の蓄積 （管の上側） や堆積物 （管の下側） によ る計測への影響は軽微です。

A0001105

図 5 ： 推奨の向き と推奨取付範囲

A 計測流体が下から上に流れる推奨取付方向

B 水平取付時の推奨取付範囲

C 推奨取付範囲 ： 最大 120°

A

B

C C



プロ ラ イ ン プロ ソニ ッ ク フ ロー 93 設置

エン ド レスハウザー ジャパン 13

3.2.4 上流側 / 下流側直管長

センサはバルブ、 T 継手などの管継手の無い場所に取 り 付けて く ださい。 計測精度を確保する
ために、 以下の直管長を遵守し て く ださい。

A0009678

図 6 ： 計測精度の仕様を満たすための推奨上流側 / 下流側直管長

A ク ラ ンプオンバージ ョ ン

1 バルブ

2 ポンプ

3 異なる向きの 2 本のベン ト 管

� 15 x DN

� 40 x DN

� 20 x DN

� 40 x DN

� 5 x DN

1

2

3

A
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3.2.5 センサの配置

センサは以下の 2 通 り の方法で配置する こ と ができ ます。

•  1 回の送波で計測する取付配置 （1 ト ラバース） ： センサを管の両側に配置し ます。
•  2 回の送波で計測する取付配置 （2 ト ラバース） ： センサを管の同じ側に配置し ます。

A0001108

図 7 ： センサ取付配置

A 1 回の送波で計測する取付配置

B 2 回の送波で計測する取付配置

必要な送波回数は、 センサタ イプ、 呼び口径、 および管厚によ って決ま り ます。
推奨取付タ イプ ：

BA

センサ 呼び口径 トラバース

プロ ソ ニ ッ ク フ ロー W 50 ～ 600 A 2 1）

650 ～ 4000 A 1

プロ ソ ニ ッ ク フ ロー P （コ ンパク ト ） 15 ～ 65 A 2 （変更不可）

プロ ソ ニ ッ ク フ ロー P 50 ～ 600 A 2 1）

650 ～ 4000 A 1

1) 以下の設置条件では、 呼び口径 50 ～ 600 A であって も 1 ト ラバースでセンサを取 り 付け る よ う お勧め

し ます。

• 管厚 > 4 mm の管

• 複合材の管 （例えば GRP）

• プラ スチ ッ ク管

• ラ イ ニング付きの管

• 音波を極度に減衰させる流体
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3.3 2 チャ ンネル運転

本変換器は、 2 系統の独立し た計測チャ ンネル （計測チャ ンネル 1 と計測チャ ンネル 2） を動作
させる こ と ができ ます。 各計測チャ ンネルご と に、 センサ １ 対を接続し ます。 変換器の 2 つの
計測チャ ンネルは互いに独立し、 同等の機能を備えています。

2 チャ ンネル運転を使用する と、 以下の計測を行 う こ と ができ ます。

• 2 チャ ンネル計測 = 2 箇所で別々に流量計測する
• 2 測線計測 = 1 箇所の流量計測を二重化する

3.3.1 2 チャ ンネル計測

2 チャ ンネル計測では、 2 箇所で別々に流量を計測し ます。

2 系統の計測チャ ンネルの計測値をそれぞれ処理し、 表示する こ と ができ ます。

2 チャ ンネル計測では、 以下の計測値を出力する こ と ができ ます。

• 各計測チャ ンネルの個別計測値 （出力は互いに独立）
• 2 つの計測値の差
• 2 つの計測値の和

2 系統の計測チャ ンネルは、 個別に設定する こ と ができ ます。 こ のため表示、 出力、 センサタ イ
プ、 設置タ イプをそれぞれ独立し て設定 / 選択する こ と ができ ます。

A0001159

図 8 ： 2 チャ ンネル計測 ： 2 箇所の計測点に、 センサ対を別々に配置し た例

A 計測チャ ンネル 1 ： 2 回の送波で計測するセンサ対の取付

B 計測チャ ンネル 2 ： 1 回の送波で計測するセンサ対の取付

BA
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3.3.2 2 測線計測

2 測線計測では、 1 箇所で二重に流量を計測し ます。

2 系統の計測チャ ンネルの計測値をそれぞれ処理し、 表示する こ と ができ ます。
2 測線計測では、 以下の計測値を出力する こ と ができ ます。

• 各計測チャ ンネルの個別計測値 （出力は互いに独立）
• 2 つの計測値の平均

" 平均 " 機能を使用する と、 よ り 安定し た計測値が得られます。 し たがって、 こ の機能は、 上流
側直管長が短い場合など、 理想的ではない条件下で計測を行 う 場合に適し ています。

2 系統の計測チャ ンネルは、 個別に設定する こ と ができ ます。 こ のため表示、 出力、 センサタ イ
プ、 設置タ イプをそれぞれ独立し て設定 / 選択する こ と ができ ます。

2 測線計測では通例、 2 系統の計測チャ ンネルを個別に設定する必要はあ り ません。 ただし状況
によ っては、 個別チャ ンネル設定を使用し て、 アプ リ ケーシ ョ ン固有の問題を改善する こ と が
でき ます。

A0001160

図 9 ： 2 測線計測 ： 1 箇所の計測点に 2 系統のセンサ対を配置し た例

A 計測チャ ンネル 1 と  2 ： 2 ト ラバースによ り  1 対で 1 計測する場合の 2 系統のセンサ対の取付

B 計測チャ ンネル 1 と  2 ： 1 ト ラバースによ り  1 対で 1 計測する場合の 2 系統のセンサ対の取付

BA
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3.4 設置前の準備

計測ポイ ン ト 固有の条件 （例えばク ラ ンプオン、 ト ラバース数、 流体など） に応じ て、 実際に
センサを取 り 付ける前に、 準備をい く つか行 う 必要があ り ます。

1. 計測ポイ ン ト 固有の条件に基づいた、 必要設置距離値の決定。 こ の値の決定する方法はい
く つかあ り ます。

- 現場での機器操作
- FieldCare （操作プロ グ ラ ム）。 ノ ー ト パソ コ ンを変換器に接続し ます。
- アプ リ ケータ （ソ フ ト ウ ェ ア）。 エン ド レ スハウザー社のイ ン ターネ ッ ト サイ ト でオン ラ

イ ン入力。

2. センサ用のク ラ ンプオン留め具の組立準備 ：

- 締付けバン ド （50 ～ 200 A または 250 ～ 4000 A） をあ らかじめ取付けておき ます。
- 溶接ス タ ッ ド を固定し ておき ます。

3.5 必要設置距離の決定

以下の要素によ って、 保持すべき設置距離が決ま り ます。

• センサのタ イプ ： P （50 ～ 4000 A）、 P （15 ～ 65 A） または W
• 取付タ イプ ：

- 締付けバン ド によ る ク ラ ンプオンか、 溶接ス タ ッ ド によ る ク ラ ンプオンか
• ト ラバース数またはシングルパス / デュ アルパスバージ ョ ン

3.5.1 プロ ソニ ッ ク フ ロー P の設置距離

3.5.2 プロ ソニ ッ ク W の設置距離

50 ～ 4000 A 15 ～ 65 A

ク ラ ンプオン

（締付けバン ド）

ク ラ ンプオン

（溶接ス タ ッ ド）

ク ラ ンプオン

（締付けバン ド）

1 ト ラバース 2 ト ラバース 1 ト ラバース 2 ト ラバース 2 ト ラバース

ｾﾝｻ ｷｮﾘ ｾﾝｻ ｷｮﾘ ｾﾝｻ ｷｮﾘ ｾﾝｻ ｷｮﾘ ｾﾝｻ ｷｮﾘ

ﾜｲﾔ ﾉ ﾅｶﾞｻ ｾﾝｻ ﾉ ｲﾁ ﾜｲﾔ ﾉ ﾅｶﾞｻ ｾﾝｻ ﾉ ｲﾁ -

50 ～ 4000 A

ク ラ ンプオン

（締付けバン ド）

ク ラ ンプオン

（溶接ス タ ッ ド）

1 ト ラバース 2 ト ラバース 1 ト ラバース 2 ト ラバース

ｾﾝｻ ｷｮﾘ ｾﾝｻ ｷｮﾘ ｾﾝｻ ｷｮﾘ ｾﾝｻ ｷｮﾘ

ﾜｲﾔ ﾉ ﾅｶﾞｻ ｾﾝｻ ﾉ ｲﾁ ﾜｲﾔ ﾉ ﾅｶﾞｻ ｾﾝｻ ﾉ ｲﾁ
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3.6 設置距離の決定

3.6.1 現場設定による設置距離の決定

設置距離を決定するには、 以下のステ ッ プを行います。

1. ウ ォールマウ ン ト ハウジングを取 り 付けます。

2. 電源を接続し ます。

3. 本機器の電源をオン し ます。

4. " センサの設置 " ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ メ ニューを実行し ます。

ウォールマウン ト ハウジングの取付

ウ ォールマウ ン ト ハウ ジングの設置方法には、 以下の方法があ り ます。

• 壁への直付
• パネルへの取付 （別個の取付キ ッ ト 使用、 付属品を参照） → 90 ページ
• パイプへの取付 （別個の取付キ ッ ト 使用、 付属品を参照） → 90 ページ

" 警告 ! 
• 取付位置で、 許容動作温度範囲 （-20 ～ +60 ℃） を超えないよ う にし て く ださい。

本製品は日陰に設置し て く ださい。 直射日光は避けて設置し て く ださ い。
• ウ ォールマウ ン ト 型変換器は、 ケーブル接続口が下方を向 く よ う に設置し て く ださい。

壁への直付

1. ド リ ルで穴を開けます→ 18 ページ。

2. 端子部カバー （a） を取 り 外し ます。

3. 止めネジ （b） をハウジングの穴 （c） に押し込みます。

- 止めネジ （M6） ： 最大 φ6.5 mm
- ネジ頭 ： 最大 φ10.5 mm

4. 変換器を壁に固定し ます。

5. 端子カバー （a） をハウジングに取 り 付けます。

A0001130ae

図 10 ： 壁への直付

a

b
c c

90 (3.54)

35 (1.38)

192 (7.56)

8
1

.5
(3

.2
)

mm (inch)
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パネル取付

1. パネルに、 開口部を設けます （→ 19 ページ）。

2. ハウジングを制御盤内に前面から挿入し ます。

3. ウ ォールマウ ン ト ハウジングに留め具を取付けます。

4. ネジ ロ ッ ド を留め具にねじ込み、 ハウジングがパネルにし っか り 固定される まで締めます。
対と なるナッ ト を締めます。 他の支えは必要あ り ません。

A0001131ae

図 11 ： パネルへの取付け （ウォールマウン ト ハウジング）

パイプへの取付

取付は、 19 ページの指示に従って行います。

" 警告 ! 
パイプの温度が高い場合は、 ハウジング温度が最大許容温度 +60 ℃ を超えないよ う にご注意 く
ださい。

A0001132ae

図 12 ： パイプへの取付 （ウォールマウン ト ハウジング）

245 (9.65)

~110 (~4.33)

210 (8.27)

+0.5 (+0.019)
–0.5 (–0.019)

+0.5 (+0.019)
–0.5 (–0.019)

mm (inch)

Ø 20…70
(Ø 0.79…2.75)

~ ~ 6.1)155 (

mm (inch)
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電源の接続

# 危険 ! 
海外防爆機器の配線に関し ては、 " 防爆補足説明書 " （英文） があ り ますので、 ご不明な点は、
最寄の弊社営業所にお問い合わせ く ださい。

! 注意 ! 
本機器には、 電源ス イ ッチが内蔵されていません。 このため、 電源サーキ ッ ト ブレーカを、 本
機器に割 り 当てて く ださい。

電源の接続

# 危険 ! 
• 感電の危険性があ り ます。 本機器を開ける前に電源を切って く ださ い。 電源に接続されてい

る間は、 本機器の設置あ るいは配線を行わないで く ださ い。 こ の予防措置を怠る と、 電子部
品が損傷し て修理でき な く なる可能性があ り ます。

• 感電の危険性があ り ます。 電源を投入する前に、 ハウジングの接地端子に保護導線を接続し
て く ださい （絶縁型の電源には不要）。

• 銘板の仕様と現場の供給電圧および周波数を確認し て く ださ い。 電気機器の設置に関し ては
国内の規則にも従って く ださい。

1. 変換器ハウジングから端子部カバーを取 り 外し ます。

2. 電源ケーブルを電線管接続口から通し ます。

3. 電源ケーブルを配線し ます。

4. ケーブルグ ラ ン ド を締め付けます。

5. 端子部カバーを変換器ハウジングに締め付けます。

A0011363

図 13 ： 電源の接続 ： ケーブル断面積 ： 最大 2.5 mm2

a 電源ケーブル ： AC 85 ～ 260 V、 AC 20 ～ 55 V、 DC 16 ～ 62 V

端子番号 1 ： L1 （AC）、 L+ （DC）

端子番号 2 ： N （AC）、 L- （DC）

a1 電源用接地端子

機器への電源供給

1. チェ ッ ク リ ス ト （→ 54 ページ） に指定されている配線後のチェ ッ ク を行います。

2. 本機器の電源電圧をオンにし ます。 機器内部の自己テス ト 機能が実行されます。
デ ィ スプレ イに、 各種 メ ッ セージが表示されます。

3. 通常計測モード が開始されます。 各種計測値やステータ スパラ メ ータが表示されます
（HOME ポジシ ョ ン）。

! 注意 ! 
ス ター ト ア ッ プに失敗する と、 原因に応じ て該当するエラー メ ッ セージが表示されます
→ 93 ページ。

1 2

a1aa

+
22

–
23

+
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–
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+
24

–
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+
26

–
27
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" センサの設置 " ク イ ッ クセ ッ ト ア ッ プ メ ニューの実行

! 注意 ! 
• 本機器の基本的な操作については、 55 ページを参照し て く ださい。
• 以下のセ ク シ ョ ンでは、 " センサの設置 " ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プの う ち、 ク ラ ンプオン タ イプ

に必要なステ ッ プのみについて説明し ます。

ク ラ ンプオン取付タ イプのためのク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プの実行

1. 設置固有の値すなわち以下に指定されている値を入力 / 選択し ます。

2. 取 り 付けに必要な設置距離を読み取 り ます。

その後の手順

設置距離を決定し た ら、 センサを取 り 付ける こ と ができ ます。

• プロ ソ ニ ッ ク フ ロー P （15 ～ 65 A） → 35 ページ
• プロ ソ ニ ッ ク フ ロー P （50 ～ 4000 A） → 35 ページ
• プロ ソ ニ ッ ク フ ロー W → 39 ページ

ﾎｰﾑ ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ → ｸｲｯｸ ｾｯﾄｱｯﾌﾟ → ｾﾝｻ ﾉ ｾｯﾄｱｯﾌﾟ

↓

ｹﾞﾝｺﾞ

ｸｲｯｸ ｾｯﾄｱｯﾌﾟ ｾﾝｻ ﾉ ﾀﾝｲ

ﾁｬﾝﾈﾙ 1 → ﾁｬﾝﾈﾙ

ｸﾗﾝﾌﾟ ｵﾝ → ｹｲｿｸ

ｾﾝｻ ﾀｲﾌﾟ

1 または 2 → ｾﾝｻ ｺｳｾｲ = ト ラバース数

ﾊﾟｲﾌﾟ ﾉ ｷｶｸ

ﾖﾋﾞ ｺｳｹｲ

ﾊﾟｲﾌﾟ ｻﾞｲｼﾂ

ﾊﾟｲﾌﾟ ｵﾝｿｸ

ﾊﾟｲﾌﾟ ﾖﾋﾞ ｺｳｹｲ

ﾊﾟｲﾌﾟ ｴﾝｼｭｳ

ﾊﾟｲﾌﾟ ｱﾂｻ

ｴｷﾀｲ

1 ト ラバースで

計測する ため

の設置距離 ：

2 ト ラバースで

計測する ため

の設置距離 ：

ｵﾝﾄﾞ

ｴｷﾀｲ ｵﾝｿｸ

ｾﾝｻ ﾉ ｲﾁ → -

ﾜｲﾔ ﾉ ﾅｶﾞｻ → -

ｾﾝｻ ｷｮﾘ →

ｲｲｴ → ﾎｶﾉ ｹｲｿｸ ?

ｲｲｴ → ﾎｶﾉ ﾁｬﾝﾈﾙ ?

↓

ｾﾝｻ ﾉ ｾｯﾄｱｯﾌﾟ
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3.6.2 FieldCare による設置距離の決定

FieldCare は、 エン ド レ スハウザー社の FDT ベースのプラ ン ト 資産管理ツールです。 高度な
フ ィ ール ド機器の設定、 自己診断を可能にし ます。 プロ ラ イ ンシ リ ーズ流量計への接続は、
FXA193 など専用イ ン ターフ ェ イ ス を介し て行います。

FieldCare と  FXA193 サービ ス イ ン ターフ ェ イ スは、 オプシ ョ ン と し て用意されています
→ 90 ページ。

設置距離を決定するには、 以下のステ ッ プを行います。

1. ウ ォールマウ ン ト ハウジングを取 り 付けます。

2. 電源を接続し ます。

3. PC を FieldCare プラ ン ト 資産管理ツールに接続し ます。

4. 本機器の電源をオンにし ます。

5. FieldCare から設置距離を読み取 り ます。

ウォールマウン ト ハウジングの取付

ウ ォールマウ ン ト ハウ ジングの設置方法には、 以下の方法があ り ます。

• 壁への直付
• パネルへの取付 （別個の取付キ ッ ト 使用、 付属品を参照） → 90 ページ
• パイプへの取付 （別個の取付キ ッ ト 使用、 付属品を参照） → 90 ページ

" 警告 ! 
• 取付位置で、 許容動作温度範囲 （-20 ～ +60 ℃） を超えないよ う にし て く ださい。

本製品は日陰に設置し て く ださい。 直射日光は避けて設置し て く ださ い。
• ウ ォールマウ ン ト 型変換器は、 ケーブル接続口が下方を向 く よ う に設置し て く ださい。

壁への直付

1. ド リ ルで穴を開けます→ 22 ページ。

2. 端子部カバー （a） を取 り 外し ます。

3. 止めネジ （b） をハウジングの穴 （c） に押し込みます。

- 止めネジ （M6） ： 最大 φ6.5 mm
- ネジ頭 ： 最大 φ10.5 mm

4. 変換器を壁に固定し ます。

5. 端子カバー （a） をハウジングに取 り 付けます。

A0001130ae

図 14 ： 壁への直付
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パネル取付

1. パネルに、 開口部を設けます （→ 23 ページ）。

2. ハウジングを制御盤内に前面から挿入し ます。

3. ウ ォールマウ ン ト ハウジングに留め具を取付けます。

4. ネジ ロ ッ ド を留め具にねじ込み、 ハウジングがパネルにし っか り 固定される まで締めます。
対と なるナッ ト を締めます。 他の支えは必要あ り ません。

A0001131ae

図 15 ： パネルへの取付 （ウォールマウン ト ハウジング）

パイプへの取付

取付は、 23 ページの指示に従って行います。

" 警告 ! 
パイプの温度が高い場合は、 ハウジング温度が最大許容温度 +60 ℃ を超えないよ う にご注意 く
ださい。

A0001132ae

図 16 ： パイプへの取付 （ウォールマウン ト ハウジング）

245 (9.65)

~110 (~4.33)

210 (8.27)

+0.5 (+0.019)
–0.5 (–0.019)

+0.5 (+0.019)
–0.5 (–0.019)

mm (inch)

Ø 20…70
(Ø 0.79…2.75)

~ ~ 6.1)155 (

mm (inch)



設置 プロ ラ イ ン プロ ソニ ッ ク フ ロー 93

24 エン ド レスハウザー ジ ャパン

電源の接続

# 危険 ! 
海外防爆機器の配線に関し ては、 " 防爆補足説明書 " （英文） があ り ますので、 ご不明な点は、
最寄の弊社営業所にお問い合わせ く ださい。

! 注意 ! 
本機器には、 電源ス イ ッチが内蔵されていません。 このため、 電源サーキ ッ ト ブレーカを、 本
機器に割 り 当てて く ださい。

電源の接続

# 危険 ! 
• 感電の危険性があ り ます。 本機器を開ける前に電源を切って く ださ い。 電源に接続されてい

る間は、 本機器の設置あ るいは配線を行わないで く ださ い。 こ の予防措置を怠る と、 電子部
品が損傷し て修理でき な く なる可能性があ り ます。

• 感電の危険性があ り ます。 電源を投入する前に、 ハウジングの接地端子に保護導線を接続し
て く ださい （絶縁型の電源には不要）。

• 銘板の仕様と現場の供給電圧および周波数を確認し て く ださ い。 電気機器の設置に関し ては
国内の規則にも従って く ださい。

1. 変換器ハウジングから端子部カバーを取 り 外し ます。

2. 電源ケーブルを電線管接続口から通し ます。

3. 電源ケーブルを配線し ます。

4. ケーブルグ ラ ン ド を締め付けます。

A0011363

図 17 ： 電源の接続 ： ケーブル断面積 ： 最大 2.5 mm2

a 電源ケーブル ： AC 85 ～ 260 V、 AC 20 ～ 55 V、 DC 16 ～ 62 V

端子番号 1 ： L1 （AC）、 L+ （DC）

端子番号 2 ： N （AC）、 L- （DC）

a1 電源用接地端子
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FieldCare との接続

FieldCare プラ ン ト 資産管理ツール搭載のパーソナルコ ンピ ュータ を、 サービ ス イ ン ターフ ェ イ
ス FXA 193 に接続し、 サービ ス イ ン ターフ ェ イ ス FXA 193 を、 変換器のサービ ス コネ ク タに接
続し ます。

A0011365

図 18 ： FieldCare プ ラ ン ト 資産管理ツール搭載の PC の接続

a サービ ス イ ン ターフ ェ イ ス FXA193 を接続する ためのサービ スアダプタ

機器への電源供給

1. チェ ッ ク リ ス ト （→ 54 ページ） に指定されている配線後のチェ ッ ク を行います。

2. 本機器の電源電圧をオンにし ます。 機器内部の自己テス ト 機能が実行されます。
デ ィ スプレ イに、 各種 メ ッ セージが表示されます。

3. 通常計測モード が開始されます。 各種計測値やステータ スパラ メ ータが表示されます
（HOME ポジシ ョ ン）。

! 注意 ! 
ス ター ト ア ッ プに失敗する と、 原因に応じ て該当するエラー メ ッ セージが表示されます
→ 93 ページ。

設置距離を FieldCare から読み取る

! 注意 ! 
以下のセ ク シ ョ ンでは、 ク ラ ンプオン タ イプの取付タ イプに必要な機能のみについて説明し ま
す。

ク ラ ンプオン取付タ イプのための設置距離を FieldCare から読み取る

1. 設置固有の値及び以下に指定されている値を入力 / 選択し ます。

2. 取付に必要な設置距離を読み取 り ます。

1 2
a+

22
–

23
+
20

–
21

+
24

–
25

+
26

–
27

A

A

 基本機能

↓

センサデータ K1/K2 → センサパラ メ ータ

↓

ク ラ ンプオン → 計測

センサタ イプ

1 または 2 → センサ校正 = ト ラバース数
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その後の手順

設置距離を決定し た ら、 センサを取 り 付ける こ と ができ ます。

• プロ ソ ニ ッ ク フ ロー P （15 ～ 65 A） → 33 ページ
• プロ ソ ニ ッ ク フ ロー P （50 ～ 4000 A） → 35 ページ
• プロ ソ ニ ッ ク フ ロー W （ク ラ ンプオン） → 39 ページ

 基本機能

↓

プロセスパラ メ ータ K1/K2 → パイプデータ

↓

パイプの規格

呼び口径

パイプの材質

パイプ 音速

パイプ 円周

パイプ 呼び口径

パイプ 厚さ

ラ イナ 材質

 基本機能

↓

プロセスパラ メ ータ K1/K2 → 液体データ

↓

液体

温度

液体 音速

 基本機能

↓
1 ト ラバースで

計測する ための

設置距離 ：

2 ト ラバースで

計測する ための

設置距離 ：

プロセスパラ メ ータ K1/K2 → センサパラ メ ータ

↓

センサの位置 → -

ワ イヤの長さ → -

センサ距離 →
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3.6.3 アプ リ ケータによる設置距離の決定

アプ リ ケータは、 流量計の選択およびサイ ジング用ソ フ ト ウ ェアです。 設置に必要な設置距離
を、 変換器を作動させな く て も事前に決定する こ と ができ ます。

アプ リ ケータの入手先 ：

• ローカル PC イ ン ス ト ール用の CD-ROM → 92 ページ。
• イ ン ターネ ッ ト （オン ラ イ ンダ イ レ ク ト 入力） → www.endress.com → 国を選択し ます。

こ のイ ン ターネ ッ ト サイ ト で、 → 機器 →  流量 → ツール →  アプ リ ケータ を選択し ます。
"Applicator Sizing Flow" フ ィ ール ド で、 "Applicator Sizing Flow オン ラ イ ンを開始 " リ ン ク を選
択し ます。

ク ラ ンプオン 1 ト ラバース計測するための設置距離の決定

アプ リ ケータで必要な設置距離を決定し ます。

• 流体を選択し ます。
• 本機器を選択し ます （例えば、 93P ク ラ ンプオン）。
• 計測ポイ ン ト 固有の値を入力または選択し ます。
• ト ラバース数 ： 1 を選択し ます。
• 必要な設置距離を読み取 り ます ：

- ワ イヤの長さ ： __________
- センサ距離 ： __________

その後の手順

設置距離を決定し た ら、 センサを取 り 付ける こ と ができ ます。

• プロ ソ ニ ッ ク フ ロー P （50 ～ 4000 A） → 35 ページ
• プロ ソ ニ ッ ク フ ロー W → 39 ページ

ク ラ ンプオン 2 ト ラバース計測するための設置距離の決定

アプ リ ケータで必要な設置距離を決定し ます。

• 流体を選択し ます。
• 本機器を選択し ます （例えば、 93P ク ラ ンプオン）。
• 計測ポイ ン ト 固有の値を入力または選択し ます。
• ト ラバース数 ： 2 を選択し ます。
• 必要な設置距離を読み取 り ます ：

- ワ イヤの長さ ： __________
- センサ距離 ： __________

その後の手順

設置距離を決定し た ら、 センサを取 り 付ける こ と ができ ます。

• プロ ソ ニ ッ ク フ ロー P （15 ～ 65 A） → 37 ページ
• プロ ソ ニ ッ ク フ ロー P （50 ～ 4000 A） → 37 ページ
• プロ ソ ニ ッ ク フ ロー W → 41 ページ
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3.7 組立準備

センサの固定方法は、 配管の呼び口径と センサのタ イプによ って異な り ます。 センサのタ イプ
に応じ て、 後で取 り 外すこ と ができ る よ う に締付けバン ド またはねじでセンサを固定するか、
溶接ス タ ッ ド または溶接留め具でセンサを定位置に恒久的に固定するか、 選択する こ と ができ
ます。

各種センサ固定方法の概要 ：

3.7.1 U ボル ト によるセンサホルダの取付

呼び口径 ≤ 32 A の配管に取 り 付ける場合

センサ ： プロ ソ ニ ッ ク フ ロー 93P （15 ～ 65 A）

手順

1. センサホルダから センサを取 り 外し ます。

2. センサホルダを配管上に配置し ます。

3. センサホルダに U ボル ト を通し、 U ボル ト に潤滑剤を少量塗布し ます。

4. U ボル ト にナッ ト をねじ込みます。

5. ホルダを適切な位置に載せ、 ナッ ト を均等に締め付けます。

#    危険 ! 

プラ スチッ ク配管やガ ラ ス配管では、U ボル ト のナッ ト を締め付けすぎ る と損傷する可能性
があ り ます。 プラ スチッ ク配管やガ ラ ス配管で作業する場合は、金属製の半割管をセンサの
反対側に使用する よ う お勧めし ます。

A0011524

図 19 ： U ボル ト によるプロ ソニ ッ ク フ ロー P センサホルダ （15 ～ 65 A） の取付

プロ ソ ニ ッ ク

フ ロー

計測レ ンジ 配管の呼び口径 固定方法

93P 15 ～ 65 A 呼び口径 ≤ 32 A （≤ 1 ¼"） U ボル ト によ るセンサホルダ → P. 28

呼び口径 >  32 A （> 1 ¼"） 締付けバン ド によ るセンサホルダ → P. 29

93P 50 ～ 4000 A 呼び口径 ≤ 200 A （≤ 8"） 締付けバン ド （中サイ ズの呼び口径） → P. 30

溶接ス タ ッ ド → P. 32

呼び口径 > 200 A （> 8"） 締付けバン ド （大サイ ズの呼び口径） → P. 31

溶接ス タ ッ ド → P. 32

93W 50 ～ 4000 A 呼び口径 ≤200 A （≤ 8"） 締付けバン ド （中サイ ズの呼び口径） → P. 30

溶接ス タ ッ ド → P. 32

呼び口径 > 200 A （> 8"） 締付けバン ド （大サイ ズの呼び口径） → P. 31

溶接ス タ ッ ド → P. 29
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3.7.2 締付けバン ド によるセンサホルダの取付

呼び口径 > 32 A の配管に取 り 付ける場合

センサ ：

• プロ ソ ニ ッ ク フ ロー 93P （15 ～ 65 A）

手順

1. センサホルダから センサを取 り 外し ます。

2. センサホルダを配管に配置し ます。

3. センサホルダ と配管の周 り に、 締付けバン ド をねじ ら ないよ う に巻き付けます。

4. 締付けバン ド を締付けバン ド ロ ッ ク に通し ます （バン ドねじは押し上げる）。

5. 締付けバン ド を手ででき るだけ し っか り 締め付けます。

6. センサホルダを適切な位置に載せます。

7. バン ドねじ を押し下げ、 締付けバン ド をずれないよ う に締め付けます。

8. 必要に応じ て、 締付けバン ド を短 く 切断し、 切 り 口を整えます。

#    危険 ! 

けがに注意！ 端部が鋭 く と がった状態にな ら ないよ う に、 締付けバン ド を短 く 切断し た後
に、 切 り 口を整えて く ださい。

A0011525

図 20 ： センサホルダの配置と締付けバン ドの取付

A0011526

図 21 ： 締付けバン ドのバン ドねじの締め付け
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3.7.3 締付けバン ドの事前取付 （50 ～ 200 A）

呼び口径 ≤ 200 A の配管に取 り 付ける場合

センサ ：

• 93 プロ ソ ニ ッ ク フ ロー 93P （50 ～ 4000 A）
• プロ ソ ニ ッ ク フ ロー 93W

手順

1 本目の締付けバン ド

1. 取付ボル ト を締付けバン ド で取 り 付けます。

2. 配管の周 り に、 締付けバン ド をねじ ら ないよ う に巻き付けます。

3. 締付けバン ド を締付けバン ド ロ ッ ク に通し ます （バン ドねじは押し上げる）。

4. 締付けバン ド を手ででき るだけ し っか り 締め付けます。

5. 締付けバン ド を必要な位置に載せます。

6. バン ドねじ を押し下げ、 締付けバン ド をずれないよ う に締め付けます。

2 本目の締付けバン ド

7. 本目の締付けバン ド と同様に進めます （ステ ッ プ 1 ～ 7）。 2 本目の締付けバン ド を、 最終
的な取付を行 う ために軽 く 締め付けておき ます。 締付けバン ド は、 最終的な位置合わせの
ために動かすこ と ができ る必要があ り ます。

両方の締付けバン ド

8. 必要に応じ て、 締付けバン ド を短 く 切断し、 切 り 口を整えます。

#    危険 ! 

けがに注意！ 端部が鋭 く と がった状態にな ら ないよ う に、 締付けバン ド を短 く 切断し た後
に、 切 り 口を整えて く ださい。

A0001109

図 22 ： 締付けバン ドの事前取付 （呼び口径 ≤ 200）

1 取付ボル ト

2 締付けバン ド

3 バン ドねじ

1

2

3
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3.7.4 締付けバン ドの事前取付 （200 ～ 4000 A）

呼び口径 > 200 A の配管に取 り 付ける場合

センサ ：

• 93 プロ ソ ニ ッ ク フ ロー 93P （50 ～ 4000 A）
• プロ ソ ニ ッ ク フ ロー 93W

手順

1. 配管の円周を計測し ます。

2. 締付けバン ド を一定の長さ （配管の周長 + 10 cm） に切断し、 切 り 口を整えます。

#    危険 ! 

けがに注意！ 端部が鋭 く と がった状態にな ら ないよ う に、 締付けバン ド を短 く 切断し た後
に、 切 り 口を整えて く ださい。

1 本目の締付けバン ド

3. セン タ リ ングプレー ト と取付ボル ト を、 締付けバン ド で取 り 付けます。

4. 配管の周 り に、 締付けバン ド をねじ ら ないよ う に巻き付けます。

5. 締付けバン ド を締付けバン ド ロ ッ ク に通し ます （バン ドねじは押し上げる）。

6. 締付けバン ド を手ででき るだけ し っか り 締め付けます。

7. 締付けバン ド を必要な位置に載せます。

8. バン ドねじ を押し下げ、 締付けバン ド をずれないよ う に締め付けます。

2 本目の締付けバン ド

9. 本目の締付けバン ド と同様に進めます （ステ ッ プ 3 ～ 8）。 2 本目の締付けバン ド を、 最終
的な取付を行 う ために軽 く 締め付けておき ます。 締付けバン ド は、 最終的な位置合わせを
する ために動かすこ と ができ る必要があ り ます。

A0001110

図 23 ： 締付けバン ドの事前取付 （呼び口径 > 200）

1 取付ボル ト 付きのセン タ リ ングプレー ト

2 締付けバン ド

3 バン ドねじ

1

2

3
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3.7.5 溶接ス タ ッ ドの取付

呼び口径 50 ～ 4000 A の配管に取 り 付ける場合

センサ ：

• 93 プロ ソ ニ ッ ク フ ロー 93P （50 ～ 4000 A）
• プロ ソ ニ ッ ク フ ロー 93W

手順

溶接ス タ ッ ド は、 締付けバン ド で取 り 付ける取付ボル ト と同じ設置距離に固定する必要があ り
ます。 以下のセ ク シ ョ ンで、 取付タ イプ と計測方法に応じ た取付ボル ト の位置合わせ方法につ
いて説明し ます。

• プロ ソ ニ ッ ク フ ロー P （50 ～ 4000 A）、 ク ラ ンプオン
-  1 ト ラバースで計測する場合の取付→ 35 ページ
-  2 ト ラバースで計測する場合の取付→ 37 ページ

• プロ ソ ニ ッ ク フ ロー W、 ク ラ ンプオン
-  1 ト ラバースで計測する場合の取付→ 39 ページ
-  2 ト ラバースで計測する場合の取付→ 41 ページ

センサホルダは、 ISO メ ー ト ルねじ M6 の止めナッ ト で固定し ます （標準品）。

他のねじ を使用し てセンサホルダを固定し たい場合は、 着脱可能な止めナッ ト 付きのセンサホル
ダを使用し て く ださい （オーダーコード ： 93WAx - xBxxxxxxxxxx）。

A0001111

図 24 ： 溶接ス タ ッ ドの使用

1 溶接部

2 止めナ ッ ト

3 最大穴径 8.7 mm

M6

5
0

1

2

31
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3.8 プロ ソニ ッ ク フ ロー P （15 ～ 65 A） の取付

3.8.1 センサの取付

前提条件

• 設置距離 （センサ距離） が分かっている こ と→ 17 ページ。
• センサホルダが取付済みであ る こ と→ 28 ページ。

部材

取付には、 以下の部材が必要です。

• センサ （アダプタ ケーブル含む）
• 変換器に接続する ための接続ケーブル
• センサ と配管の間に塗る カ ッ プ リ ング剤

手順

1. 決定し たセンサ距離値に従って、 センサ間の距離を固定し ます。
センサを少し押し下げて、 移動させます。

A0011529

図 25 ： 決定し たセンサ距離値に従ってセンサ間の距離を固定

a センサ距離

b センサの接触表面

2. センサの接触表面をカ ッ プ リ ング剤で均一にコーテ ィ ング し ます （厚さ約 0.5 ～ 1 mm）。

3. センサホルダにセンサハウジングを取 り 付けます。

A0011527

図 26 ： センサハウジングの取付

a

b
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4. センサハウジングをブラ ケ ッ ト で固定し ます。

!    注意 ! 

- 必要に応じ て、 ホルダ と センサハウジングを、 ねじ / ナッ ト またはシール （付属品外）
で固定する こ と ができ ます。

- ブラ ケ ッ ト を取 り 外す場合は、 補助工具を使用する必要があ り ます。

A0011528

図 27 ： センサハウジングの固定

5. 接続ケーブルをアダプタ ケーブルに接続し ます。

これで取付手順が完了し ます。 この接続ケーブルを介し て、 センサを変換器に接続する こ と が
でき ます→ 50 ページ。
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3.9 プロ ソニ ッ ク フ ロー P、 50 ～ 4000 A （ク ラ ンプオン） の取付

3.9.1  1 ト ラバースで計測する場合の取付

前提条件

• 設置距離 （センサ距離と ワ イヤの長さ） が分かっている こ と→ 17 ページ。
• 締付けバン ド が取付済みであ る こ と→ 28 ページ。

部材

取付には、 以下の部材が必要です。

• 締付けバン ド 2 本 （必要な場合、 取付ボル ト およびセン タ リ ングプレー ト を含む）
（取付済みであ る こ と→ 28 ページ）

• 測長用ワ イヤ 2 本 （締付けバン ド を位置決めするためのワ イヤ ラ グ と固定具をそれぞれ備え
る）

• センサホルダ 2 個
• センサ と配管の間に塗る カ ッ プ リ ング剤
• センサ 2 個 （接続ケーブル含む）

手順

1. 測長用ワ イヤ 2 本を準備し ます。
- ワ イヤ ラ グ と固定具を、 その離間距離がワ イヤの長さ （SL） と一致する よ う に並べます。
- 固定具を測長用ワ イヤにねじ止めし ます。

A0001112

図 28 ： ワイヤの長さ （SL） に相当する距離にある固定具 （a） とワイヤラグ （b）

2. 1 本目の測長用ワ イヤ ：

- 固定されている方の締付けバン ド の取付ボル ト を用いて、 固定具を取 り 付けます。
- 測長用ワ イヤを配管の周 り に時計回り に通し ます。
- 動かせる方の締付けバン ド の取付ボル ト を用いて、 ワ イヤ ラ グを取 り 付けます。

3. 2 本目の測長用ワ イヤ ：

- 固定されている方の締付けバン ド の取付ボル ト を用いて、 ワ イヤ ラ グを取 り 付けます。
- 測長用ワ イヤを配管の周 り に反時計回り に通し ます。
- 動かせる方の締付けバン ド の取付ボル ト を用いて、 固定具を取 り 付けます。

4. 動かせる方の締付けバン ド （と取付ボル ト ） をつかみ、 両方の測長用ワ イヤに均等に張力
がかかる まで位置を動かし、 締付けバン ド をずれないよ う に締め付けます。

A0001113

図 29 ： 締付けバン ドの配置 （ステ ッ プ 2 ～ 4）
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5. 測長用ワ イヤ固定具のねじ を緩め、 測長用ワ イヤを取付ボル ト から取 り 外し ます。

6. センサホルダを各取付ボル ト を用いて取 り 付け、 止めナッ ト でし っか り 締め付けます。

A0001114

図 30 ： センサホルダの取付

7. センサの接触表面を、 溝から中心を通 り 反対側の縁まで、 カ ッ プ リ ング剤で均一にコー
テ ィ ング し ます （厚さ約  1 mm）。

A0011373

図 31 ： センサの接触表面を カ ッ プ リ ング剤で コーテ ィ ングする

8. センサをセンサホルダに挿入し ます。

9. センサカバーをセンサホルダに取 り 付け、 以下の位置まで回し ます。

- センサカバーがカチ ッ と かみ合 う 。
- 矢印 （Å / Æ " 閉 "） が互いに向き合 う まで。

10. 接続ケーブルを個々のセンサにねじ込みます。

A0001115

図 32 ： センサの取付と、 接続ケーブル接続

これで取付手順が完了し ます。 この接続ケーブルを介し て、 センサを変換器に接続する こ と が
でき ます→ 50 ページ。
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3.9.2  2 ト ラバースで計測する場合の取付

前提条件

• 設置距離 （センサの位置） が分かっている こ と→ 17 ページ。
• 締付けバン ド が取付済みであ る こ と→ 28 ページ。

部材

取付には、 以下の部材が必要です。

• 締付けバン ド 2 本 （必要な場合、 取付ボル ト およびセン タ リ ングプレー ト を含む）
（取付済みであ る こ と→ 28 ページ）

• 締付けバン ド を配置する ための取付レール 1 本
• 取付レール留め具 2 個
• センサホルダ 2 個
• センサ と配管の間に塗る カ ッ プ リ ング剤
• センサ 2 個 （接続ケーブル含む）

取付レールと " ｾﾝｻ ﾉ ｲﾁ " 設置距離

取付レールには孔の列が 2 列あ り ます。 一方の列の孔には文字が示され、 も う 一方の列の孔に
は数字が示されています。 決定された " ｾﾝｻ ﾉ ｲﾁ " 設置距離値は、 文字と数値で構成されます。

これらの文字と数値で示された孔を、 締付けバン ド の位置決めに使用し ます。

手順

1. 取付レールを利用し て締付けバン ド を位置決めし ます。

- 取付レールを、その " ｾﾝｻ ﾉ ｲﾁ " から読み取った文字が示されている孔に、定位置に固定
されている方の締付けバン ド の取付ボル ト を通し て、 ス ラ イ ド させます。

- 動かせる方の締付けバン ド の位置を決め、取付レールを、その " ｾﾝｻ ﾉ ｲﾁ " からから読み
取った数字が示されている孔に、 取付ボル ト を通し てス ラ イ ド させます。

A0001116

図 33 ： 取付レールに基づいた距離の決定 （ｾﾝｻ ﾉ ｲﾁ G22）

2. 締付けバン ド をずれないよ う に締め付けます。

3. 取付レールを取付ボル ト から取 り 外し ます。

4. センサホルダを各取付ボル ト を用いて取 り 付け、 止めナッ ト でし っか り 締め付けます。

5. 取付レールの留め具をセンサホルダにねじ止めし ます。

6. 取付レールをセンサホルダにねじ止めし ます。

G

22
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A0001156

図 34 ： センサホルダ と取付レールの取付

7. センサの接触表面を、 溝から中心を通 り 反対側の縁まで、 カ ッ プ リ ング剤で均一にコー
テ ィ ング し ます （厚さ約  1 mm）。

A0011373

図 35 ： センサの接触表面を カ ッ プ リ ング剤で コーテ ィ ングする

8. センサをセンサホルダに挿入し ます。

9. センサカバーをセンサホルダに取 り 付け、 以下の位置まで回し ます。

- センサカバーがカチ ッ と かみ合 う 。
- 矢印 （Å / Æ " 閉 "） が互いに向き合 う まで。

10. 接続ケーブルを個々のセンサにねじ込みます。

A0001112

図 36 ： センサの取付と、 接続ケーブル接続

これで取付手順が完了し ます。 この接続ケーブルを介し て、 センサを変換器に接続する こ と が
でき ます→ 50 ページ。
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3.10 プロ ソニ ッ ク フ ロー W （ク ラ ンプオン） の取付

3.10.1  1 ト ラバースで計測する場合の取付

前提条件

• 設置距離 （センサ距離と ワ イヤの長さ） が分かっている こ と→ 17 ページ。
• 締付けバン ド が取付済みであ る こ と→ 28 ページ。

部材

取付には、 以下の部材が必要です。

• 締付けバン ド 2 本 （必要な場合、 取付ボル ト およびセン タ リ ングプレー ト を含む）
（取付済みであ る こ と→ 28 ページ）

• 測長用ワ イヤ 2 本 （締付けバン ド を位置決めするためのワ イヤ ラ グ と固定具をそれぞれ備え
る）

• センサホルダ 2 個
• センサ と配管の間に塗る音波接続用カ ッ プ リ ング剤
• センサ 2 個 （接続ケーブル含む）

手順

1. 測長用ワ イヤ 2 本を準備し ます。

- ワ イヤ ラ グ と固定具を、 その離間距離がワ イヤの長さ （SL） と一致する よ う に並べます。
- 固定具を測長用ワ イヤにねじ止めし ます。

A0001112

図 37 ： ワイヤの長さ （SL） に相当する距離にある固定具 （a） とワイヤラグ （b）

2. 1 本目の測長用ワ イヤ ：

- 固定されている方の締付けバン ド の取付ボル ト を用いて、 固定具を取 り 付けます。
- 測長用ワ イヤを配管の周 り に時計回り に通し ます。
- 動かせる方の締付けバン ド の取付ボル ト を用いて、 ワ イヤ ラ グを取 り 付けます。

3. 2 本目の測長用ワ イヤ ：

- 固定されている方の締付けバン ド の取付ボル ト を用いて、 ワ イヤ ラ グを取 り 付けます。
- 測長用ワ イヤを配管の周 り に反時計回り に通し ます。
- 動かせる方の締付けバン ド の取付ボル ト を用いて、 固定具を取 り 付けます。

4. 動かせる方の締付けバン ド （と取付ボル ト ） をつかみ、 両方の測長用ワ イヤに均等に張力
がかかる まで位置を動かし、 締付けバン ド をずれないよ う に締め付けます。

A0001113

図 38 ： 締付けバン ドの配置 （ステ ッ プ 2 ～ 4）
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5. 測長用ワ イヤ上の固定具のねじ を緩め、 測長用ワ イヤを取付ボル ト から取 り 外し ます。

6. センサホルダを各取付ボル ト を用いて取 り 付け、 止めナッ ト でし っか り 締め付けます。

A0001114

図 39 ： センサホルダの取付

7. センサの接触表面を、 溝から中心を通 り 反対側の縁まで、 カ ッ プ リ ング剤で均一にコー
テ ィ ング し ます （厚さ約  1 mm）。

A0011373

図 40 ： センサの接触表面を カ ッ プ リ ング剤で コーテ ィ ングする

8. センサをセンサホルダに挿入し ます。

9. センサカバーをセンサホルダに取 り 付け、 以下の位置まで回し ます。

- センサカバーがカチ ッ と かみ合 う 。
- 矢印 （Å / Æ " 閉 "） が互いに向き合 う まで。

10. 接続ケーブルを個々のセンサにねじ込みます。

A0001115

図 41 ： センサの取付と、 接続ケーブル接続

これで取付手順が完了し ます。 この接続ケーブルを介し て、 センサを変換器に接続する こ と が
でき ます→ 50 ページ。



プロ ラ イ ン プロ ソニ ッ ク フ ロー 93 設置

エン ド レスハウザー ジャパン 41

3.10.2  2 ト ラバースで計測する場合の取付

前提条件

• 設置距離 （センサの位置） が分かっている こ と→ 17 ページ。
• 締付けバン ド が取付済みであ る こ と→ 28 ページ。

部材

取付には、 以下の部材が必要です。

• 締付けバン ド 2 本 （必要な場合、 取付ボル ト およびセン タ リ ングプレー ト を含む）
（取付済みであ る こ と→ 28 ページ）

• 締付けバン ド を配置する ための取付レール 1 本
• 取付レール留め具 2 個
• センサホルダ 2 個
• センサ と配管の間に塗る音波接続用カ ッ プ リ ング剤
• センサ 2 個 （接続ケーブル含む）

取付レールと " ｾﾝｻ ﾉ ｲﾁ " 設置距離

取付レールには孔の列が 2 列あ り ます。 一方の列の孔には文字が示され、 も う 一方の列の孔に
は数字が示されています。 決定された " ｾﾝｻ ﾉ ｲﾁ " 設置距離値は、 文字と数値で構成されます。

特定の文字と数値で示された孔を、 締付けバン ド の位置決めに使用し ます。

手順

1. 取付レールを利用し て締付けバン ド を位置決めし ます。

- 取付レールを、その " ｾﾝｻ ﾉ ｲﾁ " から読み取った文字が示されている孔に、定位置に固定
されている方の締付けバン ド の取付ボル ト を通し て、 ス ラ イ ド させます。

-  動かせる方の締付けバン ド の位置を決め、 取付レールを、 その " ｾﾝｻ ﾉ ｲﾁ " からから読
み取った数字が示されている孔に、 取付ボル ト を通し てス ラ イ ド させます。

A0001116

図 42 ： 取付レールに基づいた距離の決定 （例えば、 ｾﾝｻ ﾉ ｲﾁ G22）

2. 締付けバン ド をずれないよ う に締め付けます。

3. 取付レールを取付ボル ト から取 り 外し ます。

4. センサホルダを各取付ボル ト を用いて取 り 付け、 止めナッ ト でし っか り 締め付けます。

G

22
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A0001117

図 43 ： センサの取付

5. センサの接触表面を、 溝から中心を通 り 反対側の縁まで、 カ ッ プ リ ング剤で均一にコー
テ ィ ング し ます （厚さ約  1 mm）。

A0011373

図 44 ： センサの接触表面を カ ッ プ リ ング剤で コーテ ィ ングする

6. センサをセンサホルダに挿入し ます。

7. センサカバーをセンサホルダに取 り 付け、 以下の位置まで回し ます。

- センサカバーがカチ ッ と かみ合 う 。
- 矢印 （Å / Æ " 閉 "） が互いに向き合 う まで。

8. 接続ケーブルを個々のセンサにねじ込みます。

A0011376

図 45 ： 接続ケーブルの接続

これで取付手順が完了し ます。 この接続ケーブルを介し て、 センサを変換器に接続する こ と が
でき ます→ 50 ページ。
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3.11 音速測定センサ DDU18 の取付 

1. 締付けバン ド の事前取付 ：

- 呼び口径 ≤ 200 A → 30 ページ
- 呼び口径 > 200 A → 31 ページ
2 本の取付ボル ト を、 管の両側に向かい合って配置する必要があ り ます。

2. センサホルダを各取付ボル ト を用いて取 り 付け、 止めナッ ト でし っか り 締め付けます。

3. センサの接触表面を、 溝から中心を通 り 反対側の縁まで、 カ ッ プ リ ング剤で均一にコー
テ ィ ング し ます （厚さ約  1 mm）。

4. センサをセンサホルダに挿入し ます。

5. センサカバーをセンサホルダに取 り 付け、 以下の位置まで回し ます。

- センサカバーがカチ ッ と かみ合 う 。
- 矢印 （Å / Æ " 閉 "） が互いに向き合 う まで。

6. 接続ケーブルを個々のセンサにねじ込みます。

A0001171

図 46 ： ステ ッ プ 1 ～ 5、 音速計測センサの取付
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3.12 管厚センサ DDU19 の取付 

3.12.1 バージ ョ ン 1

1. 締付けバン ド の事前取付 ：

- 呼び口径 ≤ 200 A → 30 ページ
- 呼び口径 > 200 A → 31 ページ
2 本の取付ボル ト を、 管の両側に向かい合って配置する必要があ り ます。

2. センサホルダを各取付ボル ト を用いて取 り 付け、 止めナッ ト でし っか り 締め付けます。

3. センサの接触表面を、 溝から中心を通 り 反対側の縁まで、 カ ッ プ リ ング剤で均一にコー
テ ィ ング し ます （厚さ約  1 mm）。

4. センサをセンサホルダに挿入し ます。

5. センサカバーをセンサホルダに取 り 付け、 以下の位置まで回し ます。

- センサカバーがカチ ッ と かみ合 う 。
- 矢印 （Å / Æ " 閉 "） が互いに向き合 う まで。

6. 接続ケーブルをセンサの接続部にねじ込みます。

7. 管厚を決定し た後、 管厚センサ DDU19 を適切な流量センサ と置き換えます。

! 注意 ! 
カ ッ プ リ ング剤を新たに塗った流量センサを挿入する前に、 結合部の汚れを よ く 取 り 除いて く
ださい。

3.12.2 バージ ョ ン 2

このバージ ョ ンが適し ているのは、 変換器が計測ポイ ン ト から手の届 く 範囲内にあ る場合のみ
です。

1. センサの接触表面を、 溝から中心を通 り 反対側の縁まで、 カ ッ プ リ ング剤で均一にコー
テ ィ ング し ます （厚さ約  1 mm）。

2. センサを計測する管に対し て垂直に手で保持し ます。 も う 一方の手で、 本機器を操作し ま
す。

A0008665

図 47 ： 管厚計測センサの取付



プロ ラ イ ン プロ ソニ ッ ク フ ロー 93 設置

エン ド レスハウザー ジャパン 45

3.13 ウォールマウン ト ハウジングの取付

ウ ォールマウ ン ト ハウジングの設置方法には、 以下の方法があ り ます。

• 壁への直付
• パネルへの取付 （別個の取付キ ッ ト 使用、 付属品を参照） → 90 ページ
• パイプへの取付 （別個の取付キ ッ ト 使用、 付属品を参照） → 90 ページ

" 警告 ! 
• 取付位置で、 許容動作温度範囲 （-20 ～ +60 ℃） を超えないよ う にし て く ださい。

本製品は日陰に設置し て く ださい。 直射日光は避けて設置し て く ださ い。
• ウ ォールマウ ン ト 型変換器は、 ケーブル接続口が下方を向 く よ う に設置し て く ださ い。

3.13.1 壁への直付

1. ド リ ルで穴を開けます→ 45 ページ。

2. 端子部カバー （a） を取 り 外し ます。

3. 止めネジ （b） をハウジングの穴 （c） に押し込みます。

- 止めネジ （M6） ： 最大 φ6.5 mm
- ネジ頭 ： 最大 φ10.5 mm

4. 変換器を壁に固定し ます。

5. 端子カバー （a） をハウジングに取 り 付けます。

A0001130ae

図 48 ： 壁への直付
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3.13.2 パネル取付

1. パネルに、 開口部を設けます （→図 49）。

2. ハウジングを制御盤内に前面から挿入し ます。

3. ウ ォールマウ ン ト ハウジングに留め具を取付けます。

4. ネジ ロ ッ ド を留め具にねじ込み、 ハウジングがパネルにし っか り 固定される まで締めます。
対と なるナッ ト を締めます。 他の支えは必要あ り ません。

A0001131ae

図 49 ： パネルへの取付 （ウォールマウン ト ハウジング）

3.13.3 パイプへの取付

取付は、 46 ページの指示に従って行います。

" 警告 ! 
パイプの温度が高い場合は、 ハウ ジング温度が最大許容温度 +60 ℃ を超えないよ う にご注意 く
ださい。

A0001132ae

図 50 ： パイプへの取付 （ウォールマウン ト ハウジング）
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3.14 設置状況の確認

本機器を設置し た ら、 次の事項を確認し ます。

機器状況と仕様 注記

機器にダ メ ージはないですか （外観検査） ？ -

機器が、 プロセス温度、 周囲温度、 温度範囲など を含め、 計測個所での 

仕様と 一致し ていますか？

→ 111 ページ

設置 注記

計測ポ イ ン ト と それに対応する銘板は正しいですか （外観検査） ？ -

プロセス環境 / プロセス条件 注記

上流側 / 下流側直管長を遵守し ていますか？ → 13 ページ

変換器が、 湿気あ るいは直射日光から保護されていますか？ -
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4 配線

# 危険 ! 
海外防爆機器の配線に関し ては、 " 防爆補足説明書 " （英文） があ り ますので、 ご不明な点は、
最寄の弊社営業所にお問い合わせ く ださい。

4.1 センサ / 変換器接続ケーブル

# 危険 ! 
• 感電の危険性があ り ます。 本機器を開ける前に電源を切って く ださ い。 電源に接続されてい

る間は、 本機器の設置あ るいは配線を行わないで く ださ い。 こ の予防措置を怠る と、 電子部
品が損傷し て修理でき な く なる可能性があ り ます。

• 感電の危険性があ り ます。 電源を投入する前に、 ハウジングの接地端子に保護導線を接続し
て く ださい。

! 注意 ! 
正確な計測結果を確保するために、 ケーブルは、 電気機器およびス イ ッチ類から離し て配線し
て く ださい。

4.1.1 プロ ソニ ッ ク フ ロー W、 P （50 ～ 4000 A） の接続

手順→ 49 ページ

1. 端子部カバー （a） を取 り 外し て く ださい。

2. 電線管接続口 （b） から ダ ミ ーカバーを取 り 外し ます。

3. チャ ンネル 1 の 2 本の接続ケーブル （c） をケーブルグ ラ ン ド （d） に通し ます。

4. チャ ンネル 1 の 2 本の接続ケーブルを電線管接続口 （b） から変換器の端子部の中に通し ま
す。

5. 2 本の接続ケーブルのケーブル保持ス リ ーブ （e） を、 接地端子 （f） の位置に配置し ます
（詳細図 B）。

6. 接地端子 （f） を下ろ し て、 2 つのケーブル保持ス リ ーブ （e） を し っか り 固定し ます。

7. 接地端子 （f） をねじで締め付けます。

!    注意 ! 

プロ ソ ニ ッ ク フ ロー P の 15 ～ 65 A は、 ケーブルグ ラ ン ド を経由し て接地されます 
→ 49 ページ。

8. 接続ケーブルを接続し ます ：

- チャ ンネル 1 上流側 = 1
- チャ ンネル 1 下流側 = 2
- チャ ンネル 2 上流側 = 3
- チャ ンネル 2 下流側 = 4

9. ゴムシール （g） をサイ ド ス リ ッ ト に沿って、 適当な工具 （ド ラ イバーなど） で広げ、 接続
ケーブルを両方と も定位置に固定し ます。

10. ゴムシール （g） を電線管接続口 （b） の中に押し上げます。

11. ケーブルグ ラ ン ド （d） を締め付けます。

12. 端子部にカバー （a） を端子部にに嵌め、 ねじで締め付けます。

!    注意 ! 

変換器に後で直配線する （電源、 信号ケーブル） 場合は、 端子部を組み立て る必要はあ り
ません。
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A0008654

図 51 ： センサ / 変換器用接続ケーブルの接続 （電線管接続口 1 個につき接続ケーブル 2 本用の

ケーブルグラ ン ド を使用）

A 図 A

B 詳細図 B

1 センサケーブルコネ ク タ、 チャ ンネル 1 上流側

2 センサケーブルコネ ク タ、 チャ ンネル 1 下流側

3 センサケーブルコネ ク タ、 チャ ンネル 2 上流側

4 センサケーブルコネ ク タ、 チャ ンネル 2 下流側

a 端子部カバー

b 電線管接続口

c 接続ケーブル

d ケーブルグ ラ ン ド

e ケーブル保持ス リ ーブ

f 接地端子 （プロ ソ ニ ッ ク フ ロー P の 50 ～ 4000 A のみ、 プロ ソ ニ ッ ク フ ロー P の 15 ～ 65 A の接地に

ついては、 次のセ ク シ ョ ンを参照）

g ゴムシール

4.1.2 プロ ソニ ッ ク フ ロー P （15 ～ 65 A） の接地

プロ ソ ニ ッ ク フ ロー P の 15 ～ 65 A は、 ケーブルグ ラ ン ド を経由し て接地されます。

手順

1. 接続ケーブルをケーブルグ ラ ン ド に通し ます。

2. 熱収縮チューブの端がケーブルグ ラ ン ド の縁の と こ ろになる よ う に （接続ケーブルの被覆
を取 り 除いた部分が適切な位置にあ る よ う に）、 接続ケーブルを配置し ます。

3. ケーブルグ ラ ン ド のナッ ト を締め付けます （ケーブルグ ラ ン ド内で接続ケーブルのシール
ド にピンがねじ込まれ、 接地が確立されます）。

A
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4.1.3 接続ケーブルのケーブル仕様

接続ケーブルは、 必ずエン ド レ スハウザー社の品を使用し て く ださい。

接続ケーブルは各種長さが用意されています。 → 90 ページ

ケーブル仕様については、 107 ページを参照し て く ださい。

電磁波障害が強い領域での動作

本機器は、EN 61010、EN 61326/A1 の EMC 指令 および NAMUR 推奨基準 NE 21 に従 う 一般安全
要件に準拠し ています。

4.2 機器の配線

4.2.1 変換器の配線

# 危険 ! 
• 感電の危険性があ り ます。 本機器を開ける前に電源を切って く ださ い。 電源に接続されてい

る間は、 本機器の設置あ るいは配線を行わないで く ださ い。 こ の予防措置を怠る と、 電子部
品が損傷し て修理でき な く なる可能性があ り ます。

• 感電の危険性があ り ます。 電源を投入する前に、 ハウジングの接地端子に保護導線を接続し
て く ださい （絶縁型の電源には不要）。

• 銘板の仕様と現場の供給電圧および周波数を確認し て く ださ い。 電気機器の設置に関し ては
国内の規則にも従って く ださい。

1. 変換器ハウジングから端子部カバー （f） を取 り 外し て く ださ い。

2. 電源ケーブル （a） と信号ケーブル （b） を適切な電線管接続口を通し て配線し て く ださい。

3. 本機器に配線し ます ：

- 配線図 （ウ ォールマウ ン ト ハウジング） → 50 ページ
- 端子の割当て→ 51 ページ

4. 端子部カバー （f） を変換器ハウジングに締め付けて く ださ い。

A0001135

図 52 ： 変換器の配線 （ウォールマウン ト ハウジング）。 ケーブル断面積 ： 最大 2.5 mm2

a 電源ケーブル ： AC 85 ～ 260 V、 AC 20 ～ 55 V、 DC 16 ～ 62 V

端子番号 1 ： L1 （AC）、 L+ （DC）

端子番号 2 ： N （AC）、 L- （DC）

b 信号ケーブル ： 端子番号 20 ～ 27 → 51 ページ

c 電源線用接地端子

d 信号ケーブルのシール ド線用接地端子

e サービ ス イ ン ターフ ェ イ ス FXA193 （FieldCare） 接続用サービ ス コネ ク タ

f 端子部カバー
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4.2.2 端子の割当て

通信基板の入 / 出力は、 ご注文の内容に応じ て、 固定的に割当て る こ と も （固定型）、 割当て可
変にする こ と も （選択型） でき ます （表参照）。 故障し たモジュールや要交換モジュールの交換
部品は、 ア ク セサ リ と し て注文する こ と ができ ます。

仕様コード 端子番号（入力 / 出力）

20（+）/ 21（-） 22（+）/ 23（-） 24（+）/ 25（-） 26（+）/ 27（-）

固定型通信基板 （固定）

93***_***********A - - 周波数出力
電流出力

HART

93***_***********B リ レー出力 リ レー出力 周波数出力
電流出力

HART

選択型入出力基板

93***_***********C リ レー出力 リ レー出力 周波数出力
電流出力

HART

93***_***********4 周波数出力 周波数出力 電流出力
電流出力

HART

93***_***********D ステータ ス入力 リ レー出力 周波数出力
電流出力

HART

93***_***********6 リ レー出力 リ レー出力 電流出力
電流出力

HART

93***_***********L ステータ ス入力 リ レー出力 リ レー出力
電流出力

HART

93***_***********M ステータ ス入力 周波数出力 周波数出力 電流出力

HART

93***_***********W リ レー出力 電流出力
電流出力 電流出力

HART

93***_***********2 リ レー出力 電流出力
周波数出力 電流出力

HART
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4.2.3 HART 接続

HART 通信への接続方法は以下の 2 通 り です。

• 端子 26、 27 に直接接続する方法
• 4 ～ 20 mA 出力回路を使用し て接続する方法

! 注意 ! 
• 計測回路の負荷は 250 Ω 以上必要です。
• 基本設定後、 以下の設定を行います。

- " ｼｭﾂﾘｮｸ ﾃﾞﾝﾘｭｳ ﾊﾝｲ " 機能 → "4 ～ 20 mA HART" または "4 ～ 20 mA （25 mA） HART"
- HART 上書き禁止をオンにする→ 85 ページ。

HART ハン ド ヘルド コ ミ ュニケーターの接続

HART Communication Foundation 発行の資料、特に HCF LIT 20："HART 技術概要 " も参照し て く
ださい。

A0001136

図 53 ： HART ハン ド ヘルド コ ミ ュニケーターへの電気配線

1 HART ハン ドヘル ド コ ミ ュ ニケーター

2 電源

3 シール ド

4 追加のス イ ッ チングユニ ッ ト または パッ シブ入力を備え る PLC

パソコン（PC）の接続

操作ソ フ ト ウ ェア （例えば "FieldCare"） 搭載の PC を接続するには、 HART モデム （例えば、
" コ ミ ュボ ッ ク ス FXA191" など） が必要です。

HART Communication Foundation 発行の資料、特に HCF LIT 20："HART 技術概要 " も参照し て く
ださい。

A0001137

図 54 ： 操作ソ フ ト ウ ェ ア搭載の PC の電気配線

1 操作ソ フ ト ウ ェ ア搭載の PC 

2 電源

3 シール ド

4 追加のス イ ッ チングユニ ッ ト または パッ シブ入力を備え る PLC

5 HART モデム （例えばコ ミ ュボ ッ ク ス FXA191 など）
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4.3 電位平衡

電位平衡の処置は、 特に行 う 必要はあ り ません。

! 注意 ! 
防爆領域で使用する機器は、 防爆補足説明書の指示に従って く ださい。

4.4 保護等級

変換器 （ウォールマウン ト ハウジング）

変換器は、 IP 67 の要件をすべて満た し ています。

IP 67 を維持する ために、 現場での設置または メ ンテナン スの後は、 必ず以下の点を確認し て く
ださい。

• ハウジングの溝にはめ込むシールに汚れ と傷がないこ と。 必要に応じ て、 シールの乾燥、 洗
浄または交換を行って く ださい。

• すべてのネジおよびカバーを し っか り 締めて く ださい。
• 接続ケーブルは、 指定された外径のものを使用し て く ださ い （→ 50 ページ）。
• ケーブル接続口を し っか り 固定し て く ださい （→ 53 ページ ）。
• 使用し ない電線管接続口はすべて取外し、 代 り にプラ グを差込んで く ださ い。
• グ ロ メ ッ ト をケーブル接続口から取 り 外さ ないよ う にし て く ださ い。

A0001138

図 55 ： 変換器ハウジングのケーブル接続口の取付

プロ ソニ ッ ク フ ロー P/W センサ （ク ラ ンプオンバージ ョ ン）、 DDU 18

流量センサ プロ ソ ニ ッ ク フ ロー P/W および音速センサ DDU 18 は、IP 67 または IP 68 保護等級
の要件をすべて満た し ています （センサの銘板にあ る情報に従って く ださい）。

IP 67/68 を維持する ために、 現場での設置または メ ンテナン スの後は、 必ず以下の点を確認し て
く ださい。

• 弊社が供給する専用接続ケーブルを使用し て く ださい。
• 接続する と きは、 ケーブルコネ ク タ を押し込まず、 ス ト ッパまで締めて く ださ い。
• ケーブルコネ ク タ シールは、 シール溝に挿入する と きに、 汚れや傷がな く 、 乾燥し ている こ

と→ 53 ページ （1）。

A0001139

図 56 ： ケーブルコネク タ

1 ケーブルコネ ク タ シール

1
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4.5 配線状況の確認

本機器の電気配線が完了し た ら、 次の点を確認し て く ださい。

機器状況と仕様 注記

ケーブルあ るいは機器にダ メ ージはないですか （外観検査） ？ -

電気配線 注記

電源電圧が銘板の仕様と 一致し ていますか？ AC 85 ～ 260 V （45 ～ 65 Hz）

AC 20 ～ 55 V （45 ～ 65 Hz）

DC 16 ～ 62 V

ケーブルの仕様は正しいですか？ → 50 ページ

ケーブルの配線ルー ト は完全に絶縁されていますか？ -

ケーブルに余分なた るみや交差があ り ませんか？ -

電源ケーブル と信号ケーブルは正確に接続されていますか？ 端子部分のカバーの内側にあ る

配線図を参照

すべてのネジ端子が適切に締められていますか？ -

接地に関する対策をすべて講じ、 電位平衡を適切に行っていますか？

電線管接続口は、 し っか り 設置、 締め付け されシ－ルされています？ → 54 ページ

ハウジングカバーはすべて取付け られ、 締め付け られていますか？ -
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5 操作

5.1 操作の簡単な説明

本機器を設定する方法はい く つかあ り ます。

1. 現場指示器 （オプシ ョ ン） → 55 ページ

現場指示器を使用する と、 計測ポイ ン ト で重要なパラ メ ータ をすべてデ ィ スプレ イ上で読
み取る こ と ができ、 現場でパラ メ ータ を設定する こ と ができ ます。

2. 設定プロ グ ラ ム → 62 ページ

FieldCare 設定ソ フ ト ウ ェ アを使用する と、 現場操作を行わずに簡単に本機器を設定する こ
と ができ ます。

5.2 表示部および操作部

現場指示器付の変換器であれば、 計測ポイ ン ト で重要なパラ メ ータ をすべてデ ィ スプレ イ上で
読み取る こ と ができ ます。 また " ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ " あ るいは機能マ ト リ ク ス を使って本
機器の設定を行 う こ と も でき ます。

表示部は、 計測値と その他のパラ メ ータ （流れ方向、 空検知、 バーグ ラ フなど） を表示する 
4 行で構成されています。 行の割当てを別のパラ メ ータに変更する こ と もでき ます （" 機能説明
書 " を参照）。

A0001172

図 57 ： 表示部および操作部

液晶デ ィ スプレ イ （1）

バッ ク ラ イ ト 付き 4 行液晶デ ィ スプレ イには、 計測値、 テキス ト 、 エラー メ ッ セージおよび

注意 メ ッ セージが表示されます。 通常計測時の画面を HOME ポジシ ョ ン画面と 言います。

" タ ッ チコ ン ト ロール " 用の光学センサ （2）

2 プラ ス / マイナスキー （3）

- HOME ポジシ ョ ン → 入 / 出力の積算値と 実際の値に直接ア ク セス

- 数値の入力、 パラ メ ータの選択

- 機能マ ト リ ク ス内での様々なブロ ッ ク、 グループ、 機能グループの選択

OS キーを同時に押すと、 下記のよ う に機能し ます。

- 機能マ ト リ ク スから順次抜けでる → HOME ポジシ ョ ン

- OS キーを 3 秒以上押し続ける → HOME ポジシ ョ ンに戻る

- データ入力をキ ャ ンセル

3 Enter キー （4）

- HOME ポジシ ョ ン→ 機能マ ト リ ク スに入る

- 入力し た数値または変更し た設定の保存
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表示デ ィ スプレ イ （動作モー ド）

表示部は、 計測値と その他のパラ メ ータ （流れ方向、 空検知、 バーグ ラ フなど） を表示する 
3 行で構成されています。 行の割当てを別のパラ メ ータに変更する こ と もでき ます （" 機能説明
書 " を参照）。

多重モード ：

最大 2 種類の表示変数を各行に割 り 当てる こ と ができ ます。 このよ う に多重化された変数は、
デ ィ スプレ イに 10 秒ご と に交互に表示されます。

エラー メ ッ セージ ：

システム / プロセスエラー表示の詳細については、 → 94 ページ以降を参照し て く ださ い。

A0001173

図 58 ： 標準動作モー ドの典型的な表示 （HOME ポジシ ョ ン）

1 1 行目の表示 ： メ イ ン計測値が表示されます （体積流量 [l/s] など）。

2 2 行目の表示 ： 追加の計測変数と ステータ ス変数が表示されます （積算計読取値 No. 3 [m3] など）。

3 3 行目の表示 ： 計測変数と ステータ ス変数に関する追加情報が表示されます （体積流量で達し た終了

値のバーグ ラ フ表示など）。

4 " 情報ア イ コ ン " フ ィ ール ド ： 計測値に関する追加情報を表すア イ コ ンが このフ ィ ール ド に表示され

ます。 すべての記号およびその意味の詳細については、 57 ページを参照し て く だ さい。

5 " 計測値 " フ ィ ール ド ： 現在の計測値が このフ ィ ール ド に表示されます。

6 " 計測単位 " フ ィ ール ド ： 現在の計測値に対し て定義された計測単位 / 時間がこ のフ ィ ール ド に表示

されます。

! 注意 ! 
HOME ポジシ ョ ンから、 OS キーを使用する と、 以下の情報が含まれる " 情報 メ ニュー " を開
く こ と ができ ます。

• 積算計 （オーバーフ ロー含む）
• 設定済みの入 / 出力の実際の値または状態
• 機器のタ グ番号 （ユーザー定義可）

OS キー → リ ス ト 内で個々の値を スキ ャ ンする

Esc キー （X） → HOME ポジシ ョ ンに戻る
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アイ コ ン

左側のフ ィ ール ド に表示される ア イ コ ンによ り 、 計測変数、 機器の状態、 エラー メ ッ セージを
確認する こ と ができ ます。

アイコン 意味 アイコン 意味

S システムエラー P プロセスエラー

ア ラーム メ ッ セージ

（出力に影響あ り ）

! 通知 メ ッ セージ

（出力に影響な し）

I 1 ～ n 電流出力 1 ～ n P 1 ～ n パルス出力 1 ～ n

F 1 ～ n 周波数出力 1 ～ n S 1 ～ n ステータ ス出力 / リ レー出力 1 ～ n

（またはステータ ス入力）

S 1 ～ n 積算計 1 ～ n

A0001181

計測モード ：

ﾐｬｸﾘｭｳ

A0001182

計測モード ：

ｾｲ / ﾌ ﾘｮｳﾎｳｺｳ （正 / 負両方向）

A0001183

計測モード ：

ｾｲﾎｳｺｳ

A0001184

積算計カ ウ ン ト モード ：

+/- ﾊﾟﾙｽｱｼﾞｬｽﾄ （順方向と逆方向）

A0001185

積算計カ ウ ン ト モード ：

順方向

A0001186

積算計カ ウ ン ト モード ：

逆方向

A0001187

信号入力

（電流入力またはステータ ス入力）

A0001188

体積流量

A000xxxx

機器運転作動中
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5.3 機能マ ト リ クスの簡易操作説明

! 注意 ! 
• 59 ページの一般情報を参照し て く ださい。
• 機能説明 → " 機能説明書 " を参照し て く ださい。

1. HOME ポジシ ョ ン → F → 機能マ ト リ ク スに入 り ます。

2. ブロ ッ ク を選択し ます （例えばｼｭﾂﾘｮｸ）

3. グループを選択し ます （例えばﾃﾞﾝﾘｭｳｼｭﾂﾘｮｸ 1）

4. 機能グループ選択し ます （例えばｾｯﾃｲ）

5. 機能の選択 （例えば、 ｼﾞﾃｲｽｳ）

パラ メ ータの変更も し く は数値を入力し ます。

OS → 選択または入力コード、 選択項目、 数値

F → 入力データ を保存

6. 機能マ ト リ ッ ク ス を終了し ます。

- Esc キー （X） を 3 秒以上押し続ける→ HOME ポジシ ョ ンに戻る
- Esc キー （X） を繰返し押す→ 順々に HOME ポジシ ョ ンに戻る

A0001210

図 59 ： 機能の選択およびパラ メ ータの設定 （機能マ ト リ ッ クス）
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5.3.1 一般的注意

ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ メ ニュー （→ 75 ページ） には、 設定を容易にするため初期値が入力され
ています。 これに対し て、 複雑な計測では、 必要に応じ て設定し、 プロセス固有の設定を行 う
ための追加機能が必要と な り ます。 し たがって、 機能マ ト リ ク スには、 多数の追加機能が含ま
れますが、 簡潔化を図るため、 これら をい く つかの メ ニューレベル （ブロ ッ ク、 グループ、 機
能グループ） に分類し ています。

機能を設定する場合は、 次の指示に従って く ださい。

• 55 ページに記載された方法で機能を選択し て く ださい。 機能マ ト リ ク スの各項目は、 デ ィ ス
プレ イに数字または文字のコード で識別されます。

• 特定の機能をオフにする こ と ができ ます （OFF）。 あ る機能をオフにし た場合は、 関連する他
の機能グループの機能も表示されな く な り ます。

• 機能によ っては、 入力データの確認が行われます。
OS を押し て " ﾊｲ " を選択し、次に F を押し て確定し て く ださい。 これで、新たな設定が保存
される、 あ るいは機能が開始されます。

• 5 分間キー操作し ない と、 自動的に HOME ポジシ ョ ンに戻 り ます。

! 注意 ! 
• データの入力中でも、 変換器では計測が続行されます。 つま り 、 現在の計測値が信号出力か

ら通常どお り 出力されます。
• 電源異常 （停電） が発生し て も、 事前設定値およびパラ メ ータ設定値はすべて EEPROM に安

全に保存されます。

" 警告 ! 
機能マ ト リ ク スそのものを含め、 すべての機能についての詳細は、 別冊の " 機能説明書 " に記
載されています。

5.3.2 プログラ ミ ングモー ドの有効化

機能マ ト リ ク スの操作はロ ッ クする こ と ができ ます。 機能マ ト リ ク ス を ロ ッ クする と、 不注意
によ る本機器の機能、 数値または設定値の変更を防止する こ と ができ ます。 設定を変更するに
は、 数値コード （初期設定値 = 80） を入力する必要があ り ます。

ユーザー自身が選択し た コード番号を使用すれば、 資格の無い人がデータにア ク セスする こ と
はな く な り ます （→ " 機器機能解説書 " を参照し て く ださい）。

コード を入力する場合は、 次の指示に従って く ださい。

• プロ グ ラ ミ ングがロ ッ ク された状態で、 任意の機能において OS キーを押すと、 表示部に
コード入力画面が自動的に表示されます。

• プラ イベー ト コード に "0" を入力する と、 プロ グ ラ ミ ングが常に可能な状態にな り ます。
• ユーザーコード を忘れた場合は、 弊社サービ スにお問い合せ く ださ い。

" 警告 ! 
センサ特性を決定する特定のパラ メ ータ を変更する と、 本機器の多 く の機能、 特に計測精度に
影響を及ぼし ます。

通常の状況下では、 これらのパラ メ ータ を変更する必要はないため、 これらのパラ メ ータは、
弊社サービ スのみが認識し ている特別なコード で保護されています。 弊社サービ スにお問い合
せ く ださい。

5.3.3 プログラ ミ ングモー ドの無効化

HOME ポジシ ョ ンに自動的に戻った後、 60 秒間キー操作を行なわない と、 プロ グ ラ ミ ングモー
ド は自動的にロ ッ ク されます。

" ア ク セス コード " 機能で、 ユーザーコード以外の任意の数字を入力する こ と によ り 、 プロ グ ラ
ミ ングを ロ ッ クする こ と も でき ます。
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5.4 エラー メ ッ セージ

5.4.1 エラーの種類

設定中または計測モード中に発生し たエラーはすぐに表示されます。 2 つあ るいはそれ以上のシ
ステム またはプロセスエラーが発生し た場合、 最優先に処理する必要のあ るエラーが表示部に
表示されます。

エラーには以下の 2 種類があ り ます。

• システムエラー ： こ のグループには、 例えば、 通信エラー、 ハード ウ ェアエラーなど、 すべ
てのシステム上のエラーが含まれます （→ 94 ページ）。

• プロセスエラー ： このグループには、 計測レンジの超過などのすべてのアプ リ ケーシ ョ ンエ
ラーが含まれます （→ 98 ページ）。

A0001211

図 60 ： エラー メ ッ セージの表示 （例）

1 エラータ イプ ： P = プロセスエラー、 S = システムエラー

2 エラー メ ッ セージ タ イプ ： $ = ア ラーム メ ッ セージ、 ! = 注意 メ ッ セージ （定義 ： → 93 ページ）

3 エラーの名称 ： 例えば、 ｵﾝｿｸ ﾚﾝｼﾞ ﾁｮｳｶ CH1 = チャ ンネル 1 の音速が計測範囲外

4 エラー番号 ： 例 ： #492

5 最新の発生エラー継続時間 （時間、 分、 秒）

5.4.2 エラー メ ッ セージの種類

システムエラーおよびプロセスエラーは、 アラームメッセージあ るいは注意メッセージ と し て
定義する こ と によ り 重み付けでき ます。 これは、 機能マ ト リ ク スで指定し ます （" 機能説明書 "
を参照）。 モジュールの異常などの重大なシステムエラーは、 常に " ア ラーム メ ッ セージ " と し
て識別され、 分類されます。

# 注意 メ ッ セージ （!）

• 表示→ 感嘆符 （!）、 エラーグループ （S ： システムエラー、 P ： プロセスエラー）
• こ のエラーは、 本機器の出力には一切影響を及ぼし ません。

ア ラーム メ ッ セージ （$）

• 表示→ 稲光 （$）、 エラーの名称 （S ： システムエラー、 P ： プロセスエラー）。
• こ のエラーは、 出力に直接影響し ます。

出力の応答 （フ ェールセーフモード） は、 機能マ ト リ ッ ク スの機能を使用し て設定する こ と
ができ ます （→ 100 ページ）。

! 注意 ! 
• エラー状態は、 リ レー出力によ って出力する こ と ができ ます。
• エラー メ ッ セージが発生し た場合、 NAMUR NE 43 に準拠し た故障情報のハイ レベル信号また

はローレベル信号を、 電流出力で出力する こ と ができ ます。

1

2 4 5 3

+24.502
XXXXXXXXXX
#000 00:00:05

P

+24.502
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5.4.3 エラー メ ッ セージの確認

プラ ン ト と プロセスの安全上の理由から、 本機器の設定で、 エラー メ ッ セージを表示から消す
操作を、 表示されたア ラーム メ ッ セージ （$） を消去するだけでな く F を押し て確認する よ う に
する こ と も でき ます。

この機能は、 ｱﾗｰﾑﾉｶｸﾆﾝ機能で有効 / 無効にし ます （→ " 機能説明書 " 参照）。

! 注意 ! 
• ア ラーム メ ッ セージ （$） は、 ステータ ス入力で リ セ ッ ト / 確認する こ と もでき ます。
• 通知 メ ッ セージ （!） は確認する必要はあ り ません。 ただし、 こ の メ ッ セージは、 エラーの原

因が取 り 除かれる までそのま ま表示されます。

5.5 通信 （HART）

現場操作に加えて、 HART 通信で本機器の設定および計測変数の読込みを行 う こ と ができ ます。
通信には、 4 ～ 20 mA HART 電流出力を使用し ます （→ 52 ページを参照）。

本機器の設定と診断を行 う ために、 計測データ と機器データ を HART 通信用端末と本機器の間
で HART 通信で転送する こ と ができ ます。ハン ドヘル ド コ ミ ュニケーターや PC ベースの操作プ
ロ グ ラ ム （例 ： FieldCare） などが HART マス タにな り ますが、 デバイ ス記述フ ァ イル （DD フ ァ
イル） が必要と な り ます。 この DD フ ァ イルは、 各 HART 機器内の情報のすべてにア ク セスす
るために使用し ます。 このよ う な情報の転送は、 " コマン ド " によ り 行われます。

この " コマン ド " には以下の 3 つの階層があ り ます。

共通コマンド：

すべての HART 機器でサポー ト され、 使用される コマン ド です。 共通コマン ド に関連する機能
の例 ：

• HART 機器の識別
• デジ タル計測値の読み取 り （体積流量、 積算計等）

慣用コマンド：

すべてではあ り ませんが多数のフ ィ ール ド機器でサポー ト され、 各種の機能の実行を可能にす
る コマン ド です。

機器固有のコマンド：

HART の標準機能ではない、 各機器固有の機能にア ク セスする ためのコマン ド です。 このよ う
な コマン ド で、 各個のフ ィ ール ド機器情報 （空 / 満管調整やローカ ッ ト オフなど） にア ク セス
し ます。

! 注意 ! 
本機器は、 3 つのコマン ド階層すべてに対応し ています。 サポー ト し ている " 共通コマン ド " と
" 慣用コマン ド " の リ ス ト については、 64 ページ以降を参照し て く ださい。
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5.5.1 操作方法の選択肢

以下の操作ツールや操作プロ グ ラ ムで、 本機器を機器固有のコマン ド を含めて完全に操作する
には、 それぞれの DD フ ァ イルを入手し て く ださい。

! 注意 ! 
• HART プロ ト コルを使用するには、ｼｭﾂﾘｮｸ ﾃﾞﾝﾘｭｳ ﾊﾝｲ 機能 （電流出力 1） で "4-20 mA HART"

または "4-20 mA （25 mA） HART" に設定する必要があ り ます。
• HART の書込み機能は、 入出力基板のジャ ンパで有効 / 無効にする こ と ができ ます。

HART ハン ド ヘルド コ ミ ュニケーター DXR375

HART ハン ドヘル ド コ ミ ュニケーターで機能を選択する場合、 多数の メ ニューレベルおよび特
殊な HART 機能マ ト リ ッ ク ス を使用する こ と にな り ます。

本機器の詳細については、 HART ハン ドヘル ド コ ミ ュニケーターに同梱されている HART 機能
説明書を参照し て く ださい。

FieldCare

FieldCare は、 エン ド レ スハウザー社の FDT ベースのプラ ン ト 資産管理ツールです。 高度な
フ ィ ール ド機器の設定、 自己診断を可能にし ます。 ステータ ス情報の使用によ り 、 モニター機
器のツールを容易に効果的に使用でき ます。 プロ ラ イ ンシ リ ーズ流量計への接続は、 FXA193 な
ど専用イ ン ターフ ェ イ ス を介し て行います。

操作プログラム "SIMATIC PDM" （シー メ ンス社製）

SIMATIC PDM は、 イ ンテ リ ジェ ン ト なフ ィ ール ド機器の操作、 設定、 保守、 診断のための標準
化ツールです。

操作プログラム "AMS" （エマソ ンプロセスマネジ メ ン ト 社製）

AMS （Asset Management Solutions） は、 機器の操作および設定のためのプロ グ ラ ムです。
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5.5.2 最新のソ フ ト ウ ェ ア

以下の表に、 上記操作ツールに適合する DD フ ァ イル と、 最新の DD フ ァ イルの入手先を示し ま
す。

HART プロ ト コル ：

5.5.3 機器変数およびプロセス変数

機器変数 ：

HART 通信で使用可能な機器変数は以下の通 り です。

プロセス変数 ：

プロセス変数は、 工場出荷時に次の機器変数に割当て られています ：

• 一次プロセス変数 （PV） → 体積流量 チャ ンネル 1

• 二次プロセス変数 （SV） → 積算計 1

• 三次プロセス変数 （TV） → 音速 チャ ンネル 1

• 四次プロセス変数 （FV） → 流速 チャ ンネル 1

! 注意 ! 
コマン ド 51 を使用する と、 プロセス変数への機器変数の割当てを変更 / 指定する こ と ができ ま
す （→ 64 ページを参照）。

対応ソフトウェア： 2.02.XX → " ﾃﾞﾊﾞｲｽ ｿﾌﾄｳｪｱ " 機能 （8100）

HART 機器データ
製造者 ID ：

デバイ ス ID ：

11hex （エン ド レ スハウザー社）

59hex

→ " ｾｲｿﾞｳｼｬ ID" 機能 （6040）

→ " ﾃﾞﾊﾞｲｽ ID" 機能 （6041）

HART バージョンデータ： デバイ ス改訂番号 6/ DD 改訂番号 1

ソフトウェアリリース日： 06.2009

操作プログラム： デバイスの入手方法：

HART ハン ドヘル ド コ ミ ュ

ニケーター DXR 375

• ハン ドヘル ド コ ミ ュ ニケーターのア ッ プデー ト 機能を使用

FieldCare/DTM • www.endress.com → ダウ ン ロード エ リ ア

• CD-ROM （エン ド レ スハウザー社のオーダーコード 56004088）

• DVD （エン ド レ スハウザー社のオーダーコード 70100690）

AMS • www.endress.com → ダウ ン ロード エ リ ア

SIMATIC PDM • www.endress.com → ダウ ン ロード エ リ ア

テスタ / シミュレータ： デバイスの入手方法：

フ ィ ール ド チェ ッ ク • FieldCare で、 Fieldflash のフ ローコ ミ ュ ニケーシ ョ ン FXA193/291 DTM を

使用し て更新し ます。

ID（10 進法） 機器変数 ID（10 進法） 機器変数

0 ｵﾌ （割当てな し） 42 平均音速

30 体積流量 チャ ンネル 1 49 流速 チャ ンネル 1

31 体積流量 チャ ンネル 2 50 流速 チャ ンネル 2

32 平均体積流量 51 平均流速

33 合計体積流量 250 積算計 1

34 体積流量の差 251 積算計 2

40 音速 チャ ンネル 1 252 積算計 3

41 音速 チャ ンネル 2
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5.5.4 HART 標準コ マン ド / 共有コマン ド

以下の表に、 本機器でサポー ト されているすべての標準コ マン ド を示し ます。

コマンド番号
HART コマンド / アクセスタイプ

コマンドデータ
（10 進法の数値データ）

レスポンスデータ
（10 進法の数値データ）

標準コマンド

0 個別のデバイ ス ID の

読込み

ア ク セス タ イプ = 読込み

な し デバイ ス ID によ って機器と メ ーカに関する情報がわか り ま

す。 変更する こ と はでき ません。

レ スポン スは、 12 バイ ト のデバイ ス ID で構成されます。

- バイ ト  0 ： 254 に固定

- バイ ト  1 ： 製造者 ID、 17 = E+H

- バイ ト  2 ： デバイ ス タ イプ ID、 89 = プロ ソ ニ ッ ク フ ロー 93

- バイ ト  3 ： プ リ アンブル数

- バイ ト  4 ： 標準コマン ド の改訂番号

- バイ ト  5 ： 機器固有のコマン ド の改訂番号

- バイ ト  6 ： ソ フ ト ウ ェ ア改訂番号

- バイ ト  7 ： ハード ウ ェ ア改訂番号

- バイ ト  8 ： 追加機器情報

- バイ ト  9 ～ 11 ： 機器 ID

1 一次プロセス変数の読込み

ア ク セス タ イプ = 読込み

な し - バイ ト  0 ： 一次プロセス変数の HART 単位 ID

- バイ ト  1 ～ 4 ： 一次プロセス変数

工場設定 ：

一次プロセス変数 = 体積流量 チャ ンネル 1

! 注意 ! 

• コマン ド 51 を使用する と、 プロセス変数への機器変数の割

当てを指定する こ と ができ ます。

• 製造者固有の単位は、 HART 単位 ID"240" で示されます。

2 一次プロセス変数を電流値

（mA） と 、 計測範囲のパー

セン ト 値と し て読込み

ア ク セス タ イプ = 読込み

な し - バイ ト  0 ～ 3 ： 一次プロセス変数の電流出力値 （mA）

- バイ ト  4 ～ 7 ： 計測範囲のパーセン ト 値

工場設定 ：

一次プロセス変数 = 体積流量 チャ ンネル 1

! 注意 ! 

コマン ド 51 を使用する と 、 プロセス変数への機器変数の割当

てを指定する こ と ができ ます。

3 一次プロセス変数を 電流値

（mA） と 、 4 つのプロセス変

数 （コマン ド 51 を使用し

て設定） の読込み

ア ク セス タ イプ = 読込み

な し - 24 バイ ト がレ スポン ス と し て送信されます ：

- バイ ト  0 ～ 3 ： 一次プロセス変数の電流出力値 （mA）

- バイ ト  4 ： 一次プロセス変数の HART 単位 ID

- バイ ト  5 ～ 8 ： 一次プロセス変数

- バイ ト  9 ： 二次プロセス変数の HART 単位 ID

- バイ ト  10 ～ 13 ： 二次プロセス変数

- バイ ト  14 ： 三次プロセス変数の HART 単位 ID

- バイ ト  15 ～ 18 ： 三次プロセス変数

- バイ ト  19 ： 四次プロセス変数の HART 単位 ID

- バイ ト  20 ～ 23 ： 四次プロセス変数

工場設定 ：

• 一次プロセス変数 = 体積流量 チャ ンネル 1

• 二次プロセス変数 =  積算計 1

• 三次プロセス変数 = 音速 チャ ンネル 1

• 四次プロセス変数 = 流速 チャ ンネル 2

! 注意 ! 

• コマン ド 51 を使用する と、 プロセス変数への機器変数の割

当てを指定する こ と ができ ます。

• 製造者固有の単位は、 HART 単位 ID"240" で示されます。
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6 HART シ ョ ー ト フ ォームア

ド レ スの設定

ア ク セス タ イプ = 書込み

バイ ト  0 ： 希望する ア ド レ ス （0 ～ 15）

工場設定 ：

0

! 注意 ! 

ア ド レ ス >0 （マルチ ド ロ ッ プモード）

で、 一次プロセス変数の電流出力は、

4 mA にセ ッ ト されます。

バイ ト  0 ： 有効なア ド レ ス

11 タ グ （計測ポ イ ン ト の呼

称） を使用し た一意のデバ

イ ス ID の読込み

ア ク セス タ イプ = 読込み

バイ ト  0 ～ 5 ： タ グ デバイ ス ID によ って機器 と メ ーカに関する情報がわか り ま

す。 変更する こ と はでき ません。

示された タ グが、 機器に保存されている タ グ と 一致が確認さ

れる場合、 応答は、 12 バイ ト のデバイ ス ID で構成されます

- バイ ト  0 ： 254 に固定

- バイ ト  1 ： 製造者 ID、 17 = E+H

- バイ ト  2 ： デバイ ス タ イプ ID、 89 = プロ ソ ニ ッ ク フ ロー 93 

- バイ ト  3 ： プ リ アンブル数

- バイ ト  4 ： 標準コマン ド の改訂番号

- バイ ト  5 ： 機器固有のコマン ド の改訂番号

- バイ ト  6 ： ソ フ ト ウ ェ ア改訂番号

- バイ ト  7 ： ハード ウ ェ ア改訂番号

- バイ ト  8 ： 追加機器情報

- バイ ト  9 ～ 11 ： 機器 ID

12 ユーザー メ ッ セージの

読込み

ア ク セス タ イプ = 読込み

な し バイ ト  0 ～ 24 ： ユーザー メ ッ セージ

! 注意 ! 

コマン ド 17 を使用しユーザー メ ッ セージを書込むこ と ができ

ます。

13 タ グ、 タ グの説明、 および

日付の読込み

ア ク セス タ イプ = 読込み

な し - バイ ト  0 ～ 5 ： タ グ

- バイ ト  6 ～ 17 ： タ グの説明

- バイ ト  18 ～ 20 ： 日付

! 注意 ! 

コマン ド 18 を使用し て、 タ グ、 タ グの種類および日付を書き

込むこ と ができ ます。

14 一次プロセス変数上のセン

サ情報の読込み

な し - バイ ト  0 ～ 2 ： センサシ リ アル番号

- バイ ト  3： センサ リ ミ ッ ト と 一次プロセス変数の計測範囲の 

HART 単位 ID

- バイ ト  4 ～ 7 ： 上限値

- バイ ト  8 ～ 11 ： 下限値

- バイ ト  12 ～ 15 ： 最小スパン

! 注意 ! 

• 一次プロセス変数に関連するデータ （= 体積流量 チャ ンネ

ル 1）

• 製造者固有の単位は、 HART 単位 ID"240" で示されます。

15 一次プロセス変数の出力情

報の読込み

ア ク セス タ イプ = 読込み

な し - バイ ト  0 ： ア ラームセレ ク シ ョ ン ID

- バイ ト  1 ： 転送機能の ID

- バイ ト  2 ： 一次プロセス変数の計測範囲の設定のための 

HART 単位 ID

- バイ ト  3 ～ 6 ： 計測範囲の最終点、 20 mA 値

- バイ ト  7 ～ 10 ： 計測範囲の開始点、 4 mA 値

- バイ ト  11 ～ 14 ： ダンピング定数 [ 秒 ]

- バイ ト  15 ： 書込み禁止 ID

- バイ ト  16 ： OEM 販売業者の ID、 17 = E+H

工場設定 ：

一次プロセス変数 = 体積流量 チャ ンネル 1

! 注意 ! 

• コマン ド 51 を使用する と、 プロセス変数への機器変数の割

当てを指定する こ と ができ ます。

• 製造者固有の単位は、 HART 単位 ID"240" で示されます。

コマンド番号
HART コマンド / アクセスタイプ

コマンドデータ
（10 進法の数値データ）

レスポンスデータ
（10 進法の数値データ）
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16 機器の製造番号の読込み

ア ク セス タ イプ = 読込み

な し バイ ト  0 ～ 2 ： 製造番号

17 ユーザー メ ッ セージの

書込み

ア ク セス = 書込み

こ のパラ メ ータで、 32 文字のテキ ス ト を

機器に保存でき ます。

バイ ト  0 ～ 23 ： 希望するユーザー メ ッ

セージ

機器内の現在のユーザー メ ッ セージを表示し ます。

バイ ト  0 ～ 23 ： 機器内の現在のユーザー メ ッ セージ

18 タ グ、 タ グの種類、 および

日付の書込み

ア ク セス = 書込み

こ のパラ メ ータで、 タ グ （8 文字）、 タ グ

の説明 （16 文字）、 および日付を保存す

る こ と ができ ます ：

- バイ ト  0 ～ 5 ： タ グ

- バイ ト  6 ～ 17 ： タ グの説明

- バイ ト  18 ～ 20 ： 日付

機器内の最新の情報を表示し ます。

- バイ ト  0 ～ 5 ： タ グ

- バイ ト  6 ～ 17 ： タ グの説明

- バイ ト  18 ～ 20 ： 日付

コマンド番号
HART コマンド / アクセスタイプ

コマンドデータ
（10 進法の数値データ）

レスポンスデータ
（10 進法の数値データ）
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以下の表に、 本機器でサポー ト されているすべての共有コ マン ド を示し ます。

コマンド番号
HART コマンド / アクセスタイプ

コマンドデータ
（10 進法の数値データ）

レスポンスデータ
（10 進法の数値データ）

慣用コマンド

34 一次プロセス変数のダンピ

ング定数の書込み

ア ク セス = 書込み

バイ ト  0 ～ 3 ： 一次プロセス変数のダンピング

定数 （秒単位）

工場設定 ：

一次プロセス変数 = 体積流量 チャ ンネル 1

機器内の最新のダンピ ング定数を表示し ます。

バイ ト  0 ～ 3 ： ダンピング定数 （秒）

35 一次プロセス変数の計測範

囲の書込み

ア ク セス = 書込み

計測範囲の書込み

- バイ ト  0 ： 一次プロセス変数の HART 単位 

ID

- バイ ト  1 ～ 4 ： 計測範囲の最終点、

20 mA 値

- バイ ト  5 ～ 8 ： 計測範囲の開始点、 4 mA 値

工場設定 ：

一次プロセス変数 = 体積流量 チャ ンネル 1

! 注意 ! 

• コマン ド 51 を使用する と 、 プロセス変数へ

の機器変数の割当てを指定する こ と ができ ま

す。

• HART 単位 ID が、 プロセス変数に適合し て

いない場合、 機器の設定は最後の有効な単位

のま ま継続されます。

レ スポン ス と し て、 現在設定されている計測範囲が表示

されます。

- バイ ト  0 ： 一次プロセス変数の計測範囲の設定のため

の HART 単位 ID

- バイ ト  1 ～ 4 ： 計測範囲の最終点、 20 mA 値

- バイ ト  5 ～ 8 ： 計測範囲の開始点、 4 mA 値

! 注意 ! 

製造者固有の単位は、 HART " 単位 ID "240" で表されま

す。

38 機器ステータ ス " 設定が

変更された " の リ セ ッ ト

ア ク セス = 書込み

な し な し

40 一次プロセス変数の電流出

力値をシ ミ ュ レーシ ョ ン

ア ク セス = 書込み

一次プロセス変数の出力電流シ ミ ュ レーシ ョ

ン。

値 0 を入力する と、 シ ミ ュ レーシ ョ ンモード が

終了し ます。

バイ ト  0 ～ 3 ： 電流出力値 （mA）

工場設定 ：

一次プロセス変数 = 体積流量 チャ ンネル 1

! 注意 ! 

コマン ド 51 を使用する と 、 プロセス変数への

機器変数の割当てを指定する こ と ができ ます。

一次プロセス変数の現在の電流値が表示されます。

バイ ト  0 ～ 3 ： 電流出力値 （mA）

42 マス ター リ セ ッ ト の実行

ア ク セス = 書込み

な し な し

44 一次プロセス変数の単位の

書込み

ア ク セス = 書込み

一次プロセス変数の単位を指定

プロセス変数に適合し た単位のみが機器で受け

付け られます。

バイ ト  0 ： HART 単位 ID 

工場設定 ：

一次プロセス変数 = 体積流量 チャ ンネル 1

! 注意 ! 

• 書き込まれた HART 単位 ID が、 プロセス変

数に適合し ていない場合、 機器の設定は最後

の有効な単位のま ま継続されます。

• 一次プロセス変数の単位を変更し て も、 シス

テム単位には影響はあ り ません。

一次プロセス変数の最新の単位コード が表示されます。

バイ ト  0 ： HART 単位 ID 

! 注意 ! 

製造者固有の単位は、 HART " 単位 ID "240" で表されま

す。
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48 拡張機器状態の読込み

ア ク セス = 読込み

な し 現在の機器のステータ スが、 拡張形式で表示されます。

コード ： 表を参照 → 69 ページ 

50 4 つのプロセス変数に対す

る機器変数の割当ての読込

み。

ア ク セス = 読込み

な し プロセス変数の最新の変数割当てが表示されます。

- バイ ト  0 ： 一次プロセス変数の機器変数 ID

- バイ ト  1 ： 二次プロセス変数の機器変数 ID

- バイ ト  2 ： 三次プロセス変数の機器変数 ID

- バイ ト  3 ： 四次プロセス変数の機器変数 ID

工場設定 ：

• 一次プロセス変数 ： ID 30 （体積流量 チャ ンネル 1）

• 二次プロセス変数 ： ID 250 （積算計 1）

• 三次プロセス変数 ： ID 30 （音速 チャ ンネル 1）

• 四次プロセス変数 ： ID 49 （流速 チャ ンネル 1）

! 注意 ! 

コマン ド 51 を使用する と 、 プロセス変数への機器変数の

割当てを指定する こ と ができ ます。

51 4 つのプロセス変数に対し

て機器変数を指定の割当て

の書込み。

ア ク セス = 書込み

4 つのプロセス変数に対し て機器変数を指定 ：

- バイ ト  0 ： 一次プロセス変数の機器変数 ID

- バイ ト  1 ： 二次プロセス変数の機器変数 ID

- バイ ト  2 ： 三次プロセス変数の機器変数 ID

- バイ ト  3 ： 四次プロセス変数の機器変数 ID

サポー ト されている機器変数の ID ：

 → 94 ページを参照

工場設定 ：

• 一次プロセス変数 = 体積流量 チャ ンネル 1

• 二次プロセス変数 =  積算計 1

• 三次プロセス変数 = 音速 チャ ンネル 1

• 四次プロセス変数 = 流速 チャ ンネル 1

応答 と し て、 プロセス変数の現在の変数割当てが表示さ

れます。

- バイ ト  0 ： 一次プロセス変数の機器変数 ID

- バイ ト  1 ： 二次プロセス変数の機器変数 ID

- バイ ト  2 ： 三次プロセス変数の機器変数 ID

- バイ ト  3 ： 四次プロセス変数の機器変数 ID

53 機器変数の単位の書込み

ア ク セス = 書込み

こ のコマン ド によ り 、 示された機器変数の単位

を指定し ます。 その機器変数に適合し た単位の

みが受け付け られます。

- バイ ト  0 ： 機器変数 ID

- バイ ト  1 ： HART 単位 ID 

サポー ト されている機器変数の ID ：

 → 94 ページを参照

! 注意 ! 

• 書き込まれた単位が、 機器変数に適合し てい

ない場合、 機器の設定は最後の有効な単位の

ま ま継続されます。

• 機器変数の単位を変更し て も、 システム単位

には影響はあ り ません。

機器変数の最新の単位コード が表示されます。

- バイ ト  0 ： 機器変数 ID

- バイ ト  1 ： HART 単位 ID 

! 注意 ! 

製造者固有の単位は、 HART " 単位 ID "240" で表されま

す。

59 メ ッ セージ応答における

プ リ アンブル数の指定 

ア ク セス = 書込み

こ のパラ メ ータは、 メ ッ セージ応答に挿入され

る、 プ リ アンブル数を指定し ます。

バイ ト  0 ： プ リ アンブル数 （2 ～ 20）

応答 と し て最新のプ リ アンブル数が応答 メ ッ セージに表

示されます。

バイ ト  0 ： プ リ アンブル数

コマンド番号
HART コマンド / アクセスタイプ

コマンドデータ
（10 進法の数値データ）

レスポンスデータ
（10 進法の数値データ）
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5.5.5 機器ステータ ス / エラー メ ッ セージ

コマン ド 48 によ って、 拡張機器ステータ ス （最新のエラー メ ッ セージ） を読み取る こ と ができ
ます。 このコマン ド では、 ビ ッ ト エン コード された情報が送信されます （以下の表を参照し て
く ださい）。

! 注意 ! 
機器ステータ ス メ ッ セージ、 エラー メ ッ セージ、 およびその修正方法の詳細については、 シス
テムエラー メ ッ セージのセ ク シ ョ ンを参照し て く ださい→ 94 ページ。

バイト ビット エラー No. エラーの簡単な説明 → 93 ページ

0 0 001 重大な機器エラー。

1 011 アンプの EEPROM エラー。

2 012 アンプの EEPROM データへア ク セス時のエラー。

3 ～ 7 割当な し -

1 0 ～ 2 割当な し -

3 041 T-DAT ： 故障があ る、 または見つか り ません。

4 042 T-DAT ： 保存された値へのア ク セスエラー。

5 051 入出力基板と アンプ基板に互換性な し。

6 ～ 7 割当な し -

2 0 ～ 1 割当な し -

2 082 センサ CH1 と変換器の間の接続 （下流側） が断線。

3 083 センサ CH2 と変換器の間の接続 （下流側） が断線

4 割当な し -

5 085 センサ CH1 と変換器の間の接続 （上流側） が断線。

6 086 センサ CH2 と変換器の間の接続 （上流側） が断線。

7 割当な し -

3 0 ～ 2 割当な し -

3 111 積算計チェ ッ ク サムエラー。

4 121 入出力基板と アンプ基板に互換性な し。

5 割当な し -

6 205 T-DAT ： データ ア ッ プロード が失敗し ま し た。

7 206 T-DAT ： データ ダウ ン ロード が失敗し ま し た。

4 0 ～ 3 割当な し -

4 261 アンプ基板と入出力基板間でのデータ通信エラー。

5 ～ 7 割当な し -

5 0 ～ 6 割当な し -

7 339 電流バッ フ ァ ：

流量成分のバッ フ ァ リ ング （脈流の計測モード） を、 60 秒以内

に計算し、 出力する こ と ができ ませんでし た。

6 0 340 電流バッ フ ァ ：

流量成分のバッ フ ァ リ ング （脈流の計測モード） を、 60 秒以内

に計算し、 出力する こ と ができ ませんでし た。
1 341

2 342

3 343 周波数バッ フ ァ ： 流量成分のバッ フ ァ リ ング （脈流の計測モー

ド） を、 60 秒以内に計算し、 出力する こ と ができ ませんでし た。
4 344

5 345

6 346

7 347 パルスバッ フ ァ ： 流量成分のバッ フ ァ リ ング （脈流の計測モー

ド） を、 60 秒以内に計算し、 出力する こ と ができ ませんでし た。
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7 0 348 パルスバッ フ ァ ： 流量成分のバッ フ ァ リ ング （脈流の計測モー

ド） を、 60 秒以内に計算し、 出力する こ と ができ ませんでし た。
1 349

2 350

3 351 電流出力 ： 現在の流量が設定範囲外。

4 352

5 353

6 354

7 355 周波数出力 ： 現在の流量が設定範囲外。

8 0 356 周波数出力 ： 現在の流量が設定範囲外。

1 357

2 358

3 359 パルス出力 ： パルス出力周波数が設定範囲外。

4 360

5 361

6 362

7 割当な し -

9 0 ～ 7 割当な し -

10 0 ～ 4 割当な し -

5 392 音波計測域の減衰度が大きい （チャ ンネル 1）。

6 393 音波計測域の減衰度が大きい （チャ ンネル 2）。

7 割当な し -

11 0 ～ 7 割当な し -

12 0 ～ 4 割当な し -

5 492 チャ ンネル 1 ： 音速が計測範囲外。

6 493 チャ ンネル 2 ： 音速が計測範囲外。

7 501 新しいソ フ ト ウ ェアバージ ョ ンを ロード中。

現在、 他のコマン ド は実行でき ません。

13 0 ～ 7 割当な し -

14 0 割当な し -

1 592 チャ ンネル 1 ： 初期化中。 出力はすべて "0" にセ ッ ト されます。

2 593 チャ ンネル 2 ： 初期化中。 出力はすべて "0" にセ ッ ト されます。

3 割当な し -

4 602 ポジテ ィ ブゼロ リ ターンが作動中 （CH1）。

5 603 ポジテ ィ ブゼロ リ ターンが作動中 （CH2）。

6 604 ポジテ ィ ブゼロ リ ターンが作動中 （CH1+CH2）。

7 611 電流出力シ ミ ュ レーシ ョ ンが作動中。

15 0 612 電流出力シ ミ ュ レーシ ョ ンが作動中。

1 613

2 614

3 621 周波数出力シ ミ ュ レーシ ョ ンが作動中。

4 622

5 623

6 624

7 631 パルス出力シ ミ ュ レーシ ョ ンが作動中。

バイト ビット エラー No. エラーの簡単な説明 → 93 ページ
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16 0 632 パルス出力シ ミ ュ レーシ ョ ンが作動中。

1 633

2 634

3 641 ステータ ス出力シ ミ ュ レーシ ョ ンが作動中。

4 642

5 643

6 644

7 651 リ レー出力シ ミ ュ レーシ ョ ンが作動中。

17 0 652 リ レー出力シ ミ ュ レーシ ョ ンが作動中。

1 653

2 654

3 ～ 6 割当な し -

7 671 ステータ ス入力シ ミ ュ レーシ ョ ンが作動中。

18 0 672 ステータ ス入力シ ミ ュ レーシ ョ ンが作動中。

1 673

2 674

3 691 フ ェールセーフモード シ ミ ュ レーシ ョ ン （出力） が作動中。

4 割当な し -

5 割当な し -

6 694 チャ ンネル 1 ： 体積流量のシ ミ ュ レーシ ョ ンが作動中。

7 695 チャ ンネル 2 ： 体積流量のシ ミ ュ レーシ ョ ンが作動中。

19 0 ～ 7 割当な し -

20 0 ～ 7 割当な し -

21 0 ～ 1 割当な し -

2 743 チャ ンネル 1 ： ゼロ ポ イ ン ト 調整ができ ない。

3 744 チャ ンネル 2 ： ゼロ ポ イ ン ト 調整ができ ない。

4 ～ 7 割当な し -

22 0 ～ 3 割当な し -

4 061 変換器 F チッ プ ： 故障があ る、 または見つか り ません。

5 ～ 7 割当な し -

バイト ビット エラー No. エラーの簡単な説明 → 93 ページ
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6 設定

6.1 機能確認

計測ポイ ン ト を設定する前に、 最終チェ ッ ク を行って く ださい。

• " 設置状況の確認 " のチェ ッ ク リ ス ト → 47 ページ
• " 配線状況の確認 " のチェ ッ ク リ ス ト → 54 ページ

機器への電源供給

配線状況の確認 （→ 54 ページ） を完了し た ら、 電源をオン し ます。 これで本機器は操作可能な
状態にな り ます。

電源がオンになる と、 内部自己診断がい く つか実行されます。 この処理中、 以下の メ ッ セージ
が順に現場指示器に表示されます。

通常計測モード では、 ス ター ト ア ッ プが完了する とすぐに計測を開始し ます。

各種の計測値やステータ スパラ メ ータが表示部に表示されます （HOME ポジシ ョ ン）。

! 注意 ! 
ス ター ト ア ッ プに失敗する と、 原因に応じ て該当するエラー メ ッ セージが表示されます。

ĪĽĹĝĤčĖĪĹĎ 93

ěĞĎĢďčĪĽ
ĚĻĘđğċđ

ス ター ト ア ッ プ メ ッ セージ

Æ

ĪĽĹĝĤčĖĪĹĎ

ďĻĪĽ SW ĨļĎĚļČĻ
V XX.XX.XX

現行のソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン

Æ

ﾃﾞﾝﾘｭｳｼｭﾂﾘｮｸ

ĚċđĨěđĚċĠĶČĖ
ĶĸĎĚċĠĶČĖ
ěġĎĞě ĤċđĶČĖ

組み込まれている入 / 出力モジュールの表示

Æ

Ěěġį OK
→ ēīĽĸĎĚČĻ

標準計測モード の開始

Æ
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6.2 現場表示器による設定

6.2.1 " センサの設置 " ク イ ッ クセ ッ ト ア ッ プ

センサの取 り 付けに必要な設置距離は、 " センサの設置 " ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ メ ニューを使用
し て決定する こ と ができ ます→ 18 ページ。

現場指示器を備えていない計測機器では、 FieldCare 操作プロ グ ラ ム （→ 22 ページ） またはアプ
リ ケータオン ラ イ ンツール （→ 27 ページ） を使用し て決定する こ と ができ ます。

A0008714

図 61 ： " センサ " ク イ ッ クセ ッ ト ア ッ プ メ ニュー （現場表示器のみ）
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! 注意 ! 
パラ メ ータ操作中に ESC キー組合せを押す と、 表示がｾﾝｻ ﾉ ｾｯﾄｱｯﾌﾟ機能 （1001） に戻 り ます。

m システム単位を選択する と、 以下の機能にだけ影響し ます。

• ｵﾝﾄﾞ ﾉ ﾀﾝｲ （0422）

• ﾅｶﾞｻ ﾉ ﾀﾝｲ （0424）

• ｿｸﾄﾞ ﾉ ﾀﾝｲ （0425）

n ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プをすでに行ったチャ ンネルを選択する と 、 入力済みの値が上書き されます。

o 実行する毎に、 すべてのオプシ ョ ンを選択する こ と ができ ます。 前の実行時に行った設定は、 上書

き されます。

p ﾊﾟｲﾌﾟ ｵﾝｿｸ機能では " ﾎｿﾞﾝｼﾏｽｶ ?" と 問われます ：

• " ﾊｲ " にする と 、 ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ中に計測し た値が該当する機能に取 り 込まれます。

• " ｲｲｴ " にする と 、 計測値は消去され、 元の値がそのま ま使用されます。

q ｾﾝｻ ﾉ ｲﾁ機能 （6884） は、 以下の場合のみ表示されます ：

• ｸﾗﾝﾌﾟ ｵﾝオプシ ョ ンをｿｸﾃｲ ﾓｰﾄﾞ機能 （6880） で選択し、

かつ
• 2 ト ラバース をｾﾝｻ ｺｳｾｲ機能 （6882） で選択し た場合

r ﾜｲﾔ ﾉ ﾅｶﾞｻ機能 （6885） は、 以下の場合のみ表示されます ：

• ｸﾗﾝﾌﾟ ｵﾝオプシ ョ ンをｿｸﾃｲ ﾓｰﾄﾞ機能 （6880） で選択し、

かつ
• 1 ト ラバース をｾﾝｻ ｺｳｾｲ機能 （6882） で選択し た場合

s ｺ ﾉ ﾅｶﾞｻ機能 （6887） は、 以下の場合のみ表示されます ：

• ｲﾝｻｰﾄオプシ ョ ンをｿｸﾃｲ ﾓｰﾄﾞ機能 （6880） で選択し、

かつ
• ﾃﾞｭｱﾙﾊﾟｽオプシ ョ ンをｾﾝｻ ｺｳｾｲ機能 （6882） で選択し た場合
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6.2.2 " 基本設定 " ク イ ッ クセ ッ ト ア ッ プ 

現場指示器を備えていない機器の場合、 各パラ メ ータおよび機能は、 フ ィ ール ド ケアなどの操
作プロ グ ラ ムによ って設定する必要があ り ます。

現場指示器を備えている機器の場合、 " 基本設定 " ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プを使用する こ と によ
り 、 本機器の標準的な設定を簡単に短時間で設定する こ と ができ ます。

A0009881

図 62 ： " 基本設定 " ク イ ッ クセ ッ ト ア ッ プ 
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! 注意 ! 
• パラ メ ータ操作中に ESC キー組合せを押すと、 表示がｸｲｯｸ ｾｯﾄｱｯﾌﾟ ｶｲｼ機能 （1002） に戻 り

ます。
• " 表示の自動設定 " についての質問にﾊｲと答えた場合、 デ ィ スプレ イの各行は以下のよ う に割

り 当て られます。
- 1 行目の表示 = 体積流量
- 2 行目の表示 = 積算計 1
- 3 行目の表示 = 動作 / システム状態

m 単位設定では、 現在実行し ているｸｲｯｸｾｯﾄｱｯﾌﾟでまだ設定し ていない単位の選択のみが表示されます。

体積の単位は、 体積流量の単位から導き出されます。

n すべての単位が設定される まで " ﾊｲ " が表示され続けます。

" ｲｲｴ " は、 利用でき る単位がな く なった と きに表示されます。

o 出力設定では、 現在実行し ているｸｲｯｸｾｯﾄｱｯﾌﾟでまだ設定し ていない出力の選択のみが表示されます。

p 空きの出力があ る場合は、 選択肢 " ﾊｲ " が表示されます。

" ｲｲｴ " は、 利用でき る出力がな く なった と きに表示されます。
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6.2.3 " 脈流 " ク イ ッ クセ ッ ト ア ッ プ 

往復ポンプ、 蠕動ポンプ、 ベーンポンプなど、 脈動する形で媒体を輸送するポンプタ イプを使
用する場合は、 一時的に流量が激し く 変動し ます。 こ う いったポンプでは、 容積室や弁からの
漏れによ る逆流も生じ る可能性があ り ます。

! 注意 ! 
" 脈流 " ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プを実行する前に、 " 基本設定 " ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プを実行し て
く ださい → 75 ページ。

A0001213

図 63 ： 各種ポンプの流量特性

A 脈流が大きい場合

B 脈流が小さい場合

1 単筒ベーンポンプ

2 2 連ベーンポンプ

3 電磁ポンプ

4 蠕動ポンプ、 フ レキシブルホース

5 多連往復動ポンプ

脈流が大きい場合

" 脈流 " ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プでい く つかの機器機能を細か く 設定する こ と によ って、 流量範囲
全体にわた り 流量の変動を補償し、 脈動する液体の流量を適切に計測する こ と ができ る よ う に
な り ます。 このク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ メ ニューの実行方法ついては、 次のセ ク シ ョ ンで詳細に
説明し ます。

! 注意 ! 
正確な流量特性が不明の場合は、 " 脈流 " ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プを実行する よ う お勧めし ます。

脈流が小さい場合

ギアポンプ、 3 連ポンプ、 多連ポンプなど を使用し て流量変動が小さい場合は、 必ずし も " 脈流
" ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プを実行する必要はあ り ません。

ただし、 安定し た一定の信号を出力するために、 下記の機能を現場のプロセス条件に合わせる
よ う お勧めし ます （" 機能説明書 " 参照）。 これは特に、 電流出力に当てはま り ます。

• 機器のダンピング ： " ｼｽﾃﾑ ﾀﾞﾝﾋﾟﾝｸﾞ " 機能 → 値を大き く し ます
• 電流出力のダンピング ： " ｼﾞﾃｲｽｳ " 機能 → 値を大き く し ます
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" 脈流 " ク イ ッ クセ ッ ト ア ッ プの実行

このク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プを利用する と、 脈流が含まれる計測運転に関連する機器機能をすべ
て、 系統的に調整 / 設定する こ と ができ ます。 この手順では、 計測範囲、 電流範囲、 フルス
ケール値などのすでに設定済みの値は変更されません。

A0009839

図 64 ： 脈流が大きい運転のための " ク イ ッ クセ ッ ト ア ッ プ " メ ニュー
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! 注意 ! 
• パラ メ ータ操作中に ESC キー組合せを押すと、 表示がﾐｬｸﾘｭｳ ﾉ ｾｯﾄｱｯﾌﾟ機能 （1003） に戻 り

ます。
• こ のク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プは、 " 基本設定 " ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プの直後に呼び出すこ と も、

ﾐｬｸﾘｭｳ ﾉ ｾｯﾄｱｯﾌﾟ機能によ り 手動で呼び出すこ と も でき ます （1003）。

m カ ウ ン タ設定では、 現在実行し ているｸｲｯｸｾｯﾄｱｯﾌﾟでまだ設定し ていないカ ウ ン タの選択のみが表示

されます。

n すべてのカ ウ ン タが設定される まで " ﾊｲ " が表示され続けます。

" ｲｲｴ " は、 利用でき る カ ウ ン タがな く なった と きに表示されます。

o 出力設定では、 現在実行し ているｸｲｯｸｾｯﾄｱｯﾌﾟでまだ設定し ていない出力の選択のみが表示されます。

p すべての出力が設定される まで " ﾊｲ " が表示され続けます。

" ｲｲｴ " は、 利用でき る出力がな く なった と きに表示されます。

" 脈流 " クイックセットアップ 

HOME ポジシ ョ ン → F → ｿｸﾃｲｽﾙｱﾀｲ (A)

ｿｸﾃｲｽﾙｱﾀｲ → O → ｸｲｯｸｾｯﾄｱｯﾌﾟ (B)

ｸｲｯｸｾｯﾄｱｯﾌﾟ → N → ﾐｬｸﾘｭｳ ｾｯﾄｱｯﾌﾟ （1003）

機能番号 機能名 選択すべき設定 （ P ）

1003 ﾐｬｸﾘｭｳ ｾｯﾄｱｯﾌﾟ ﾊｲ

確認のために F を押すと、 それに続 く 全ての機能が ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ メ ニューに順次呼び出されます。

Æ

基本設定

2002 ﾋｮｳｼﾞ ﾉ ﾁｴﾝ 1 秒

3002 ｾｷｻﾝｹｲ ﾓｰﾄﾞ (DAA) +/- ﾊﾟﾙｽｱｼﾞｬｽﾄ ( ｾｷｻﾝｹｲ 1)

3002 ｾｷｻﾝｹｲ ﾓｰﾄﾞ (DAB) +/- ﾊﾟﾙｽｱｼﾞｬｽﾄ ( ｾｷｻﾝｹｲ 2)

3002 ｾｷｻﾝｹｲ ﾓｰﾄﾞ (DAC) +/- ﾊﾟﾙｽｱｼﾞｬｽﾄ ( ｾｷｻﾝｹｲ 3)

" ﾃﾞﾝﾘｭｳｼｭﾂﾘｮｸ 1 ～ n" の信号タ イプ

4004 ｿｸﾃｲ ﾓｰﾄﾞ ﾐｬｸﾘｭｳ

4005 ｼﾞﾃｲｽｳ 1 秒

" ﾊﾟﾙｽ /FREQ ｼｭﾂﾘｮｸ 1 ～ n" （ｼｭｳﾊｽｳ動作モード） の信号タ イプ

4206 ｿｸﾃｲ ﾓｰﾄﾞ ﾐｬｸﾘｭｳ

4208 ｼﾞﾃｲｽｳ 0 秒

" ﾊﾟﾙｽ /FREQ ｼｭﾂﾘｮｸ 1 ～ n" （ﾊﾟﾙｽ動作モード） の信号タ イプ

4225 ｿｸﾃｲ ﾓｰﾄﾞ ﾐｬｸﾘｭｳ

その他の設定

8005 ｱﾗｰﾑ ﾁｴﾝｾｯﾃｲ 0 秒

6400 LF ｶｯﾄｵﾌ ﾉ ﾜﾘｱﾃ ﾀｲｾｷ ﾘｭｳﾘｮｳ

6402 LF ｶｯﾄｵﾌ ON ﾉ ｱﾀｲ 推奨設定 0.4 l/s

6403 LF ｶｯﾄｵﾌ OFF ﾉ ｱﾀｲ 50%

6404 ﾌﾟﾚｯｼｬ ﾊﾟﾙｽ ｻﾌﾟﾚｽ 0 秒

Æ

HOME ポジシ ョ ンに戻る

→ Esc キー （X） を 3 秒以上押し続け る。

→ Esc キー （X） を繰 り 返し押す → 機能マ ト リ ッ ク スから順次抜け出し ます。
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6.3 アプ リ ケーシ ョ ン固有の設定

6.3.1 ゼロポイ ン ト 調整

ゼロポイ ン ト 調整は、 通常、 必要あ り ません。

ゼロポイ ン ト 調整が必要と なるのは、 次のよ う な特別な場合のみです。

• 微小流量で、 最高の計測精度を要求する場合
• 非常に極端なプロセス あ るいは操作条件 （例 - 高温の流体や粘度の非常に高い流体）。

ゼロポイ ン ト 調整時の注意

ゼロポイ ン ト 調整を行な う 前に、 以下の点に注意し て く ださい。

• ゼロ点調整は、 気体あ るいは固体を含まない液体でのみ実行し て く ださ い。
• ゼロ点調整は、計測チューブを流体で完全に満たし、流量ゼロ（v = 0 m/s）の状況下で実行
します。 計測範囲の上流側および下流側に遮断弁を設けるか、 または既存のバルブを使用し て
く ださい （→ 80 ページ）。
- 標準運転→ バルブ 1 および 2 開
- ポンプ圧力を使用し たゼロポイ ン ト 調整→ バルブ 1 開 / バルブ 2 閉
- ポンプ圧力を使用し ないゼロ点調整 → バルブ 1 閉 / バルブ 2 開

" 警告 ! 
• 計測の困難な流体の場合 （例 ： 固体あ るいは気体を含む場合）、 ゼロポイ ン ト 調整を繰 り 返し

行って も、 安定し たゼロポイ ン ト を取得する こ と が困難であ る可能性があ り ます。 このよ う
な場合は、 弊社にご連絡 く ださい。

• " ｾﾞﾛﾃﾝ " 機能 （→" 機能説明書 " を参照） を使用し て、 現在有効なゼロ点値を確認する こ と が
でき ます。

A0001143

図 65 ： ゼロ点調整と遮断バルブ
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ゼロポイ ン ト 調整の実行

1. 通常運転状態に戻る までシステムを稼働させます。

2. 流れを停止させます （v = 0 m/s）。

3. 遮断バルブからの漏れを確認し ます。

4. 供給圧力が、 正常かチェ ッ ク し ます。

5. 現場表示計を使用し て、 機能マ ト リ ッ ク スの " ｾﾞﾛﾎﾟｲﾝﾄﾁｮｳｾｲ " 機能を選択し て く ださい。

HOME → F → R → ｷﾎﾝｷﾉｳ

ｷﾎﾝｷﾉｳ → F → R → ｼｮﾘﾊﾟﾗﾒｰﾀ CH1/CH2

ｼｮﾘﾊﾟﾗﾒｰﾀ → F → R → ﾁｮｳｾｲ

ﾁｮｳｾｲ → F → ｾﾞﾛﾎﾟｲﾝﾄﾁｮｳｾｲ

6. 機能マ ト リ ク スがロ ッ ク状態であ る場合は、 OS を押すと、 自動的にア ク セス コード を入
力する画面が表示されます。 ア ク セス コード を入力し て く ださ い。

7. OS を使用し て " ｽﾀｰﾄ " 設定を選択し、 F で確定し ます。

プロ ンプ ト 画面で " ﾊｲ " を選択し、 再度確認のため F を押し て く ださい。 ゼロポイ ン ト 調
整がス ター ト し ます。

- ゼロポイ ン ト 調整が始ま る と、 " ｾﾞﾛﾁｮｳｾｲ ｼﾝｺｳﾁｭｳ " と い う メ ッ セージが表示部に 
30 ～ 60 秒間表示されます。

- 計測チューブ内の流速が 0.1 m/s を超え る と、 次のよ う なエラー メ ッ セージが表示部に現
れます ： " ｾﾞﾛﾁｮｳｾｲ ｼｯﾊﾟｲ "

- ゼロ点調整が完了する と、 " ｾﾞﾛﾎﾟｲﾝﾄﾁｮｳｾｲ " 機能が再び表示されます。

8. HOME ポジシ ョ ンに戻る

- Esc キー （X） を 3 秒以上押し続ける。
- Esc キー （X） を繰 り 返し押す。
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6.3.2 自己診断機能

追加ソ フ ト ウ ェアパッ ケージ " 自己診断機能 " を使用する こ と によ って、 計測システムの変化
を早い段階から発見でき ます （F チッ プ、 ア ク セサ リ → 88 ページ）。 計測システムの変化は
通常計測精度の低下を も た ら し、 深刻なシステムエラーにつながる恐れがあ り ます。

自己診断機能を使用する こ と によ り 、 体積流量や流速、 信号強度、 音速値などプロセスや本機
器の様々なパラ メ ータ を記録する こ と ができ ます。

これら計測パラ メ ータの傾向を分析する こ と によ り 、 計測システムの " 基準状態 " からの変化
を早い段階で検出でき、 対策を講じ る こ と ができ ます。

ト レン ド分析の基礎と なる基準値

ト レン ド分析するためには、 対象と なるパラ メ ータの基準値を記録する必要があ り ます。 こ う
いった基準値は、 再現性のあ る一定条件下で決定し ます。 基準データは、 基本設定中や特定の
処理中 （洗浄サイ クル等） など、 現場固有のプロセス条件下で取得し ます。

基準値は、 ﾕｰｻﾞｰｷｼﾞｭﾝｼﾞｮｳｹﾝ機能 （7601） で記録し、 本機器に保存し ます。

" 警告 ! 
プロセスや機器のパラ メ ータ を ト レン ド分析するには基準値が必要です。

基準値の決定は、 一定の変化し ないプロセス条件下でのみ行 う こ と ができ ます。

データ取得方法

プロセスおよび機器のパラ メ ータ を記録する方法は 2 通 り あ り ます。 どち らの方法で記録する
かはｼｭﾄｸﾓｰﾄﾞ機能 （7610） で指定する こ と ができ ます。

•  " ﾃｲｷﾃｷ " ： データは本機器で周期的に取得し ます。 データ取得間隔はｼｭﾄｸｼﾞｶﾝ機能 （7611）
に入力し ます。

• " ｼﾝｸﾞﾙｼｮｯﾄ " ： ユーザーが定義し た時間に、 手動でデータ を取得し ます。

データの取得は、 プロセス条件が基準状態と なっている時に行 う よ う にし て く ださい。
こ う し ない と、 基準状態からの偏差を確実に決定する こ と ができ ません。

! 注意 ! 
最新の 10 個の入力データが計測システムに保存されます。
入力データの " 履歴 " はさ まざまな機能から呼び出すこ と ができ ます。

危険メ ッ セージの発生

必要に応じ て、 自己診断機能に関連するプロセス / 機器パラ メ ータに リ ミ ッ ト 値を設定でき ま
す。 リ ミ ッ ト 値を超え る と、 危険 メ ッ セージが発生し ます。 → 機能 " ｹｲｺｸﾓｰﾄﾞ " （7603）

リ ミ ッ ト 値は基準値からの相対偏差と し て計測システムに入力し ます。 → 機能 " ｹｲｺｸﾚﾍﾞﾙ " 
（76…）。

偏差は、 電流出力または リ レー出力を使用し て出力する こ と ができ ます。

診断パラメータ 保存データ（パラメータ毎）

体積流量

流速

信号強度

音速

実移動時間

有効率

- 基準値 → 機能 " ｷｼﾞｭﾝﾁ "

- 最小計測値 → 機能 "MIN. ﾉｱﾀｲ "

- 最大計測値 → 機能 "MAX. ﾉｱﾀｲ "

- 最新 10 個の計測値 リ ス ト  → 機能 " ﾘﾚｷ 1" 

- 計測値 / 基準値 偏差 → 機能 " ｼﾞｯｻｲﾉﾍﾝｻ "

! 注意 ! 

詳細は、 " 機能説明書 " を参照し て く だ さい。
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データの解釈

本機器で記録されたデータの解釈は、 実際のアプ リ ケーシ ョ ンに大き く 依存し ます。 つま り 、
ユーザーはそのプロセス条件と偏差について熟知し ている必要があ り ます。 この偏差は、 各条
件においてユーザーが決定する必要があ り ます。

例えば、 リ ミ ッ ト 機能を使用する場合には許容される偏差の上下限が分かっている こ と が重要
です。 さ も なければ、 " 正常 " な変動に対し て も危険 メ ッ セージが発生する可能性があ り ます。

基準状態からの偏差が生じ る理由には様々な ものが考え られます。 下表にい く つかの例 と考え
られる原因が示されています。

診断パラメータ 想定される基準状態との偏差の原因

信号強度 信号強度の変化は、 プロセスの変化に起因し ている場合があ り ます。

例えば、 液体中に含まれる気泡や固形物が増加し た り 、 カ ッ プ リ ング

剤が乾燥し た り 、 落ちた り する と 、 信号処理が最適でな く な り ます。

音速 音速の変化は、 プロセスの変化に起因し ている場合があ り ます。 温度

や液体成分の変化が最も一般的な理由と し て考え られます。 音速の変

化が± 10％未満で、 最適な計測が行われます。

実移動時間 ：

変換器からの信号がセンサよ り 打

ち出され、 配管、 液体を通過し て

変換器に再び戻る までの一連の時

間。 この う ち、 液体中の伝搬時間

が流速に関係し ます。

実移動時間は、 音速に比例し、 音速の変化に沿った挙動を示し ます。

有効率

流速の計算に使用された計測値の

数を示し ます。

信号強度の変動によ り 有効率は低下し ます。 有効率は、 液体に含まれ

る気泡や固形物の指標にな り ます。
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6.3.3 "T- DAT ﾎｿﾞﾝ / ﾖﾐｺﾐ " によるデータの保存

"T- DAT ﾎｿﾞﾝ / ﾖﾐｺﾐ " 機能を使用する と、 本機器のすべての設定およびパラ メ ータ を、 T-DAT 
データ記憶装置に保存する こ と ができ ます。

A0001221

図 66 ： "T- DAT ﾎｿﾞﾝ / ﾖﾐｺﾐ " 機能によるデータの保存

選択肢

ﾖﾐｺﾐ

T-DAT データ記憶装置上にあ るデータが、 機器 メ モ リ （EEPROM） にコ ピーされます。

これによ り 、 本機器の前の設定およびパラ メ ータがすべて上書き されます。

本機器は再起動されます。

ﾎｿﾞﾝ

設定およびパラ メ ータが、 機器 メ モ リ （EEPROM） から T-DAT にコ ピーされます。

ｷｬﾝｾﾙ

処理が中止され、 1 つ前の選択レベルに戻 り ます。

適用例

• 基本設定完了後、 現在の計測ポイ ン ト のパラ メ ータ を T-DAT に保存する こ と ができ ます
（バッ ク ア ッ プ）。

• 変換器を交換する と きに、 T-DAT から新しい変換器 （EEPROM） にデータ を ロードする こ と
ができ ます。

! 注意 ! 
• コ ピー先の機器のソ フ ト ウ ェアが古い場合、 メ ッ セージ " ﾍﾝｶﾝｷ ｿﾌﾄｳｪｱ -DAT" が起動中に表

示されます。 こ の場合、 " ﾎｿﾞﾝ " 機能しか使用でき ません。
• ﾖﾐｺﾐ

こ の機能は、 コ ピー先の機器のソ フ ト ウ ェアバージ ョ ンが、 コ ピー元の機器と同じかそれよ
り 新しい場合に限って可能です。

• ﾎｿﾞﾝ
こ の機能は常に使用でき ます。

FEsc

E+-

XXX.XXX.XX

F F

FF FF

P P

PP

N

O

T-DAT
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6.4 ハー ド ウ ェ ア設定

6.4.1 HART 上書き禁止のオン / オフ

HART の書込み機能は、 入出力基板のジャ ンパピンによ り 有効 / 無効を設定でき ます。

# 危険 ! 
感電の危険性があ り ます。 露出し た部品には高電圧が付加されています。 電子部品のカバーを
外す前に電源を必ずオフにし て く ださい。

1. 電源をオフにし ます。

2. 入出力基板を取外し ます。 → 102 ページ

3. HART 上書き禁止をジ ャ ンパピンでオン またはオフにし ます。

4. 入出力基板を取 り 付けます→ 102 ページ

A0001212

図 67 ： HART 上書き禁止のオン / オフ （入出力基板）

1 HART 上書き禁止がオフ （初期設定）、 すなわち HART プロ ト コルが有効

2 HART 上書き禁止がオン （初期設定）、 すなわち HART プロ ト コルが無効

1

2
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PUT/O
UTPUT

4

IN
PUT/O

UTPUT
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PUT/O

UTPUT
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6.4.2 電流出力 ： アク テ ィ ブ / パッ シブ

電流出力は、 入出力基板または電流サブモジュール上の各種ジャ ンパピンの設定によ って、 " ア
ク テ ィ ブ " にも " パッ シブ " にも設定する こ と ができ ます。

# 危険 ! 
感電の危険性があ り ます。 露出し た部品には高電圧が付加されています。 電子部品のカバーを
外す前に電源を必ずオフにし て く ださい。

1. 電源をオフにし ます。

2. 入出力基板を取 り 外し ます。 → 102 ページ

3. → 86 ページに従ってジ ャ ンパピンを配置し ます。

" 警告 ! 

- 本機器を破壊する危険性があ り ます。
ジ ャ ンパピンの正確な位置を よ く 確認し て く ださ い。 ジ ャ ンパピンを間違って接続する と、
過大電流が生じ た り 、 本機器や本機器に接続し た機器が故障する可能性はあ り ます。

- 入出力基板上の電流サブモジュールの位置は、 注文し たバージ ョ ンによ って異な る こ と にご
留意 く ださい。 し たがって、 場合によ っては変換器端子部の端子割当も異な り ます
→ 51 ページ。

4. 入出力基板を取 り 付けます→ 102 ページ。

A0001214

図 68 ： ジ ャ ンパピンによる電流出力の設定 （入出力基板）

1 HART 電流出力 1

1.1 ア ク テ ィ ブ （初期設定）

1.2 パッ シブ

2 電流出力 2 （オプシ ョ ン、 差込式モジュール）

2.1 ア ク テ ィ ブ （初期設定）

2.2 パッ シブ
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6.4.3 リ レー接点 ： NC 接点 /NO 接点 

リ レー接点は、 入出力基板または電流サブモジュール上の 2 つのジャ ンパピンの設定によ って、
"NC 接点 " にも "NO 接点 " にも設定する こ と ができ ます。
現在の設定は、 " ｼｭﾂﾘｮｸﾘﾚｰｼﾞｮｳﾀｲ " 機能 （4740） に表示されます。

# 危険 ! 
感電の危険性があ り ます。 露出し た部品には高電圧が付加されています。 電子部品のカバーを
外す前に電源を必ずオフにし て く ださい。

1. 電源をオフにし ます。

2. 入出力基板を取外し ます。 → 102 ページ

3. ジ ャ ンパピンを配置し ます。

"    警告 ! 

- 割当固定型基板のジャ ンパピン設定は、 選択型基板の設定と逆にな り ます。 図の例を よ
く 確認し て く ださい。

- 設定を変更する場合は、 この 2 つのジ ャ ンパピンを抜いて、 反対側のス ロ ッ ト に差し込
む必要があ り ます。

- 選択型入出力基板上の リ レーサブモジュールの位置は、 注文し たバージ ョ ンによ って異
なる こ と にご留意 く ださい。 し たがって、 場合によ っては変換器端子部の端子割当も異
な り ます→ 51 ページ。

4. 入出力基板を取 り 付けます→ 102 ページ。

A0001215

図 69 ： 選択型入出力基板のリ レー接点 （NC 接点 / NO 接点） の設定

1 NO 接点の詳細 （ リ レー 1、 初期設定）

2 NC 接点の詳細 （ リ レー 2、 初期設定、 使用可能な場合）

A0001216

図 70 ： 固定型入出力基板のリ レー接点 （NC 接点 / NO 接点） の設定

1 NO 接点の詳細 （ リ レー 1、 初期設定）

2 NC 接点の詳細 （ リ レー 2、 初期設定）
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6.5 データ記憶装置 （HistoROM、 F チ ッ プ）

エン ド レ スハウザーでは、 HistoROM と い う 言葉を、 プロセスおよび機器のデータの保存先と な
る様々な タ イプのデータ ス ト レージモジュールを指す言葉 と し て使用し ています。 このモ
ジ ュールの取付け と取外し を行 う こ と で、 手本 と し て引用するデータは 1 つで、 機器設定を他
の各機器上に複製する こ と ができ ます。

6.5.1 HistoROM/T-DAT （変換器 DAT）

T-DAT は、 変換器のすべてのパラ メ ータ設定を保存する、 交換可能なデータ記憶装置です。

特定のパラ メ ータ設定を EEPROM から T-DAT へ保存、 あ るいは T-DAT から EEPROM へ保存
する場合は、 ユーザーが行 う 必要があ り ます （= 手動保存機能）。 関連する機能 （T- DAT ﾎｿﾞﾝ /
ﾖﾐｺﾐ） とデータの管理方法については、 84 ページを参照し て く ださ い。

6.5.2 F チ ッ プ （機能チ ッ プ）

F チッ プは、 追加のソ フ ト ウ ェ アパッ ケージが含まれているマイ ク ロプロセ ッサモジュールで
す。 このソ フ ト ウ ェアパッ ケージによ り 、 変換器の機能、 及び適用範囲を拡張する こ と ができ
ます。

F チッ プは、 後で追加可能なア ク セサ リ です。 入出力基板に差し込むだけで使用する こ と ができ
ます。 F チッ プのソ フ ト ウ ェ アは、 変換器を起動する と直ちに利用可能にな り ます。

ア ク セサ リ → 90 ページ

入出力基板への取付→ 102 ページ

" 警告 ! 
F チッ プの割 り 付けが各変換器固有のものになる よ う に、 F チ ッ プは入出力基板に差し込まれる
と直ちに、 変換器のシ リ アルナンバが与え られます。 つま り 、 この F チッ プは以後、 他の機器
で使用でき な く な り ます。
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7 メ ンテナンス
プロ ソ ニ ッ ク フ ロー 93 は特別な保守を行 う 必要は有 り ません。

外部洗浄

本機器を清掃する場合、 本機器のシール部を傷めない洗剤を使用し て く ださい。

カ ッ プ リ ング剤

配管と センサ間の音響効果を最大限引き出すにはカ ッ プ リ ング剤が必要です。 カ ッ プ リ ング材
は、 据付時に塗布し、 過酷な雰囲気でなければ塗 り なおす必要は有 り ません。
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8 ア クセサリ

変換器およびセンサには、 多種ア ク セサ リ が多数用意されています。 具体的なオーダーコード
については、 弊社サービ スにお問い合せ く ださい。

機器のアクセサリ

アクセサリ 説明 オーダーコード

ウ ォールマウ ン ト ハウ ジ

ング、 変換器プロ ソ ニ ッ

ク フ ロー 93

交換用あ るいは在庫用変換器。 オーダーコード を

使用し て以下の仕様を決定し ます。

• 防爆認証

• 保護等級 / バージ ョ ン

• 電線管接続口

• 表示部 / 電源 / 校正

• ソ フ ト ウ ェア

• 出力 / 入力

1 チャ ンネルバージ ョ ン ：

93XXX - XX1XX********

2 チャ ンネルバージ ョ ン ：

93XXX - XX2XX********

変換キ ッ ト 、

入力 / 出力

電流入力 / 出力設定を新バージ ョ ンに変換するの

に適し た差込式モジュールが含まれています。

DK9UI - **

センサ P

（15 ～ 65 A）

ク ラ ンプオンバージ ョ ン

15 ～ 65 A

• -40 ～ +100 ℃

• -40 ～ +150 ℃

DK9PS - 1*
DK9PS - 2*

センサ P

（50 ～ 4000 A）

ク ラ ンプオンバージ ョ ン

50 ～ 300 A

• -40 ～ +80 ℃

• -40 ～ +170 ℃

DK9PS - B*
DK9PS - F*

100 ～ 4000 A

• -40 ～ +80 ℃

• -40 ～ +170 ℃

DK9PS - A*
DK9PS - E*

センサ W

（50 ～ 4000 A）

ク ラ ンプオンバージ ョ ン

50 ～ 300 A、 -20 ～ +80 ℃

• IP 67 / NEMA 4X

• IP 68 / NEMA 6P

DK9WS - B*
DK9WS - N*

100 ～ 4000 A、 -20 ～ +80 ℃

• IP 67 / NEMA 4X

• IP 68 / NEMA 6P

DK9WS - A*
DK9WS - M*

センサ DDU18 音速計測用センサ

• -40 ～ +80 ℃

• 0 ～ +170 ℃

50091703

50091704

センサ DDU19 管厚計測用センサ 50091713
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計測方式関連のア クセサリ

アクセサリ 説明 オーダーコード

アル ミ ニウ ムフ ィ ール ド

ハウジング用

取付キ ッ ト

ウ ォールマウ ン ト ハウジング用取付キ ッ ト です。

適用 ：

• 壁への取付

• パイプへの取付

• パネル取付

DK9WM - A

フ ィ ール ド ハウ ジング用

取付キ ッ ト

アル ミ ニウ ムフ ィ ール ド ハウジング用取付キ ッ ト です。

適用 ： パイプ （3/4" ～ 3"） への取付

DK9WM - B

センサホルダセ ッ ト • プロ ソ ニ ッ ク フ ロー P （15 ～ 65 A） ：

センサホルダ、 ク ラ ンプオンバージ ョ ン

DK9SH - 1

• プロ ソ ニ ッ ク フ ロー P/W （50 ～ 4000 A）

- センサホルダ、 固定ロ ッ ク用ナッ ト 、 ク ラ ンプオンバー

ジ ョ ン

- センサホルダ、 取 り 外し可能な ロ ッ ク用ナッ ト 、 ク ラ ン

プオンバージ ョ ン

DK9SH - A

DK9SH - B

ク ラ ンプオン取付セ ッ ト

ク ラ ンプオン

プロ ソ ニ ッ ク フ ロー P 用センサ取付具 （15 ～ 65 A） ：

• U 字形ねじ 15 ～ 32 A

• ス ト ラ ッ プバン ド 40 ～ 65 A

DK9IC - 1*
DK9IC - 2*

プロ ソ ニ ッ ク フ ロー P/W 用センサ取付具 （50 ～ 4000 A） ：

• センサ取付具な し

• ス ト ラ ッ プバン ド 50 ～ 200 A

• ス ト ラ ッ プバン ド 200 ～ 600 A

• ス ト ラ ッ プバン ド 600 ～ 2000 A

• ス ト ラ ッ プバン ド 2000 ～ 4000 A

DK9IC - A*
DK9IC - B*
DK9IC - C*
DK9IC - D*
DK9IC - E*

• 取付工具な し

• 組立治具 50 ～ 200 A

• 組立治具 200 ～ 600 A

• 取付レール 50 ～ 200 A

• 取付レール 200 ～ 600 A

DK9IC - *1

DK9IC - *2

DK9IC - *3

DK9IC - *4

DK9IC - *5

接続ケーブル用コ ンジ ッ

ト アダプタ

プロ ソ ニ ッ ク フ ロー P （15 ～ 65 A） ：

• コ ンジ ッ ト アダプタ （電線管接続口 M20x1.5）

• コ ンジ ッ ト アダプタ （電線管接続口 ½" NPT）

• コ ンジ ッ ト アダプタ （電線管接続口 G½"）

DK9CB - BA1

DK9CB - BA2

DK9CB - BA3

プロ ソ ニ ッ ク フ ロー P/W （50 ～ 4000 A）

• コ ンジ ッ ト アダプタ （電線管接続口 M20x1.5）

• コ ンジ ッ ト アダプタ （電線管接続口 ½" NPT）

• コ ンジ ッ ト アダプタ （電線管接続口 G½"）

DK9CB - BB1

DK9CB - BB2

DK9CB - BB3

プロ ソ ニ ッ ク フ ロー P/W 

用接続ケーブル

プロ ソ ニ ッ ク フ ロー P （15 ～ 65 A）

5 m センサケーブル、 TPE-V、 -20 ～ +70 ℃

10 m センサケーブル、 TPE-V、 -20 ～ +70 ℃

15 m センサケーブル、 TPE-V、 -20 ～ +70 ℃

30 m センサケーブル、 TPE-V、 -20 ～ +70 ℃

DK9SS - BAA

DK9SS - BAB

DK9SS - BAC

DK9SS - BAD

プロ ソ ニ ッ ク フ ロー P/W （50 ～ 4000 A）

5 m センサケーブル、 PVC、 -20 ～ +70 ℃

10 m センサケーブル、 PVC、 -20 ～ +70 ℃

15 m センサケーブル、 PVC、 -20 ～ +70 ℃

30 m センサケーブル、 PVC、 -20 ～ +70 ℃

DK9SS - BBA

DK9SS - BBB

DK9SS - BBC

DK9SS - BBD

5 m センサケーブル、 PTFE、 -40 ～ +170 ℃

10 m センサケーブル、 PTFE、 -40 ～ +170 ℃

15 m センサケーブル、 PTFE、 -40 ～ +170 ℃

30 m センサケーブル、 PTFE、 -40 ～ +170 ℃

DK9SS - BBE

DK9SS - BBF

DK9SS - BBG

DK9SS - BBH

カ ッ プ リ ング剤 • カ ッ プ リ ング剤 0 ～ 170 ℃、 標準

• 接着性カ ッ プ リ ング剤 -40 ～ +80 ℃

• 水溶性カ ッ プ リ ング剤 -20 ～ +80 ℃

• SilGel -40 ～ +130 ℃

• DDU 19 用カ ッ プ リ ング剤、 20 ～ +60 ℃

• カ ッ プ リ ング剤 -40 ～ +80 ℃、 標準、 タ イプ MBG2000

DK9CM - 2

DK9CM - 3

DK9CM - 4

DK9CM - 5

DK9CM - 6

DK9CM - 7
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通信関連のアクセサリ

サービス関連のア クセサリ

アクセサリ 説明 オーダーコード

HART ハン ドヘル ド

コ ミ ュ ニケーター 

DXR375

HART 電流出力 （4 ～ 20 mA） および FOUNDATION 

フ ィ ール ド バス を使用し て機能設定および計測値の読取

り を行 う ハン ドヘル ド ター ミ ナルです。

詳細は、 弊社のサービ スにお問い合せ く だ さい。

DXR375 - *******

フ ィ ール ド ゲー ト  

FXA320

Web ブラ ウザによ る HART センサおよびア クチュエータ

の遠隔問合せを行 う ためのゲー ト ウ ェ イです。

• 2 チャ ンネルアナロ グ入力 （4 ～ 20 mA）

• イベン ト カ ウ ン ト 機能および周波数計測を備え るバイ

ナ リ 入力× 4

• モデム、 イーサネ ッ ト 、 または GSM によ る通信

• イ ン ターネ ッ ト / イ ン ト ラ ネ ッ ト によ る Web ブラ ウザ

や WAP 携帯電話での可視化

• E メ ールまたは SMS を使用し たア ラームによ る リ ミ ッ

ト 値の監視

• すべての計測値の同期タ イ ム ス タ ンプ

FXA320 - *****

フ ィ ール ド ゲー ト  

FXA520

Web ブラ ウザによ る HART センサおよびア クチュエータ

の遠隔問合せを行 う ためのゲー ト ウ ェ イです。

• 最大 30 点の計測ポ イ ン ト を遠隔監視する ための

Web サーバ

• 防爆エ リ アで使用する ための本質安全バージ ョ ン

[EEx ia]IIC

• モデム、 イーサネ ッ ト 、 または GSM によ る通信

• イ ン ターネ ッ ト / イ ン ト ラ ネ ッ ト によ る Web ブラ ウザ

や WAP 携帯電話での可視化

• E メ ールまたは SMS を使用し たア ラームによ る リ ミ ッ

ト 値の監視

• すべての計測値の同期タ イ ム ス タ ンプ

• 接続された HART 機器の リ モー ト 診断と リ モー ト 設定

FXA520 - ****

アクセサリ 説明 オーダーコード

アプ リ ケータ 流量計の選択およびサイ ジング用の ソ フ ト ウ ェアです。

ローカル PC にイ ン ス ト ールする ためのアプ リ ケータは、

イ ン ターネ ッ ト から ダウ ン ロードするか、 CD-ROM で注

文する こ と ができ ます。

詳細は、 弊社のサービ スにお問い合せ く だ さい。

DXA80 - *

フ ィ ール ド チェ ッ ク 現場で流量計をテス ト する ためのテス タ /

シ ミ ュ レータです。

"FieldCare" ソ フ ト ウ ェアパッ ケージ と併せて使用する

と、 試験結果をデータベースにイ ンポー ト し た り 、 印刷

し た り 、 公式証明書に利用する こ と ができ ます。

詳細は、 弊社のサービ スにお問い合せ く だ さい。

50098801

FieldCare FieldCare は、 エン ド レ スハウザー社の FDT ベースのプ

ラ ン ト 資産管理ツールです。 システム内のすべてのイ ン

テ リ ジェ ン ト フ ィ ール ド機器を設定する こ と ができ、 管

理するのに役立ちます。

ステータ ス情報を使用する こ と によ って、 ステータ ス と

状態を簡単かつ効果的にチェ ッ クする こ と ができ ます。

詳細は、 弊社のサービ ス

にお問い合わせ く ださい

www.endress.com

FXA193 FieldCare によ る設定を行 う ために、 本機器を PC に接続

する ためのサービ ス イ ン ターフ ェ イ スです。

FXA193 - *
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9 ト ラ ブルシューテ ィ ング

9.1 ト ラブルシューテ ィ ングについて

ス ター ト ア ッ プ後または操作中に故障が発生し た場合は、 以下のチェ ッ ク リ ス ト を使用し て ト
ラブルシ ューテ ィ ングを開始し て く ださい。 以下の手順を実行する こ と によ り 、 適切な対策を
取る こ と ができ ます。

表示部のチェック

何も表示されず、 出力

信号も出ていない。

1. 電源確認 → 端子 1、 2

2. 電源用 ヒ ューズの確認 → 104 ページ

AC 85...260 V ： 0.8 A ス ローブロー /250 V

AC 20...55 V および DC 16...62 V ： 2 A ス ローブロー /250 V

3. 電子基板の故障 → スペアーパーツを注文 → 101 ページ

何も表示されないが、

出力信号は出ている。

1. 表示モジ ュールの リ ボンケーブルコネ ク タがアンプ基板に正し く 挿入されて

いるかをチェ ッ ク → 102 ページ

2. 表示モジ ュールの欠陥 → スペアーパーツを注文  → 101 ページ

3. 電子基板の故障 → スペアーパーツを注文 → 101 ページ

デ ィ スプレ イの言語が

不明な言語。

電源をオフにし ます。 本機器上の OS キーを押し たま ま電源供給し て く ださい。

テキス ト が、 最大のコ ン ト ラ ス ト でかつ、 英語 （工場出荷設定） で表示されます。

計測値は表示される

が、 電流あ るいはパル

ス出力が出ていない

電子基板の故障→ スペアーパーツを注文 → 101 ページ

Æ

表示部上のエラーメッセージ

設定中または計測モード中に発生し たエラーはすぐに表示されます。 エラー メ ッ セージには各種のア イ コ

ンがあ り 、 これらのア イ コ ンの意味は、 次の とお り です。

- エラータ イプ ： S = システムエラー、 P = プロセスエラー

- エラー メ ッ セージ タ イプ ： $ = ア ラーム メ ッ セージ、 != 注意 メ ッ セージ

- ｵﾝｿｸ ﾚﾝｼﾞ ﾁｮｳｶ CH1 = エラーの名称 ： 例えば、 チャ ンネル 1 の音速が計測範囲外

- 03：00：05 = エラー発生の継続時間 （時間、 分および秒）

- # 492 = エラー番号

" 警告 ! 

• 60 ページを参照し て く ださい。

• 本機器では、 シ ミ ュ レーシ ョ ン と ポジテ ィ ブゼロ リ ターンはシステムエラーと し て解釈されますが、 注

意 メ ッ セージ と し て しか表示されません。

エラー番号 ：

No. 001 - 399

No. 501 - 799

システムエラー （機器エラー） 発生

→ 94 ページ

エラー番号 ：

No. 401 - 499

プロセスエラー （アプ リ ケーシ ョ ンエラー） 発生

→ 98 ページ

Æ

その他のエラー（エラーメッセージなし）

その他のエラーが発生 診断と 調整 → 99 ページ
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9.2 システムエラー メ ッ セージ

重大なシステムエラーは、 常に本機器によ って " ア ラーム メ ッ セージ " と し て認識され、 稲妻
のマーク （$） が表示部に表示されます。 ア ラーム メ ッ セージは、 すぐに入力および出力に影響
を及ぼし ます。

" 警告 ! 
重大な故障の場合は、 本機器を弊社に返却し て く ださい。 弊社に返却する前に、 6 ページの処理
手順を行って く ださい。

必要事項がすべて記入された " 安全 / 洗浄確認書 " を必ず同封し て く ださい。
" 安全 / 洗浄確認書 " は本取扱説明書の巻頭に添付されています。

! 注意 ! 
詳細は、 69 ページを参照し て く ださい。

No. エラーメッセージ / タイプ 原因 対処法（スペアパーツ → 90 ページ以降）

S = システムエラー

$ = ア ラーム メ ッ セージ （出力に影響する）

! = 注意 メ ッ セージ （出力に影響な し）

No. # 0xx → ハードウェアエラー

001 S ： CRITICAL FAILURE

 $ ： # 001

重大な機器エラー アンプ基板を交換し て く ださい。

011 S ： AMP HW EEPROM

 $ ： # 011

アンプ ：

EEPROM の欠陥

アンプ基板を交換し て く ださい。

012 S ： AMP SW EEPROM

 $ ： # 012

アンプ ：

EEPROM のデータ ア ク セスの

不良

エラーが発生し た EEPROM データブロ ッ クは " ﾄﾗﾌﾞﾙｼｭｰﾃｨﾝｸﾞ " 機能で

表示されます。 Enter キーを押し て当該エラーを確認する と 、 エラーが

発生し たパラ メ ータ値の代わ り に事前定義された標準値が挿入されま

す。

! 注意 ! 

積算計ブロ ッ ク でエラーが発生し た場合は、 本機器を再起動する必要が

あ り ます （エラー番号 111 / ｾｷｻﾝｹｲ ﾁｪｯｸｻﾑｴﾗｰを参照）。

 041 S ： ﾍﾝｶﾝｷ ﾊｰﾄﾞｳｴｱ DAT

$ ： # 041

1. T-DAT がアンプ基板に接続

されていないか、 あ るいは、

認識されていません。

2. T-DAT に故障が発生し てい

る。

1. T-DAT が正し く アンプ基板に差込まれているかを確認し ます。

2. 故障があ る場合は、 T-DAT を交換し て く ださい。 DAT を交換する

前に、 新し く 交換する DAT が電子部品と 互換性があ るかを確認し

て く ださ い。 次を確認し て く ださい。

スペアパーツセ ッ ト 番号

ハード ウ ェ ア改訂番号

3. 必要であれば、 電子基板を交換し て く だ さい。

 042 S ： ﾍﾝｶﾝｷ ｿﾌﾄｳｪｱ -DAT

 $ ： # 042

 051 S ： A/C ｺﾝﾊﾟﾃｨﾌﾞﾙ

 $: # 051

入出力基板と アンプ基板に、

互換性な し。

互換性のあ るモジュール と 基板を使用し て く ださい。 使用されているモ

ジ ュールの互換性を確認し て く ださい。 次を確認し て く ださい。

• スペアパーツセ ッ ト 番号

• ハード ウ ェア改訂番号

 061 S ： ﾊｰﾄﾞｳｪｱ F チ ッ プ

 $ : # 061

1. F チッ プが入出力基板に接

続されていないか、 あ るい

は、 認識されていません。

2. F チッ プに故障が発生し て

いる。

1. F チッ プを入出力基板に接続し て く ださい。

2. F チッ プを交換し て く ださい。

082 S ： ｾﾝｻ ﾀﾞｳﾝ CH1

 $ : # 082

センサ CH 1/2 と 変換器の間が

断線

• センサ と 変換器の間のケーブル接続を確認し て く だ さい。

• センサコネ ク タがし っか り ねじ留めされている こ と を確認し て く ださ

い。

• センサに欠陥があ る可能性があ り ます。

• 不適当なセンサが接続されています。

• ｾﾝｻ ﾀｲﾌﾟ機能 （6881） で不適当なセンサが選択されま し た。

083 S ： ｾﾝｻ ﾀﾞｳﾝ CH2

 $ : # 083

085 S ： ｾﾝｻ ｱｯﾌﾟ CH1

 $ : # 085

086 S ： ｾﾝｻ ｱｯﾌﾟ CH2

 $ : # 086

No. # 1xx   ソフトウェアエラー

 111 S ： ｾｷｻﾝｹｲ ﾁｪｯｸｻﾑ ｴﾗｰ

 $ : # 111

積算計チェ ッ クサムエラー 1. 本機器を再始動し て く ださい。

2. 必要であれば、 アンプ基板を交換し て く ださい。
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 121 S ： A/C ｺﾝﾊﾟﾃｨﾌﾞﾙ

 ! : # 121

ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ンが異な

るため、 入出力基板と アンプに

は、 部分的にしか互換性があ り

ません。 （機能が制限される可

能性あ り ）

! 注意 ! 

指示計には表示されません。

こ の メ ッ セージは

" ｺﾚﾏﾃﾞﾉｼﾞｮｳﾀｲ " 機能に記録さ

れるだけです。

旧ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ンの基板を フ ィ ール ド ケアによ ってア ッ プデー

ト するか、 基板を交換し て く ださい。

No. # 2xx → DAT でのエラー / データの受信不能

 205 S ： T-DAT ﾖﾐｺﾐﾁｭｳ

 ! : # 205

DAT 変換器 ：

T-DAT へのデータのバッ ク

ア ッ プ （ダウ ン ロード） に失

敗、 または T-DAT に保存され

た値へのア ク セス時 （ア ッ プ

ロード） のエラー。

1. T-DAT が正し く アンプ基板に差込まれているかを確認し ます。

2. 故障があ る場合は、 T-DAT を交換し て く ださい。 DAT を交換する

前に、 新し く 交換する DAT が電子部品と 互換性があ るかを確認し

て く ださい。

次を確認し て く ださい。

- スペアパーツセ ッ ト 番号

- ハード ウ ェ ア改訂番号

3. 必要であれば、 電子基板を交換し て く ださ い。

 206 S ： T-DAT ﾎｿﾞﾝﾁｭｳ

 !: # 206

 251 S ： I/O- ｱﾝﾌﾟ ﾂｳｼﾝｴﾗｰ

 $ ： # 251

アンプ基板の内部通信異常 アンプ基板を交換し て く ださい。

 261 S ： I/O- ｱﾝﾌﾟ ﾂｳｼﾝｴﾗｰ

 $ ： # 261

アンプ と入出力基板間でデータ

の授受がないか、 あ るいは間

違った内部データ を転送。

バスの接続部をチェ ッ ク し て く ださい。

No. # 3xx → 制限されたシステム範囲を超過

 339
 |

 342

S ： ﾃﾞﾝﾘｭｳｼｭﾂﾘｮｸ n ｽﾀｯｸ

 ! : # 339 ～ 342

流量成分のバッ フ ァ リ ング （脈

流の計測モード） を、 60 秒以内

に計算し、 出力する こ と ができ

ませんでし た。

1. 上限あ るいは下限の設定を変更し て く ださ い。

2. 流量を増加、 あ るいは減少させて く ださい。

エラーの分類がア ラーム メ ッ セージ （$） の場合 ：

- 出力のフ ェールセーフモード を " ｼﾞｯｻｲﾉｱﾀｲ " にする こ と によ り 、

バッ フ ァはク リ ア されます。

- 上記 1 に述べた方法によ り バッ フ ァ を ク リ アでき ます。

 343
 |

 346

S ： ｼｭｳﾊｽｳｼｭﾂﾘｮｸ n ｽﾀｯｸ

 ! : # 343 ～ 346

 347
 |

 350

S ： ﾊﾟﾙｽ n ｽﾀｯｸ

 ! ： # 347 ～ 350

流量成分のバッ フ ァ リ ング （脈

流の計測モード） を、 60 秒以内

に計算し、 出力する こ と ができ

ませんでし た。

1. パルス値の設定を大き く し て く ださ い。

2. 積算計が対応でき る場合には、 最大パルス周波数を上げて く ださ

い。

3. 流量を増加、 あ るいは減少させて く ださい。

エラーの分類がア ラーム メ ッ セージ （$） の場合 ：

- 出力のフ ェールセーフモード を " ｼﾞｯｻｲﾉｱﾀｲ " にする こ と によ り 、

バッ フ ァはク リ ア されます。

- 上記 1 に述べた方法によ り バッ フ ァ を ク リ アでき ます。

 351
 |

 354

S ： ﾃﾞﾝﾘｭｳ n ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ

 ! ： # 351 ～ 354

電流出力 ：

現在の流量が設定範囲外。

1. 上限あ るいは下限の設定を変更し て く ださ い。

2. 流量を増加、 あ るいは減少させて く ださい。

 355
 |

 358

S ： ｼｭｳﾊｽｳ n ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ

 ! ： # 355...358

周波数出力 ：

現在の流量が設定範囲外。

1. 上限あ るいは下限の設定を変更し て く ださ い。

2. 流量を増加、 あ るいは減少させて く ださい。

 359
 |

 362

S ： ﾊﾟﾙｽ n ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ

 ! ： # 359...362

パルス出力 ：

パルス出力周波数が設定範囲

外。

1. パルス値の設定を大き く し て く ださ い。

2. パルス幅を入力する と きに、 接続された積算計で処理でき る値を選

択し て く ださい

（例 ： 機械式積算計、 PLC など）。 パルス幅を決定 ：

- 方法 1 ： 接続されたカ ウ ン タの仕様から最小パルス ON 時間を入

力し ます。

- 方法 2 ： 接続されたカ ウ ン タの仕様から最大パルス周波数を調べ、

その逆数の半分の値を入力し ます。

例 ： 接続されている カ ウ ン タの最大周波数が 10 Hz の時、 パルス幅

は、 次式のよ う に決定されます。

a0004437

3. 流量を減ら し て く ださい。

No. エラーメッセージ / タイプ 原因 対処法（スペアパーツ → 90 ページ以降）

1

2.10 Hz
= 50 ms
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 392 S ： ｼｸﾞﾅﾙ ﾃｲｶ CH1

 $ : # 392

音波計測区域の減衰度が大き

い。

• カ ッ プ リ ング剤を塗 り 替え る必要があ るかど う かを確認し ます。

• 流体の減衰度が大きすぎ る可能性があ り ます。

• 配管の減衰度が大きすぎ る可能性があ り ます。

• センサ間距離 （設置寸法） を確認し て く ださい。

• 可能な場合は、 ト ラバース数を減ら し て く だ さい。

 393 S ： ｼｸﾞﾅﾙ ﾃｲｶ CH2

 $ : # 393

No # 5xx → アプリケーションエラー

 501 S ： ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ ｼﾝｺｳﾁｭｳ

 ! : # 501

アンプまたは通信モジ ュールの

新しいソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン

を ロード し ています。 現在、 他

のコマン ド は実行でき ません。

手順が完了する まで待って く だ さい。 本機器は自動的に再ス ター ト し

ます。

 502 S ： ｱｯﾌﾟ / ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ ｼﾝｺｳﾁｭｳ

 ! ： # 502

操作ソ フ ト ウ ェアで本機器の

データ をア ッ プ / ダウ ン ロード

中です。 現在、 他のコマン ド は

実行でき ません。

手順が完了する まで待って く だ さい。

 592 S ： CH1 ｼｮｷｶ ﾁｭｳ

 $ : # 592

CH 1/2 の初期化実行中。

出力はすべて "0" にセ ッ ト され

ます。

手順が完了する まで待って く だ さい。

 593 S ： CH2 ｼｮｷｶ ﾁｭｳ

$ : # 593

No. # 6xx  シミュレーションオペレーションが作動中

 602 S ： ﾎﾟｼﾞﾃｨﾌﾞ ｾﾞﾛ ﾘﾀｰﾝ CH1

 ! : # 602

ポジテ ィ ブゼロ リ ターン

チャ ンネル CH1、 CH2、 または 

CH1 および 2 で作動中。

" 警告 ! 

こ の注意 メ ッ セージは、 最優先

で表示されます。

ポジテ ィ ブゼロ リ ターンをオフにし て く だ さい。

 603 S ： ﾎﾟｼﾞﾃｨﾌﾞ ｾﾞﾛ ﾘﾀｰﾝ CH2

 ! : # 603

 604 S ： ﾎﾟｼﾞﾃｨﾌﾞ ｾﾞﾛ ﾘﾀｰﾝ CH1&2

 !: # 604

 611
 |

 614

ﾃﾞﾝﾘｭｳ n SIM. ﾁｭｳ

 ! ： # 611...614

電流出力シ ミ ュ レーシ ョ ンが作

動中。

 621
 |

 624

S ： ｼｭｳﾊｽｳ n SIM. ﾁｭｳ

 ! ： # 621...624

周波数出力シ ミ ュ レーシ ョ ンが

作動中。

シ ミ ュ レーシ ョ ンをオフにし て く だ さい。

 631
 |

 634

S ： ﾊﾟﾙｽ n SIM. ﾁｭｳ

 ! ： # 631 ～ 634

パルス出力シ ミ ュ レーシ ョ ンが

作動中。

シ ミ ュ レーシ ョ ンをオフにし て く だ さい。

 641
 |

 644

S ： ｽﾃｰﾀｽ n SIM. ﾁｭｳ

 ! ： # 641...644

ステータ ス出力シ ミ ュ レーシ ョ

ンが作動中。

シ ミ ュ レーシ ョ ンをオフにし て く だ さい。

 651
 |

 654

S ： ﾘﾚｰ n ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝﾁｭｳ

 ! : # 651 ～ 654

リ レー出力シ ミ ュ レーシ ョ ンが

作動中。

シ ミ ュ レーシ ョ ンをオフにし て く だ さい。

 671
 |

 674

S ： ｽﾃｰﾀｽ n In SIM. ﾁｭｳ

! ： # 671...674

ステータ ス入力シ ミ ュ レーシ ョ

ンが作動中。

シ ミ ュ レーシ ョ ンをオフにし て く だ さい。

 691 S ： ﾌｪｰﾙｾｰﾌ SIM. ﾁｭｳ

 ! ： # 691

フ ェールセーフモード シ ミ ュ

レーシ ョ ン （出力） が作動中。

シ ミ ュ レーシ ョ ンをオフにし て く だ さい。

 694 S ： ｿｸﾃｲ SIM. ﾁｭｳ CH1

 ! : # 694

チャ ンネル 1/2 ： 体積流量シ

ミ ュ レーシ ョ ン作動中。

シ ミ ュ レーシ ョ ンをオフにし て く だ さい。

 695 S ： ｿｸﾃｲ SIM. ﾁｭｳ CH2

 ! : # 695

 696 S ： ﾌｪｰﾙｾｰﾌ SIM. ﾁｭｳ CH1

 ! : # 696

CH 1/2 のエラー時の出力シ

ミ ュ レーシ ョ ンが作動中。

シ ミ ュ レーシ ョ ンをオフにし て く だ さい。

 697 S ： ﾌｪｰﾙｾｰﾌ SIM. ﾁｭｳ CH2

 ! : # 697

 698 S ： ｼﾞｺｼﾝﾀﾞﾝ ｼﾝｺｳﾁｭｳ

 ! : # 698

試験 / シ ュ ミ レーシ ョ ン機器で

本機器をチェ ッ ク中。

−

No. エラーメッセージ / タイプ 原因 対処法（スペアパーツ → 90 ページ以降）
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Nr. # 7xx → 校正またはアクションエラー

 743 S ： 0 ﾃﾝﾁｮｳｾｲ ｼｯﾊﾟｲ CH1

 ! : # 743

CH 1/2 のゼロ ポ イ ン ト 調整が

不可能、 または中断された。

流速が = 0 m/s になっているか確認し て く ださい。

 744 S ： 0 ﾃﾝﾁｮｳｾｲ ｼｯﾊﾟｲ CH2

 ! : # 744

No. # 8xx → ソフトウェアオプションによる追加のエラーメッセージ（超音波流量計）

 810 S ： ﾀｲｾｷﾘｭｳﾘｮｳ ﾉ ｼﾝﾀﾞﾝ CH1

 ! : # 810

自己診断機能 ：

体積流量が、 自己診断機能で設

定し た範囲を超過。

−

 820 S ： ﾀｲｾｷﾘｭｳﾘｮｳ ﾉ ｼﾝﾀﾞﾝ CH2

 ! : # 820

−

 811 S ： ﾀｲｾｷﾘｭｳﾘｮｳ ﾉ ｼﾝﾀﾞﾝ CH1

 ! : # 811

自己診断機能 ：

流速が、 自己診断機能で設定し

た範囲を超過。

−

 821 S: ﾀｲｾｷﾘｭｳﾘｮｳ ﾉ ｼﾝﾀﾞﾝ CH2

 ! : # 821

−

 812 S: ｼﾝｺﾞｳｷｮｳﾄﾞ ﾉ ｼﾝﾀﾞﾝ CH1

 ! : # 812

自己診断機能 ：

信号強度が、 自己診断機能で設

定し た範囲を超過。

−

 822 S: ｼﾝｺﾞｳｷｮｳﾄﾞ ﾉ ｼﾝﾀﾞﾝ CH2

 ! : # 822

−

 813 S ： ｵﾝｿｸ ﾉ ｼﾝﾀﾞﾝ CH1

 ! : # 813

自己診断機能 ：

音速が、 自己診断機能で設定し

た範囲を超過。

−

 823 S: ｵﾝｿｸ ﾉ ｼﾝﾀﾞﾝ CH2

 ! : # 823

−

 814 S ： ｲﾄﾞｳｼﾞｶﾝ ﾉ ｼﾝﾀﾞﾝ CH1

 ! ： # 814

自己診断機能 ：

実移動時間が、 自己診断機能で

設定し た範囲を超過。

−

 824 S ： ｲﾄﾞｳｼﾞｶﾝ ﾉ ｼﾝﾀﾞﾝ CH2

 ! ： # 824

−

 815 S ： ﾕｳｺｳﾘﾂ ﾉ ｼﾝﾀﾞﾝ CH1

 ! : # 815

自己診断機能 ：

体積流量が、 自己診断機能で設

定し た範囲を超過。

−

 825 S ： ﾕｳｺｳﾘﾂ ﾉ ｼﾝﾀﾞﾝ CH2

 ! : # 825

−

 830 S ： ﾍｲｷﾝﾘｭｳｿｸ ﾉ ｼﾝﾀﾞﾝ 

 ! : # 830

自己診断機能 ：

平均流速が、 自己診断機能で設

定し た範囲を超過。

−

 831 S ： ﾍｲｷﾝﾘｭｳｿｸ ﾉ ｼﾝﾀﾞﾝ 

 ! : # 831

−

 833 S ： ﾍｲｷﾝｵﾝｿｸ ﾉ ｼﾝﾀﾞﾝ 

 ! : # 833

自己診断機能 ：

平均音速が、 対応する診断機能

で設定し た範囲を超過。

−

No. エラーメッセージ / タイプ 原因 対処法（スペアパーツ → 90 ページ以降）
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9.3 プロセスエラー メ ッ セージ

プロセスエラーは、 " ア ラーム メ ッ セージ " あ るいは " 注意 メ ッ セージ " のいずれか と し て設定
され、 それに応じ てエラー発生時の入出力に影響を及ぼし ます。 これは、 機能マ ト リ ク スで指
定し ます （" 機能説明書 " を参照）。

! 注意 ! 
詳細は、 59 ページ と 99 ページ以降を参照し て く ださい。

エラー
の種類

エラーメッセージ /No. 原因 対策

P = プロセスエラー

$ = ア ラーム メ ッ セージ （入力と 出力に影響あ り ）

! = 注意 メ ッ セージ （入 / 出力に影響な し）

P

$
ﾊﾟｲﾌﾟ ﾃﾞｰﾀ ? CH1

# 469

内径が負の値。 " ﾊﾟｲﾌﾟ ﾃﾞｰﾀ " 機能グループで、" ﾊﾟｲﾌﾟ ｴﾝｼｭ " 機能と " ﾊﾟｲﾌﾟ ｱﾂｻ " また

は " ﾗｲﾆﾝｸﾞ ｱﾂｻ " 機能の値をチェ ッ ク し て く ださい。

P

$
ﾊﾟｲﾌﾟ ﾃﾞｰﾀ ? CH2

# 470

P

$
ｵﾝｿｸ ﾚﾝｼﾞ ﾁｮｳｶ CH1

# 492

チャ ンネル 1/2 の音速が、 変換器の

検出範囲外。

- センサの設置間距離を確認し て く ださい。

- 可能な場合は、 液体の音速を確認するか、 専門資料を確認し て く だ

さい。

現在の音速が、 定義し た計測範囲 （最低 / 最高） を超えている場合は、

" ｴｷﾀｲ " 機能グループで、 必要に応じ て変更し て く ださ い。

詳細については、 プロ ソ ニ ッ ク フ ロー 93 機能説明書 （BA 071D） の

ｴｷﾀｲ ｵﾝｿｸ機能 （6542） を参照し て く ださ い。

P

$
ｵﾝｿｸ ﾚﾝｼﾞ ﾁｮｳｶ CH2

# 493

P

!

ｶﾝｼｮｳ CH1

# 495

配管に伝達し た超音波が信号と 干渉

し ています。 センサのタ イプを変更

する よ う お勧めし ます。

" 警告 ! 

特に計測値がゼロ も し く は、 低流量

を表示し た場合、 センサのタ イプを

変更する必要があ り ます。

" ｾﾝｻｺｳｾｲ " 機能グループ （6882） で ト ラバース数を 2 から 1、 または 

4 から 3 に変更し、 それに応じ て設置位置を変更し て く だ さい。

P

!

ｶﾝｼｮｳ CH2

# 496



プロ ラ イ ン プロ ソニ ッ ク フ ロー 93 ト ラ ブルシューテ ィ ング

エン ド レスハウザー ジャパン 99

9.4 メ ッ セージの無いプロセスエラー

症状 調整

! 注意 ! 

故障を修正するには、 機能マ ト リ ク スの該当の設定を変更あ るいは調整する必要があ り ます。

以下で説明する機能 （例えば、 " ﾋｮｳｼﾞﾉﾁｴﾝ " など） の詳細については、 " 機能説明書 " を参照し て く ださい。

流れが正方向であ るにも関わらず、

流量値が負の値を表示し ている。

1. 配線を確認し て く だ さい。 → 48 ページ

必要な場合は、 端子での " 上流 " と " 下流 " の接続を逆にし て く だ さい。

2. " ｾﾝｻ ﾄﾘﾂｹﾎｳｺｳ " 機能の設定を、 必要に応じ て変更し て く だ さい。

流量が安定し ているにも関わらず、

計測値が変動する。

1. 流体に気泡がないかをチェ ッ ク し て く だ さい。

2. " ｼﾞﾃｲｽｳ " 機能 （電流出力） の数値を大き く し て く ださい。

3. " ﾋｮｳｼﾞ ﾉ ﾁｴﾝ " 機能の数値を大き く し て く ださ い。

例えば往復ポンプ、 蠕動ポンプ、

ダ イ アフ ラ ム式ポンプなどのよ う

な送 り 出し特性を持つポンプを使

用し ている こ と が原因で、 計測値

の読取 り または計測値出力が脈動

または変動する。

" 脈流 " ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プを実行し て く ださい → 77 ページ。

こ う いった方法で も改善されない場合は、 ポンプ と 流量計の間にパルセーシ ョ ンダンパを設置し て く ださ

い。

流量計内部の積算計と 、 外部のカ

ウ ン タの表示に差があ る。

"ｾｲﾎｳｺｳ" または "ｾｲ/ﾌ ﾘｮｳﾎｳｺｳ"計測モード ではパルス出力で減算ができ ないため、配管内で逆流が生じ

る と 特に このエラーが発生し ます。

解決策 ：

正負両方向の流量を考慮する よ う にし ます。該当パルス出力の " ｿｸﾃｲﾓｰﾄﾞ " 機能を " ﾐｬｸﾘｭｳ " に設定し て く

だ さい。

流体が、 停止し た場合や計測官内

が充填されている場合でも、 計測

値がデ ィ スプレ イに表示される。

1. 流体に気泡がないかをチェ ッ ク し て く だ さい。

2. "LF ｶｯﾄｵﾌ " 機能を有効にする、 すなわち切替ポ イ ン ト の値を入力するか、 大き く し ます。

現在の流量信号に関係な く 、 電流

出力信号が常に 4 mA になる。

1. " ﾊﾞｽｱﾄﾞﾚｽ " 機能を "0" に設定し ます。

2. ローフ ローカ ッ ト オフが高すぎます。 "LF ｶｯﾄｵﾌ " 機能の値を小さ く し ます。

故障を調整でき ない、 あ るいは上

記以外の故障が発生する。

この場合は、 弊社サービ スにご連

絡 く ださい。

こ のよ う な問題に対処するには、 次の方法を と る こ と ができ ます。

弊社サービスに依頼する
弊社のサービ スにサービ ス技術者の派遣を依頼される場合は、 次のよ う な情報をご連絡 く ださい。

- 簡単な故障の内容

- 銘板の仕様 ： オーダーコード と シ リ アル番号

弊社へ本機器を返却する
弊社へ本機器を返却し て修理あ るいは校正を依頼するには、 返却前に必ず、 本書に記載されている処置を

行って く ださい。

必ず、 " 安全 / 洗浄確認書 " に必要な内容を正し く 記載し、 それを流量計に同封し て く ださい。

" 安全 / 洗浄確認書 " は本取扱説明書の最初に添付されています。

変換器の電子部品を交換する
本機器の電子部品に欠陥があ る場合→スペアパーツの注文→ 101 ページ
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9.5 エラーに対する出力状態

! 注意 ! 
積算計、 電流出力、 パルス出力および周波数出力のフ ェールセーフモード は、 機能マ ト リ ク ス
の各種機能を使用し て設定する こ と ができ ます。 詳細は、 " 機能説明書 " を参照し て く ださ い。

ポジテ ィ ブゼロ リ ターンを使用する と、 例えば配管の洗浄中に計測を中断し なければな ら ない
場合などに、 電流、 パルスおよび周波数の出力を各フ ォールバッ ク値にセ ッ ト する こ と ができ
ます。 この機能は、 その他のすべての機器機能に優先し ます。 例えば、 シ ミ ュ レーシ ョ ンは中
止されます。

出力と積算計のエラー応答モード

プロセス / システムエラーあり ポジティブゼロリターンが有効

" 警告 ! 

 " 注意 メ ッ セージ " と し て設定されたシステムあ るいはプロセスエラーは、 入出力に影響を及ぼし ません。

詳細は、 60 ページ以降を参照し て く ださい。

電流出力 MIN. ﾃﾞﾝﾘｭｳ

" ｼｭﾂﾘｮｸﾃﾞﾝﾘｭｳﾊﾝｲ " で選択し た設定に従って、 エラー時には最小電流値を出力し

ます （" 機能説明書 " を参照 く ださい）。

MAX. ﾃﾞﾝﾘｭｳ

" ｼｭﾂﾘｮｸﾃﾞﾝﾘｭｳﾊﾝｲ " で選択し た設定に従って、 エラー時には最大電流値を出力し

ます （" 機能説明書 " を参照 く ださい）。

ﾎｰﾙﾄﾞｻﾚﾀｱﾀｲ

エラー発生前に最後に保存された計測値に基づいて計測値が出力されます。

ｼﾞｯｻｲﾉｱﾀｲ

現在の流量計測値に基づいて計測値が出力されます。 故障は無視されます。

出力信号は、 " 流量ゼロ " に対応し ます。

パルス出力 ﾌｫｰﾙﾊﾞｯｸﾁ

出力されません。

ﾎｰﾙﾄﾞｻﾚﾀｱﾀｲ

エラー発生前に最後に保存された計測値に基づいて計測値が出力されます。

ｼﾞｯｻｲﾉｱﾀｲ

故障は無視されます。 現在の計測値に基づいて計測値が出力されます。

出力信号は、 " 流量ゼロ " に対応し ます。

周波数出力 ﾌｫｰﾙﾊﾞｯｸﾁ

信号出力→ 0 Hz

ﾌｪｰﾙｾｰﾌ ﾉ ﾚﾍﾞﾙ

ﾌｪｰﾙｾｰﾌ ﾉ ﾚﾍﾞﾙ機能 （4211） で指定し た周波数が出力されます。

ﾎｰﾙﾄﾞｻﾚﾀｱﾀｲ

エラー発生前に最後に保存された計測値に基づいて計測値が出力されます。

ｼﾞｯｻｲﾉｱﾀｲ

故障は無視されます。 現在の計測値に基づいて計測値が出力されます。

出力信号は、 " 流量ゼロ " に対応し ます。

積算計 ｽﾄｯﾌﾟ

エラーがあ る場合、 積算計が停止し ます。

ｼﾞｯｻｲﾉｱﾀｲ

故障は無視されます。 積算計は現在の流量計測値に従ってカ ウ ン ト を継続し ます。

ﾎｰﾙﾄﾞｻﾚﾀｱﾀｲ

積算計は、 最後に有効だった値 （故障発生前） に基づいてカ ウ ン ト を継続し ます。

積算計は停止し ます。

リ レー出力 故障あ るいは電源異常時 ： リ レー → 非励磁

各種の設定 （ア ラーム メ ッ セージ、 流れ方向、 リ ミ ッ ト 値など） におけ る リ レー

の応答については、 " 機能説明書 " を参照し て く ださい。

リ レー出力には影響し ません。
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9.6 スペアパーツ

前のセ ク シ ョ ンでは、 ト ラブルシューテ ィ ングの方法を詳細に説明し ま し た。 → 93 ページ

ト ラブルシ ューテ ィ ングによ る調整を行って も、 本機器で自己診断が行われ、 エラー メ ッ セー
ジが発生し続ける場合は、 欠陥部品を検査済みのスペアパーツ と交換する必要があ り ます。

以下の図はスペアパーツが利用でき る範囲を示し ています。

! 注意 ! 
スペアパーツは、 変換器の銘板に記載されている シ リ アル番号をお知らせ頂 く こ と によ って、
最寄の弊社サービ スに注文する こ と ができ ます （→ 7 ページ）。

スペアパーツは、 以下の部品を含むセ ッ ト で出荷されます。

• スペアパーツ
• 追加部品、 小部品 （ネジ等）
• 取付け指示書
• パッ ケージ

A0001217

図 71 ： プロ ソニ ッ ク フ ロー 93 変換器 （ウォールマウン ト ハウジング） 用スペアパーツ

1 電源基板 （AC 85 ～ 260 V、 AC 20 ～ 55 V、 DC 16 ～ 62 V）

2 アンプ基板

3 入出力基板 （選択型入出力基板）

4 差込式入 / 出力サブモジュール→ 90 ページ

5 入出力基板 （固定型入出力基板）

6 T-DAT （変換器データ記憶装置）

7 F チッ プ （ オプシ ョ ン ソ フ ト ウ ェ ア用機能チ ッ プ）

8 表示モジ ュール

1

2

3

5

4

8

6

7

7
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9.7 電子部品の取付け / 取外し

# 危険 ! 
• 感電の危険性があ り ます。 露出し た部品には高電圧が付加されています。 電子部品のカバー

を外す前に電源を必ずオフにし て く ださ い。
• 電子部品に損傷を与える危険性があ り ます （静電保護）。 静電気によ り 、 電子部品が損傷す

る、 あ るいはその性能が損なわれる こ と があ り ます。 静電放電の影響を受けやすい機器用の、
接地された作業面上で作業し て く ださ い。

• 次の手順において、 本機器の絶縁耐力が保持されているかの確証がない場合、 当社の指定に
基づいて該当する検査を行って く ださ い。

手順 → 103 ページ

1. ネジを外し、 表示部のカバー （1） を開けて く ださい。

2. 電子モジュール （2） を固定し ているネジを取 り 外し、 電子モジュールを押し上げ、 ウ ォー
ルマウ ン ト ハウジングからでき るだけ引き出し て く ださ い。

3. 下記のケーブルコネ ク タ をアンプ基板 （7） から取外し て く ださい。

- センサ信号ケーブルコネ ク タ （7.1）
- 表示モジュールの リ ボンケーブルコネ ク タ （3）

4. ネジをゆるめて、 電子モジュールから カバー （4） を取 り 外し て く ださい。

5. 基板を取外し ます （6、 7、 8、 9）。

取外し用の穴 （5） に細いピンを挿入し て、 ホルダから基板を引き抜き ます。

6. サブモジュール （8.1） の取外し ：

サブモジュール （入出力） を入出力基板から取外すのに、 工具は特に必要あ り ませ
ん。 取付けにも工具は必要あ り ません。

"    警告 ! 

入出力基板上のサブモジュールの組み合わせは、 特定のものに限られます （→ 51 ページ
参照）。 各ス ロ ッ ト には、 それぞれマーク が付いてお り 、 変換器の特定の端子に対応し てい
ます。

" 入力 / 出力 2" ス ロ ッ ト  = 端子 24/25

" 入力 / 出力 3" ス ロ ッ ト  = 端子 22/23

" 入力 / 出力 4" ス ロ ッ ト  = 端子 20/21

7. 取付けは、 取 り 外しの手順の逆です。

"    警告 ! 

弊社純正の交換部品以外は使用し ないで く ださ い。
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A0001218

図 72 ： ウォールマウン ト ハウジング ： プ リ ン ト 基板の取外し と取付け

1 ハウジングカバー

2 電子モジ ュール

3 リ ボンケーブル （表示モジ ュール）

4 カバープレー ト のネジ

5 基板取付け / 取外し用の穴

6 電源基板

7 アンプ基板

7.1 信号ケーブル （センサ）

7.2 T-DAT （変換器データ記憶装置）

8 入出力基板 （選択型入出力基板）

8.1 差込式サブモジ ュール （ステータ ス入力、 電流出力、 周波数出力、 リ レー出力）

8.2 F チッ プ （ オプシ ョ ン ソ フ ト ウ ェ ア用の機能チッ プ）

9 入出力基板 （固定型入出力基板）
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9.8 機器のヒ ューズの交換

# 危険 ! 
感電の危険性があ り ます。 露出し た部品には高電圧が付加されています。 電子部品のカバーを
外す前に電源を必ずオフにし て く ださい。

メ イ ン ヒ ューズは、 電源基板にあ り ます。 → 104 ページ

ヒ ューズの交換手順は次のよ う にな り ます。

1. 電源をオフにし ます。

2. 電源基板を取外し ます 102 ページ。

3. キ ャ ッ プ （1） を取外し、 機器の ヒ ューズ （2） を交換し ます。

必ず以下の ヒ ューズを使用し て く ださい。

- 電源 AC 20 ～ 55 V/DC 16 ～ 62 V → 2.0 A ス ローブロー /250 V ； 5.2 x 20 mm
- 電源 AC 85 ～ 260 V → 0.8 A ス ローブロー /250 V ； 5.2 × 20 mm
- 防爆仕様のシステム→ 防爆補足説明書を参照。

4. 取付けは、 取 り 外しの手順の逆です。

" 警告 ! 
弊社交換部品以外は用し ないで く ださい。

A0001148

図 73 ： 電源基板上の機器ヒ ューズの交換

1 保護キ ャ ッ プ

2 機器 ヒ ューズ

9.9 返却

→ 6 ページ

9.10 廃棄

お住まいの地域の法規に従って く ださい。

1

2
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9.11 ソ フ ト ウ ェ アの履歴

! 注意 ! 
通常、 異な る ソ フ ト ウ ェアバージ ョ ン間でのア ッ プロード またはダウ ン ロード は、 特別なサー
ビ ス ソ フ ト ウ ェアがなければでき ません。

日付 ソフトウェア
バージョン

ソフトウェアの変更点 取扱説明書

06.2009 2.02.XX - プロ ソ ニ ッ ク フ ロー P センサ （15 ～ 65 A）

- 信号強度出力

- 校正日付入れ新機能

71093707/06.09

07.2007 2.01.XX 計測機能の最適化 50099982/11.04

（マニュ アルの修

正は不要）

11.2004 2.00.XX ソ フ ト ウ ェ ア拡張 ：

- プロ ソ ニ ッ ク フ ロー P センサ

- 中国語グループ （英語と中国語を含む）

新しい機能 ：

- ﾃﾞﾊﾞｲｽｿﾌﾄｳｴｱ → 機器ソ フ ト ウ ェ アが表示されま

す （NAMUR 推奨 53）

- SW ｵﾌﾟｼｮﾝﾉ ｻｸｼﾞｮ → F チ ッ プのオプシ ョ ンを削

除し ます。

- 出力機能

2 ×電流 + 2 × パルス

2 ×電流 + 2 × リ レー

50099983/11.04

10.2003 アンプ ：

1.06.XX

通信モジ ュール ：

1.03.XX

ソ フ ト ウ ェ ア拡張 ：

- 言語グループ

- パルス出力の流れ方向を選択可

新しい機能 ：

- 時間カ ウ ン タの操作

- 表示部 LCD バッ ク ラ イ ト 輝度調整

- パルス出力シ ミ ュ レーシ ョ ン

- ア ク セス コード入力回数カ ウ ン タ

- エラー履歴 リ セ ッ ト 機能

- 準備中 ： フ ィ ール ド ツールによ る ア ッ プロード /

ダウ ン ロード

- 自己診断機能 ： ステータ ス入力から取得開始

- フ ェールセーフモード、 チャ ンネル別

50099983/10.03

12.2002 アンプ ：

1.05.00

ソ フ ト ウ ェ ア拡張 ：

- プロ ソ ニ ッ ク フ ロー U センサ

- プロ ソ ニ ッ ク フ ロー C イ ン ラ イ ン

50099983/12.02

07.2002 アンプ ：

1.04.00

通信モジ ュール ：

1.02.01

ソ フ ト ウ ェ ア拡張 ：

- " 自己診断 " ソ フ ト ウ ェ ア機能

- 機器機能 ： 液体音速の検出領域の再定義

- 新しいエラー メ ッ セージ

ﾊﾟｲﾌﾟﾃﾞｰﾀ

ｶﾝｼｮｳｴﾗｰ

- P/W センサの最小センサ距離 （180 mm）

- ｼｭﾂﾘｮｸ ﾃﾞﾝﾘｭｳ ﾊﾝｲ機能 :

追加の選択オプシ ョ ン

50099983/07.02

06.2001 アンプ ：

1.00.00

通信モジ ュール ：

1.02.00

初版ソ フ ト ウ ェア

互換性 ：

- フ ィ ール ド ツール

- HART ハン ドヘル ド ター ミ ナル DXR 275

（OS 4.6 以降） 改訂番号 1、 DD 1

50099983/06.01
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10 技術仕様

10.1 技術仕様解説

10.1.1 アプ リ ケーシ ョ ン

• 閉配管系での液体流量計測
• プロセス監視向け計測 / 制御 / 調節システムでの使用

10.1.2 計測原理と システム構成

計測原理 本機器は、 超音波伝搬時間差の原理に基づいて動作し ます。

システム構成 本機器は、 変換器 1 つ と センサ 2 つで構成されます。 数種類のタ イプがあ り ます。

• 非防爆および防爆 Zone 2 用バージ ョ ン。
• 防爆 Zone 1 用バージ ョ ン （別冊の防爆補足説明書を参照→ 115 ページ）

変換器

プロ ソ ニ ッ ク フ ロー 93

センサ

• プロ ソ ニ ッ ク フ ロー P ク ラ ンプオンバージ ョ ン （化学、 プロセス用途向け）
呼び口径 15 ～ 65 A

• プロ ソ ニ ッ ク フ ロー P ク ラ ンプオンバージ ョ ン （化学、 プロセス用途向け）
呼び口径 50 ～ 4000 A

• プロ ソ ニ ッ ク フ ロー W ク ラ ンプオンバージ ョ ン （水 / 廃水用途向け）
呼び口径 50 ～ 4000 A

• プロ ソ ニ ッ ク フ ロー DDU 18 （音速計測用）、
呼び口径 50 ～ 3000 A

• プロ ソ ニ ッ ク フ ロー DDU 19 （管厚計測用）、
- 管厚 2 ～ 50 mm の鋼管用
- 管厚 4 ～ 15 mm のプラ スチッ ク管用

（PTFE 管 と PE 管に限る）

10.1.3 入力

計測パラメータ 流速

（流速に比例し た伝搬時間差）

計測レンジ 代表値 v = 0 ～ 15 m/s

計測可能流量範囲 150 : 1 以上

入力信号 ステータ ス入力 （補助入力） ：

U = DC 3 ～ 30 V、 Ri = 5 kΩ、 絶縁型

設定 ：

積算計の リ セ ッ ト 、 計測値の抑制、 エラー メ ッ セージの リ セ ッ ト
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10.1.4 出力

出力信号 電流出力 ：

• 絶縁型
• ア ク テ ィ ブ / パッ シブモード選択可能

- ア ク テ ィ ブモー ド : 0/4 ～ 20 mA、 RL ＜ 700Ω （HART 通信使用時 : RL ≧ 250 Ω）
- パッ シブモー ド ： 4 ～ 20 mA、 最大 DC 30 V、 Ri ≤ 150 Ω

• 時定数選択可能 （0.05 ～ 100 秒）
• フルス ケール値調整可能
• 温度係数 ： 代表値 0.005 % o.r./ ℃ （o.r. = 対指示値）
• 分解能 ： 0.5 μA

パルス / 周波数出力 ：

• 絶縁型
• ア ク テ ィ ブ / パッ シブモード選択可能

- ア ク テ ィ ブモー ド : DC 4 V、 25 mA （最大 250 mA、 20 ms）、 RL ＞ 100Ω
- パッ シブモー ド : オープン コ レ ク タ （無電圧パルス） 出力、 DC 30 V、 250mA 

• 時定数選択可能 （0.05 ～ 100 秒）
• パルス / 周波数出力

- 終了周波数 ： 2 ～ 1000 Hz （fmax = 12500 Hz）
- EEx ia の場合、 終了周波数 ： 2 ～ 5000 Hz
- オン / オフ比 1:1、 パルス幅 最大 10 秒

• パルス出力
- パルス値 と パルス極性は可変
- 最大パルス幅可変 （0.05 ～ 2000 ms）
- 周波数 1 / (2 × パルス幅 ) 以上、 オン / オフ比は 1:1

アラーム信号 • 電流出力 → フ ェールセーフモード設定可能
• パルス / 周波数出力 → フ ェールセーフモード設定可能
• リ レー出力 → 故障時または電源故障時に " 非励磁 "

負荷 → " 出力信号 "

スイッチ出力 リ レー出力

• NC 接点または NO 接点を使用可能
初期設定 ： リ レー 1 = NO 接点、 リ レー 2 = NC 接点

• 最大 AC 30 V / 0.5 A ； DC 60 V / 0.1 A
• 絶縁型
• 機能設定 ： エラー メ ッ セージ、 流れ方向、 リ ミ ッ ト 値

ローフローカットオフ ローフ ローカ ッ ト オフ値は設定可

電気的絶縁性 入力、 出力、 電源の回路はすべて、 互いに絶縁されています。

10.1.5 電源

電気配線 → 50 ページ

接続ケーブルの接続 → 48 ページ
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電源電圧 変換器

電流出力 / HART

• AC 85 ～ 260 V、 45 ～ 65 Hz
• AC 20 ～ 55 V、 45 ～ 65 Hz
• DC 16 ～ 62 V

センサ

• 電源は変換器から供給

電線管接続口 電源および信号ケーブル （入出力） ：

• 電線管接続 M20 × 1.5 （8 ～ 12 mm）
• ケーブル 6 ～ 12 mm 用のケーブルグ ラ ン ド
• 電線管接続用ス レ ッ ド、 1/2" NPT、 G 1/2"

接続ケーブル （センサ / 変換器）

各電線管接続口に、 接続ケーブル 1 本用のケーブルグ ラ ン ド、 1 × Ø 8 mm

• ケーブルグ ラ ン ド M20 × 1.5
• 電線管接続用ス レ ッ ド、 1/2" NPT、 G 1/2"

各電線管接続口に、 接続ケーブル 2 本用のケーブルグ ラ ン ド、 1 × Ø 4 mm

• ケーブルグ ラ ン ド M20 × 1.5
• 電線管接続用ス レ ッ ド、 1/2" NPT、 G 1/2"

A0008152

図 74 ： 各電線管接続口に、 接続ケーブル 2 本用のケーブルグラ ン ド、 Ø × Ø 4 mm

ケーブル仕様 接続ケーブルは、 必ずエン ド レ スハウザー社の品を使用し て く ださい。

接続ケーブルは各種用意し ています→ 90 ページ。

プロ ソ ニ ッ ク フ ロー P

• ケーブルの材質 ：
- プロ ソ ニ ッ ク フ ロー 93P （50 ～ 4000 A） ： PVC （標準） または PTFE （高温用）
- プロ ソ ニ ッ ク フ ロー 93P （15 ～ 65 A） ： TPE-V

• ケーブル長 ：
- 非防爆区域用 ： 5 ～ 60 m
- 防爆区域用 ： 5 ～ 30 m

プロ ソ ニ ッ ク フ ロー W

• ケーブルの材質 ： PVC （標準） または PTFE （高温用）
• ケーブル長 ： 5 ～ 60 m

! 注意 ! 
正確な計測結果を確保するために、 ケーブルは、 電気機械およびス イ ッチ類から離し て配線し
て く ださい。
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消費電力 AC ： <18 VA （センサ含む）

DC ： <10 W （センサ含む）

電源投入時の突入電流 ：

• DC 24 V 時 最大 13.5 A （＜ 50 ms）
• AC 260 V 時 最大 3 A （＜ 5 ms） 

電源故障時 / 停電時 電源周波数の 1 周期以上異常が継続し た場合に判定し ます。

電源異常時は、 HistoROM/T-DAT （プロ ソ ニ ッ ク フ ロー 93） に機器データが保存されます。

電位平衡 特別な処置は不要です。

10.1.6 性能特性

基準条件 • 液体温度 ： +28 ℃ ± 2 K
• 周囲温度 ： +22 ℃ ± 2 K
• ウ ォームア ッ プ時間 ： 30 分

設置

• 上流側直管長 >10 × 呼び口径
• 下流側直管長 > 5 × 呼び口径
• センサおよび変換器が正し く 接地されている こ と
• 計測センサが正し く 設置されている こ と

計測誤差 計測誤差は、 複数の要因によ って決ま り ます。 本機器の計測誤差 （プロ ソ ニ ッ ク フ ロー 93 = 計
測値の 0.5 %） と設置固有の計測誤差 （代表値 ： 計測値の 1.5 %） は区別し て考えます。

設置固有の誤差は、 呼び口径、 管厚、 実際の管の形状、 流体などの現場の設置条件によ って決
ま り ます。

計測誤差の合計が、 計測点での計測誤差にな り ます。

A00011347

図 75 ： 呼び口径 200 A 以上の管における計測誤差の例

a 本機器の計測誤差 （0.5 % o.r.）

b 設置条件によ る計測誤差 （代表値 ： 1.5 % o.r.）

c 計測点での計測誤差 ： 0.5 % o.r. + 1.5 % o.r. = 2 % o.r. 
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計測点での計測誤差

計測点での計測誤差は、 機器の計測誤差 （0.5 % o.r.） と現場の設置条件によ る計測誤差から な り
ます。 流速 > 0.3 m/s、 レ イ ノ ルズ数 > 10000 の場合、 誤差範囲の代表値は以下のよ う にな り ま
す。

機器精度の証明

必要に応じ て、 本機器の納入時に精度証明書 （計測レポー ト ） を添付する こ と ができ ます。
本機器の計測精度の証明は、 基準条件下で行います。
この と きセンサは、 それぞれ呼び口径 25 A、 40 A、 50 A、 100 A に取 り 付けます。

この精度証明によ る と、 以下の機器誤差範囲が保証されます

（流速 > 0.3 m/s、 レ イ ノ ルズ数 > 10000 時）。

10.1.7 運転条件 （設置条件）

取付指示 取付位置

→ 11 ページ

取付方向

→ 12 ページ

上流側 / 下流側直管長 → 13 ページ

接続ケーブル長
（センサ / 変換器）

接続ケーブルは以下の長さが用意されています。

• 5 m
• 10 m
• 15 m
• 30 m

センサ 呼び口径
機器の誤差範囲 +

設置固有の誤差範囲
（代表値）

→
計測点の誤差範囲

（代表値）

プロ ソ ニ ッ ク

フ ロー P

15 A ± 0.5 % o.r. + ± 2.5 % o.r. → ± 3 % o.r. ± 0.05 % o.f.s.

25 ～ 200 A ± 0.5 % o.r. + ± 1.5 % o.r. → ± 2 % o.r. ± 0.05 % o.f.s.

> 200 A ± 0.5 % o.r. + ± 1.5 % o.r. → ± 2 % o.r. ± 0.02 % o.f.s.

プロ ソ ニ ッ ク

フ ロー W

50 ～ 200 A ± 0.5 % o.f.s. + ± 1.5 % o.r. → ± 2 % o.r. ± 0.05 % o.f.s.

> 200 A ± 0.5 % o.f.s. + ± 1.5 % o.r. → ± 2 % o.r. ± 0.02 % o.f.s.

o.r. = 対指示値

o.f.s. = 対フルスケール値 （プロ ソ ニ ッ ク フ ロー P （50 ～ 4000 A） = 15 m/s ；

プロ ソ ニ ッ ク フ ロー W= 15 m/s ； プロ ソ ニ ッ ク フ ロー P （15 ～ 65 A） = 10 m/s）

センサ 呼び口径 機器の保証誤差範囲

プロ ソ ニ ッ ク フ ロー P 15 A ± 0.5 % o.r. ± 0.05 % o.f.s.

25 A、 40 A、 50 A、 100 A ± 0.5 % o.r. ± 0.05 % o.f.s.

プロ ソ ニ ッ ク フ ロー W 100 A ± 0.5 % o.r. ± 0.05 % o.f.s.

o.r. = 対指示値

o.f.s. = 対フルスケール値 （プロ ソ ニ ッ ク フ ロー P （50 ～ 4000 A） = 15 m/s ；

プロ ソ ニ ッ ク フ ロー W= 15 m/s ； プロ ソ ニ ッ ク フ ロー P （15 ～ 65 A） = 10 m/s）
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10.1.8 動作条件 （環境）

周囲温度 変換器

-20 ～ +60 ℃

センサ

• 標準 ： -40 ～ +80 ℃
• オプシ ョ ン ： 0 ～ +170 ℃

DDU18 センサ （ア ク セサ リ ： 音速計測）

-40 ～ +80 ℃

DDU19 センサ （ア ク セサ リ ： 管厚計測）

-40 ～ +80 ℃

接続ケーブル （センサ / 変換器）

• 標準 （PVC） ： -20 ～ +70 ℃
• オプシ ョ ン （PTFE） ： -40 ～ +170 ℃

! 注意 ! 
• センサは、 管に取 り 付けたま ま断熱材で覆 う こ と ができ ます。
• 変換器は日陰に取 り 付け、 直射日光に当た ら ないよ う にし て く ださ い。

保管温度 保管温度は、 周囲温度範囲と同じ範囲にな り ます。

保護等級 変換器

IP 67 （NEMA 4X）

センサ

IP 68 （NEMA 6P）

DDU18 センサ （ア ク セサ リ ： 音速計測）

IP 68 （NEMA 6P）

DDU19 センサ （ア ク セサ リ ： 管厚計測）

IP 67 （NEMA 4X）

耐衝撃性、耐振動性 IEC 68-2-6 に準拠

電磁適合性（EMC） 電磁適合性 （EMC 指令） は、 EN 61326/A1 （IEC 1326） " ク ラ ス A 要件に準拠し た電磁放射 " お
よび NAMUR 推奨基準 NE 21/43 に準拠。
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10.1.9 動作条件 （プロセス）

流体の温度範囲 プロ ソ ニ ッ ク フ ロー P センサ

プロ ソ ニ ッ ク フ ロー P （15 ～ 65 A）

• 標準 ： -40 ～ +100 ℃
• オプシ ョ ン ： -40 ～ +150 ℃

プロ ソ ニ ッ ク フ ロー P （50 ～ 4000 A）

• 標準 ： -40 ～ +80 ℃
• オプシ ョ ン ： 0 ～ +170 ℃

プロ ソ ニ ッ ク フ ロー W センサ

• ク ラ ンプオン ： -20 ～ +80 ℃

センサ （ア ク セサ リ ）

• プロ ソ ニ ッ ク フ ロー DDU18 （音速計測用） ： -40 ～ +80 ℃
• プロ ソ ニ ッ ク フ ロー DDU19 （管厚計測用） ： 0 ～ +60 ℃

流体圧力範囲（呼び圧力） 理想的な計測を行 う には、 流体の静圧が蒸気圧よ り も高い必要があ り ます。

圧力損失 圧力損失は発生し ません。

10.1.10 構造

外形寸法 センサおよび変換器の寸法、 長さに関し ては、 別冊の " 技術仕様書 " を参照し て く ださい。
技術仕様書は、 www.endress.com から PDF フ ァ イル と し てダウ ン ロード でき ます。

入手可能な " 技術仕様書 " の リ ス ト は、 → 115 ページ にあ り ます。

重量 変換器

• ウ ォールマウ ン ト ハウジング ： 6.0 kg
• フ ィ ール ド ハウジング ： 6.7 kg

プロ ソ ニ ッ ク フ ロー P センサ

• プロ ソ ニ ッ ク フ ロー P、 15 ～ 65 A （取付具含む） ： 1.2 kg
• プロ ソ ニ ッ ク フ ロー P、 50 ～ 4000 A （取付具含む） ： 2.8 kg

センサ

• プロ ソ ニ ッ ク フ ロー W ク ラ ンプオン （取付具含む） ： 2.8 kg

センサ （ア ク セサ リ ）

• プロ ソ ニ ッ ク フ ロー P、 DDU18 （取付具含む） ： 2.4 kg
• プロ ソ ニ ッ ク フ ロー P、 DDU18 （取付具含む） ： 1.5 kg

! 注意 ! 
梱包材な しの重量です。
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材質 変換器

• ウ ォールマウ ン ト ハウジング : アル ミ ダ イ カス ト （粉体塗装）
• フ ィ ール ド ハウジング : アル ミ ダイ カス ト （粉体塗装）

プロ ソ ニ ッ ク フ ロー P センサ

プロ ソ ニ ッ ク フ ロー P （15 ～ 65 A） ； プロ ソ ニ ッ ク フ ロー P （50 ～ 4000 A）

• センサホルダ ： ステンレ ス 1.4301 （SUS 304 相当）
• センサハウジング ： ステンレ ス 1.4301 （SUS 304 相当）
• 締付けバン ド / ブラ ケ ッ ト ： ステンレ ス 1.4301 （SUS 304 相当）
• センサ接触表面 ： 耐薬品プラ スチッ ク

プロ ソ ニ ッ ク フ ロー W センサ

プロ ソ ニ ッ ク フ ロー W ク ラ ンプオンバージ ョ ン

• センサホルダ ： ステンレ ス 1.4301 （SUS 304 相当）
• センサハウジング ： ステンレ ス 1.4301 （SUS 304 相当）
• 締付けバン ド / ブラ ケ ッ ト ： ステンレ ス 1.4301 （SUS 304 相当）
• センサ接触表面 ： 耐薬品プラ スチッ ク

センサ （ア ク セサ リ ）

プロ ソ ニ ッ ク フ ロー （DDU18） ； プロ ソ ニ ッ ク フ ロー P （DDU19）

• センサホルダ ： ステンレ ス 1.4301 （SUS 304 相当）
• センサハウジング ： ステンレ ス 1.4301 （SUS 304 相当）
• 締付けバン ド / ブラ ケ ッ ト ： ステンレ ス 1.4301 （SUS 304 相当）
• センサ接触表面 ： 耐薬品プラ スチッ ク

接続ケーブル （センサ / 変換器）、 プロ ソ ニ ッ ク フ ロー 93P

93 プロ ソ ニ ッ ク フ ロー 93P （15 ～ 65 A）

• TPE-V 接続ケーブル
- ケーブルシース ： TPE-V
- ケーブルコネ ク タ ： ステンレ ス 1.4301 （SUS 304 相当）

プロ ソ ニ ッ ク フ ロー 93P （50 ～ 4000 A）

• PVC 接続ケーブル
- ケーブルシース ： PVC
- ケーブルコネ ク タ ： ステンレ ス 1.4301 （SUS 304 相当）

• PTFE 接続ケーブル
- ケーブルシース ： PTFE
- ケーブルコネ ク タ ： ニ ッ ケル メ ッ キ処理真鍮 /DIN 2.0401

接続ケーブル （センサ / 変換器）、 プロ ソ ニ ッ ク フ ロー 93W

• PVC 接続ケーブル
- ケーブルシース ： PVC
- ケーブルコネ ク タ ： ステンレ ス 1.4301 （SUS 304 相当）

• PTFE 接続ケーブル
- ケーブルシース ： PTFE
- ケーブルコネ ク タ ： ニ ッ ケル メ ッ キ処理真鍮 /DIN 2.0401
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10.1.11 表示部、 ユーザーイ ン ターフ ェ イス

表示部 • 液晶デ ィ スプレ イ ： バッ ク ラ イ ト 付き、 4 行 × 16 文字
• 様々な計測値およびステータ スの表示が設定可能
• 積算計 × 3

操作 • 光学式ス イ ッチ × 3
• 用途別の簡単設定ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ メ ニュー

言語グループ 各国で操作するために、 以下の言語グループが用意されています ：

• 西欧米 （WEA） :
英語、 ド イ ツ語、 スペイ ン語、 イ タ リ ア語、 フ ラ ン ス語、 オラ ンダ語、 ポル ト ガル語

• 東ヨーロ ッパ / スカンジナビア （EES） :
英語、 ロ シア語、 ポーラ ン ド語、 ノ ルウ ェー語、 フ ィ ン ラ ン ド語、 ス ウ ェーデン語、
チェ コ語

• 日本語パッ ケージ （SEA） :
日本語、 英語、 イ ン ド ネシア語

• 中国 （CN） :
英語、 中国語

! 注意 ! 
言語グループは、 操作プロ グ ラ ム "FieldCare" で変更する こ と ができ ます。

リモート操作 HART、 PROFIBUS PA、 FOUNDATION フ ィ ール ド バス、 FieldCare

10.1.12 認証、 認定

CE マーク 本製品は EC 指令の要件に準拠し て設計、 開発された製品であ る こ と を CE マーク表示によ って
保証し ています。

C-Tick マーク 本機器は、 オース ト ラ リ ア通信 ・ 放送管理局 （ACMA） の EMC 要件に適合し ています。

防爆認定 利用でき る防爆タ イプ （TIIS、 ATEX、 FM、 CSA、 IECEx、 NEPSI など） については、 最寄 り の
弊社営業所も し く は販売代理店にお問合せ く ださい。

その他の基準
ガイドライン 

• EN 60529
ハウジング保護等級 （IP コード）

• EN 61010-1
計測、 コ ン ト ロール、 実験処理用の電気機器のための保護基準

• IEC/EN 61326
" ク ラ ス A 要件に準拠する放射 "

電磁適合性 （EMC）

• ANSI/ISA-S82.01
電気 / 電子試験、 計測、 制御、 および関連機器の安全規格 - 一般要件汚染度 2、
設置カテゴ リ  II

• CAN/CSA-C22.2 No. 1010.1-92
計測、 制御および実験室使用のための電気機器の安全要求 ：

汚染度 2、 設置カテゴ リ  II

• NAMUR NE 21
工業用プロセスおよび実験処理用機器の電磁適合性

• NAMUR NE 43
アナロ グ出力信号を持つデジ タル変換器が故障時に発信する レベルの標準化

• NAMUR NE 53
フ ィ ール ド機器のソ フ ト ウ ェア とデジ タル部品を有する信号処理機器
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10.1.13 ご発注に際し て

ご発注に際し ては、 オーダーコード表をご利用 く ださい。 またオーダーコード表にない仕様に
つき ま し ては、 弊社営業所も し く は販売代理店にお問合せ く ださい。

10.1.14 資料番号

• 流量計測 （FA005D）
• 技術仕様書 プロ ソ ニ ッ ク フ ロー 93P （TI083D）
• 技術仕様書 プロ ソ ニ ッ ク フ ロー 93W （TI084D）
• 機能説明書 プロ ソ ニ ッ ク フ ロー 93 （BA071D）
• 防爆製品補足資料 ： ATEX、 FM、 CSA、 IEC、 NEPSI
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■横浜サービス
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■徳山サービス
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Tel. 0834(25)6231　Fax. 0834(25)6232

■新潟サービス
〒 950-0923 新潟市中央区姥ケ山 4-11-18

Tel. 025(286)5905　Fax. 025(286)5906

■名古屋サービス
〒 463-0088  名古屋市守山区鳥神町 88

Tel. 052(795)0221　Fax. 052(795)0440

■小倉サービス
〒 802-0971 北九州市小倉南区守恒本町 3-7-6

Tel. 093(963)2822　Fax. 093(963)2832

■千葉サービス
〒 290-0054  千葉県市原市五井中央東 1-15-24 斉藤ﾋﾞﾙ

Tel. 0436(23)4601　Fax. 0436(21)9364

■大阪サービス
〒 564-0042  吹田市穂波町 26-4 

Tel. 06(6389)8511　Fax. 06(6389)8182

■東京サービス
〒 183-0036 府中市日新町 5-70-3

Tel. 042(314)1912　Fax. 042(314)1941

■水島サービス
〒 712-8061 岡山県倉敷市神田 1-5-5

Tel. 086(445)0611　Fax. 086(448)1464

■計量器製造業登録工場　■特定建設業認定工場許可（電気工事業、電気通信工事業）

BA070D/33/JA/06.09
STAR/FM+SGML 6.0J

●機器調整（新規調整、再調整、故障）不適合に関するお問い合わせ

サービス部ヘルプデスク課
〒 183-0036 府中市日新町 5-70-3

Tel. 042(314)1919  Fax. 042(314)1941

本誌からの無断転載・複製はご遠慮ください。また、記載内容は
お断りなく変更することがありますのでご了承ください。

08.09/ マーコムグループ
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